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　わたしは、どこから来たのだろう。

　わたしは、どこへ行くのだろう。

　わたしは……わたしとは、何なのだろう……。



　名前はある。ヘンシェル・バイエルライン・シュバルツバルト……。

　年齢は十七歳。いや、もう十八歳なのか。

　しかしそんなことは意味がない。ただの“〝設定”〟なのだから。

　わたしは、アンドロイド。作られたもの。

　血と肉の代わりに、オイルとシリコンでできている。筋肉はサーボモーターが、骨は基本骨格装甲が、心臓には燃料電池が、ビルドインされているのがわたしの身体からだ。

　人間ではないわたしは成長することもない。

　なにも生み出さない。

　なにになることもない。

　ずっとこのまま。十七歳のまま、身体は成長しない。老いることもない。

　生まれたこともない。命というものがないのだから、死ぬこともない。

　いずれ、機械部品が疲労するか、バイオコンピュータが耐久度の限界に達して、動かなくなるのだろう。そのとき、わたしは朽ちていく。

　それがいつなのか。五年後、十年後か、百年、二百年先なのか……。



    

  
    
      


１章　メイドさんは好きですか？



１



「いらっしゃいませ～！」

　甘い声がコーラスのように響き渡る。

　ここは夷い皇おう島じまの学生街。その一角にある、最近話題のメイド喫茶である。

　どこから調達してきたのか店内はロココ調に統一され、甘ったるくもかわいく、スイートでおしゃれ！　ようするに、男子生徒たちに大ウケ、バカウケで客は引きも切らず連日長蛇の列。

　今日もびっしりと満員。高等部、大学や大学院、それに話を聞きつけた中等部の男子までもが、目を皿のようにしたりモジモジとうつむいたりで、店内の温度は不自然なまでに上昇していた。

「お待たせしました～」

「ご注文は、お決まりですか？」

　にっこり微笑ほほえむウェイトレス、もとい、総勢七人ものメイドさんたちが彼らの目当てであることは言うまでもない。

　本来、ビクトリア調のロングスカートはこの際徹底的なミニフレアに。

　エプロンドレスに胸元の大きく開いたトップ。

　どうやらアレンジはそれぞれに任されているらしく、自由度の高いメイドコスチュームは、ノースリーブあり、ヘソ出しあり。

　足元も、編み上げのブーツあり、ハイヒールあり、ソックス、生脚、ストッキング、ガーターベルト……ようするに白いレースのヘッドドレスとエプロン以外はじつにバラエティーに富んだ、もとい各人の好みにダイレクトヒット！　という点が画期的なのだった。

　そんな店内にいままさに足を踏み入れたのは、

「おいおい、本当に、ここなんだろうなァ!?」

「……（赤）！」

　内心の焦りをごまかすかのように、さっきから機関砲のようにしゃべりっぱなしの流ながれ山やま浩こう一いち郎ろうと、大きな身体からだを一回り縮めて赤面しまくっている九く品ほん仏ぶつ広ひろ美み、高等部三年の、発明部部長代理と名誉部長である。もっとも、九品仏は出席日数が足りずに落第して二度目の三年生をやっているのだが。

「ここ、ですよ、うん」

　そして市いちヶが谷や馨けい一いち。高等部二年の発明部部長。

　もちろん三人は発明部の主要メンバーだ。しかし全員に部長の肩書き。この発明部は部長以外いないのだろうか。

「二時間も並んで通されてみれば、こ、これはなんだァ！　け、けしからん！　あ、あんなに胸が出ているぞ！　脚もあんなに……キ――――！　け、けしからんンッ！」

「けしからん、って……。先輩、気を確かに、まだ席にもついてないんですから。それに、ふつうの店ですよ。女の子がちょっと、変わった格かつ好こうしているだけの」

「変わった？　ちょっと？　ならなにかァ？　男がランニングシャツとパンツ一丁で、給仕をしてもいいってのかァ？　それともレスリングの、身体からだにぴったりした胸のガバッと開いたウェアでも着ていいっていうのかァ!?」

「いや、なんで男がパンツ一丁なんですか？　どこにもかかってませんよ、その例え」

　馨けい一いちが目いっぱい苦笑しながらなんとか取り成そうとしていると、

「あー、へーか！　へーかでありますー！」

「きっ子！」

「来てくれたでありますか、へーか！　うれしいでありますー！」

　そこには、メイドコスチュームのきっ子がチョコッ、と立っていた。

「おおー、きっ子ちゃん！　これはァ！」

　背の低いきっ子が着ると、スカートは短すぎず、ふくらんだ袖そでと相まって、なにか世界名作劇場（アニメ）の雰囲気さえある。

「……これは、これで……」

　九く品ほん仏ぶつがボソッ、と言い、顔を赤らめた。

「ヘンシェルー！　へーかと流ながれ山やま浩こう一いち郎ろうと九品仏部長が来たでありますー！」

　きっ子が呼ぶと、奥からヘンシェルが姿を現した。

「い、いらっしゃいませ……ご主人様」

「え？　ご、ご……」

「ご愁しゆう傷しよう様さまァァァ!?」

「いや、そんなこと言ってません、先輩」

　取り乱す流山を九品仏が背後から羽交い締じめにし、馨一はかろうじて笑顔をヘンシェルに向ける。

「どう、だろうか……」

　頬ほおを染めてわずかにうつむくヘンシェル。

　その姿は……、

「う、うん。すごく、似合ってるよ。いい、んじゃないかな」

　馨一も思わず釣られて赤面するほど、ある意味、よく似合っている。

　きっ子と逆に背の高いヘンシェルは、いつもの制服のミニよりもさらに短い、極ミニとも言うべき丈のフレア。ニーソックスの足元はつま先とヒールの先に銀をあしらったハイヒール。トップもボトムも黒だが、たっぷりと盛りつけられたバニラクリームのように、レースで飾り立てられていた。

　金色に光る髪は後ろで二つの長いお下げに編みこまれている。

　首元のチョーカーもレースで、ヘッドドレスとおそろいのデザイン。

　ゴシックロリータ。そんな言葉がよく似合うヘンシェルのメイドコスチュームだった。

「とにかく、もうずいぶん、仕事にも慣れたみたいだね。よかった」

「はいであります！」

　馨けい一いちが言うと、きっ子が答え、ヘンシェルがうなずいた。

　そう。きっ子とヘンシェルは、二週間ほどまえから学生街のこの店でアルバイトを始めていたのだ。

　きっ子とヘンシェルがアルバイトを始めたのには訳があった。

　アンドロイドの彼女たちは、ネオ・ナチの秘密組織によって作られた。そして学園に編入したあとも、ずっと彼らによって学費が支払われ続けている。

　これを嫌ったヘンシェルが、ネオ・ナチ組織から完全に脱却するため、自分たちで学費を稼ぐことを決意したのだ。

　もちろん、それにはメイド喫茶のバイトだけでは足りない。なので、学校事務や図書館司書の仕事もしている。ヘンシェルたちのメンテナンスを引き受けている校医の荒あら僚りよう冶じが口ぞえをしてくれたおかげで実現したものだ。

　こうしてヘンシェルやきっ子は、自立の道を歩み始めていた。

　流ながれ山やまがふと、店の壁に貼はられた成績表に気づいて指差した。

「おい市いちヶが谷や、どうやらこの店の人気ナンバーワンとツーは、ヘンシェル嬢ときっ子ちゃんらしいぞォ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「ほんと、ですね」

（そうか。それだけ、がんばってるってことだよな）

「へーか、じゃない、ご主人様！　ご案内するであります」

「う、うん」

「案内だとォー、けしからーん！」

　そうして案内されたボックス席でも、馨けい一いちたち三人はつねに落ち着かず、ドキドキし通しだった。流ながれ山やまなどは、喫茶店でくつろぐ、というのとは程遠く、目をギラギラさせて周りのメイド・ウェイトレスたちの一挙手一投足を食い入るように眺ながめていたという。
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「いよいよ、始まってよ」

「いよいよ、ですねー」

「……」

　ここは夷い皇おう島じま一、まったりした空気が支配する高等部生徒会長、有う楽らく町ちようリオナの執務室。なのだが、今日はちょっとばかり違っている。

　先延ばしにしてきた生徒会選挙がついに告示されたのだ。

　これによって、生徒会長以下、副会長、風紀委員長など、生徒会の主要な役職のすべてが新たに選ばれることになる。

　これまで、謎なぞの戦闘部隊の上陸、武装アンドロイドの襲撃など、数々の異常な事件にみまわれ、そのつど生徒会の機能がマヒする、という事態に陥おちいった。

　ひらたく言うと、生徒会ではどうにもできず、乗り切ることができたのは、華道部や発明部の面々、それに、華道部に所属するアンドロイドのきっ子やヘンシェルたちの活躍にあったことは言うまでもない。

　事件のてんまつどころか、アンドロイドの存在さえも一般生徒には隠されているものの、そこはやはり、伝わるものがある。

　いわく、どうやら生徒会長のリオナは無能なのでは？　副会長の高たか田だ黎れいはＰＣをいじる以外なにもしていないし。風紀委員長の巣す鴨がもめぐみにいたっては、バカ？　といった具合であり……。

「なにおー、バカとはなによ、バカとはー！」

　本人は憤っていても、これが巷ちまたの風評なのだからしかたがない。

　いっぽう、それにくらべてめきめき上昇しているのが華道部、とくに部長の田た町まち由ゆ佳か里りの人気だった。

「どうなの？　一般推薦枠は」

「予想どおり……由佳里が百五十人の推薦人を集めて、推薦立候補あつかいになった」

　黎れいがモバイルＰＣからの最新情報を答える。

　これは本人が立候補しなくても、生徒百人以上の推薦があれば、自動的に選挙候補にエントリーされるという制度だ。このため、由ゆ佳か里りは立候補していないのに、早々と推薦立候補が決まってしまったのである。

「やっぱりね。ふぅ～……」

　珍しくリオナがため息をつく。ドカッ、といつもの寝椅子カウチに腰を下ろした。

　大きなウエーブを描えがいた金色の髪がフワッと広がる。ヘンシェルの透けるような金色に較くらべると、オレンジがかった金だ。リオナはその名前のとおり、フランス人とのハーフなのだった。

　長い脚を投げ出し、眉み間けんにしわを寄せるリオナ。明らかにイライラした表情。

　こんなふうに急に生徒会選挙が行われることになったのにはわけがある。

　リオナの人気低下から、生徒会はなにかと言い訳をしては生徒会長選挙を先延ばしにしていた。その間に、リオナの人気の回復をはかり、そのうえで満を持して選挙を行う予定だったのだ。

　が、鳴り物入りで行った華道部とのイベント決戦が決定打を欠くまま終わり、手詰まりの生徒会が苦慮している間に、

「選挙をやらなきゃダメですよ。もう公示、しちゃいました。うふ」

　生徒会指導教諭である、みさ緒おのいつになく強力（思いつき、とも言う）な指導によって、なしくずし的に生徒会長選挙が公示されてしまったのである。

「あんの～、クソアマ！」

　思わずリオナはふだん使わない特殊な言葉で憤ったが、もう遅い。

　こうしてリオナら生徒会執行部は、不利な選挙戦に突入することになったのである。

「黎、いまの順位は？」

「由佳里、一位。リオナ、四十二位」

　恒例の、学生たちによる人気投票サイトが示す結果である。

　これではハナから勝負にならない。

　がっくりと寝椅子に突っ伏すリオナ。

「あたしはあたしはー？」

「四十三位」

「すごーい、リオナさまの隣ですよー！　うれし……」

　バフッ！

　思い切りリオナの投げつけたクッションが、めぐみの顔を直撃したのだ。倒れるめぐみ。

「とにかく！　こうなったらどぶ板選挙よ！　どんなことをしてでも勝つのよ！」

「どぶ……」

「リオナさまー、どぶ、ってなんですかー」

「排水溝のこと」

　リオナに代わってポツリと答えるのは黎れいだ。

「排水溝に板をどうするんですかー？」

「だから、直接、排水溝をどうこうするじゃなくて！　めぐみ、おまえの風紀委員会は、徹底的に華道部をマークして、使えそうな情報を集めるのよ。黎、あなたは今後の選挙活動のスケジュールと準備を！　勝たなければ、この迎げい賓ひん館かんにもいられなくなるのよ！」

　もともと来賓用の公館として作られた迎賓館を生徒会が拠点として使っているのは、ひとえにリオナの権力によるものだった。

　中等部や大学、大学院など、夷い皇おう島じまにあるすべての学生自治組織を統合し、その頂点に立つリオナは全権生徒会長、とも呼ばれる。

　その陰で、リオナの女権優位政策、スポーツ部優遇、文科系クラブ冷遇処置などによって、多くの学生たちが不満を募らせていた。馨けい一いちたち発明部などは、男子のうえに得体の知れない文科系クラブ、ということでもっとも迫害を受けているのである。

　一年半ぶりの生徒会選挙。これまで虐げられていた民、文科系クラブを中心とした学生たちが一致団結して向かってくることも考えられる。由ゆ佳か里りはそのシンボルともいうべき存在、文科系クラブのマドンナなのだ。

「う～、ぜ―――ったい落としてやるー、この学園の女王はわたくしよ！　ぜったいぜったい、選挙に勝つんだからああああ！」
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「おまえたち、出ておいで。アイン！　ツヴァイ、ドライ、フィア……！」

　ヘンシェルが呼ぶと、床下でゴソゴソといくつもの影が動いた。やがて地面との境に空あいた隙すき間まから一つ、また一つ、と出てきたものは……。

「フィア！　それに、ツヴァイ！」

　ヘンシェルが地面に膝ひざをついて抱える。次々と出てきたのは、まだそれぞれ、手のひらに乗るほどに小さい子ネコだった。

　ここはメイド喫茶のあるビルの裏手。小さな木造の物置のような小屋が、コンクリートの壁に寄り添うように建っている。すでに屋根も破れて、何年も使われている形跡はない。

　そんな物置小屋の近くで、生まれたばかりの子ネコをヘンシェルが見つけたのが、一週間ほど前だった。

　まだ目が開いて間もない子ネコ。四匹はどこにも行けず、折り重なるように『ミューミュー』鳴いていたのだ。

　母ネコの姿はなかった。なにかの事情で子ネコを置いて行ってしまったのか。あるいは、エサを取りに行って、事故か他ほかの動物にでもやられたのか……。

　そのままでは、おそらく数日で子ネコたちは死んでしまっただろう。ヘンシェルはみんなにはないしょで、子ネコの面倒を見ることにした。

「ほら、おまえたち、ミルクだ」

　鞄かばんの中から紙の皿を取り出して、小さなパックのミルクを開ける。注いでやると、子ネコたちは我先にと飲みだした。

「そんなに急がなくてもいい。アインが飲めないではないか。もっと場所を空あけてやれ、ほら、ツヴァイとドライはこっちに」

　子ネコは片手で包んでしまえるほどに小さい。つかむと、爪つま楊よう枝じのようなシッポをピコピコ動かして、早くミルクを飲ませろと訴える。

「はは、落ち着け。爪つめを立てるな」

　子ネコには毛のガラによってヘンシェルが名前をつけた。

　どうやら洋ネコの血が入っているらしい子猫たちは、背中に、“〝１”〟と“〝２”〟と読めそうな模様があった。それで、アインとツヴァイ、ドイツ語の一と二、と名を付け、残りをドライとフィア、三と四と名付けた。

「ふふ、おいしいか？　おまえたちもそろそろ、もっと別のものが食べたいか？」

　ネコの離乳時期はいつごろなのだろう。

　ときおりヘンシェルは、子ネコの口を開けて歯の生え具合を確かめた。

　いまのところ、子ネコたちはヘンシェルの与えるミルクですくすく育っている。最近は少々、太りすぎ……。

「もういいだろう。あまり一度に飲むと、吐くことになるぞ」

　ヘンシェルはそう言いながら、懸命にミルクを飲む子ネコたちから皿を取り上げることができない。むしろ、ミルクが少なくなると軽くなって動いてしまう紙の皿を、手で押さえて、飲みやすくしてやるほどだった。

　子ネコたちがミルクを飲む様を、飽きることなく眺ながめているヘンシェルの横顔には、このうえない、喜びの表情が浮かんでいた。

　華道部の御ご殿てんに連れて行くということも考えた。

　由ゆ佳か里りはダメだとは言わないだろう。むしろ、きっ子もゆひも、みんなで親身になって子ネコの世話をしてくれるだろう。

　だが、ヘンシェルはそうしなかった。

（わたしだけで、この命を育ててみたい。わたしにそれが、できるなら……）

　ヘンシェルはアルバイトのない日でも、一日二回はこうしてメイド喫茶裏の物置小屋を訪れている。そのたびに、ミルクを飲ませ、四匹の健康状態を見ているのだ。

　今日はまだアルバイトの時間にはずいぶん早いというのに、子ネコたちが心配で、授業のあとすぐに来てしまった。

　急に足元に触れるものを感じて、ヘンシェルは下を見下ろした。

　ミルクを飲み終えたらしい子ネコの一匹が、ヘンシェルの脚を前足でかいている。

「飲んだのか。どれ」

　一匹をつかんで抱き上げる。トントン、と背中を叩たたいた。

「赤ん坊なら、こうすると聞いたが」

　人間の赤ん坊にミルクを飲ませたあと、背中を軽く叩たたいてゲップを出させる、それを子ネコに実践しているのだ。『みゅー』、と鳴く子ネコを、顔の前へ持ち上げる。ヘンシェルが顔を近づけると、小さな顔にしては大きな二つの目でジッと見つめ返してくる。

「わかるのか。わたしのことが」

　まだミルクを飲み足りないのか、子ネコはヘンシェルの顔をクンクンとかぐと、鼻の先をペロペロとなめだした。

「はは、くすぐったい」

　それでも子ネコはしばらくヘンシェルの頬ほおをなめていた。まぶたの辺りまでなめようとするから、

「こら」

　笑って顔から離すと、ヘンシェルは子ネコの鼻にキスをする。

　まだ濡ぬれたままの子ネコの顔は、ミルクの匂においがした。

「アイン、おまえはおとなしいな」

　抱かれてもほとんど抵抗しないのがアインだ。ツヴァイやドライは、バタバタと手足を動かして、下ろせ、と訴える。それもまたかわいい。

　ヘンシェルは子ネコのアインにほお擦りして、その匂いをいっぱいに吸い込んだ。

「おまえたちは、命の匂いがする……」
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　ここは発明部の部室、その二階である。

　部室といっても、その実は、華道部が部室兼宿舎として使用する通称華道部御ご殿てん、つまり儀ぎ典てん用の日本家屋、正しよう儀ぎ院いんの裏庭にある、もと物置だった。

　生徒会の迫害から部室を取り上げられた発明部が、華道部の部長、由ゆ佳か里りの好意でいわば間借り、居候させてもらっているようなものなのである。

　物置といっても、四畳半の広さがあり、しかも二階建だ。一階は部室で、二階は馨けい一いちたちが寝泊りするスペースに当てられていた。

「ヘンシェル嬢ときっ子ちゃん、ちゃんと働いてるんだなァ」

　流ながれ山やまが寝転がりながらボソッ、と言う。

「最初、ちょっとびっくりしたけど、あれで時給はいいらしいし、ヘンシェルたちはそのほか、学校事務の仕事もあるから、大忙しですよ」

「だよなァ。えらいよ。彼女たち、学費を自分で稼ぐことにしたんだろお？」

「ええ。奨学金の申請もしているから、それが通れば、学園のアルバイトも今より減らしてもやっていけそうらしいんです」

「そうか。これでネオ・ナチの連中と手を切れれば、ヘンシェル嬢も気が楽になるだろう。この歳としで経済的に自立してるなんて、オレたちよりもずっとすごいことだなァ」

「ほんとう、ですね。すごい、なんていうか、尊敬、しちゃうところありますよ」

（ヘンシェルはすごい。どんどん自分の進む道を切り開いてる。まえよりずっと、人間らしくなってるってことじゃないか。いや、もう人間よりも人間らしい）

　馨一は思った。

　このまま、ヘンシェルときっ子がいて、流山たちや華道部の由佳里やゆひがいる。これ以上、なにも起こらなければ、このままずっと……。

「市いちヶが谷やァ、おまえがなにを考えてるか、わかってるぞォ。ネオ・ナチのヤツらがちょっかいをもう出してこなけりゃ、ヘンシェル嬢やきっ子ちゃんも幸せになれるんだよなァ。あの地下洞どう窟くつのことだって……」

「先輩、あそこは、危険ですよ」

　地下洞窟。

　島の中ほどに近い、旧日本軍の地下施設。地下基地、と言ったほうが近いかもしれない。

　いちど華道部と発明部、それに生徒会の幹部とで行ったキャンプの余興、肝試し大会、もとい、地下基地の探検で発見された横穴だった。

　単なる遊びのつもりだったのが、この洞窟内で不思議な現象に遭遇する。

　地震のような振動とともに、視界がぼやけ、目の前に、約六十年前の光景が蘇よみがえったのだ。

　朽ち果てたはずの施設が建てられたばかりのような姿を見せ、そこには大勢の兵士もいた。それは紛まぎれもなく、旧日本軍のこの島の守備隊の兵のように見えた。

　洞どう窟くつの終点には地下の大きな入り江があり、昔の潜水艦までが停泊していた。

　間違いなく、六十年前にタイムスリップしていたのである。

　ところがその現象は数分で揺らぎ、消えていた。気がつくと、全員がもとの古ぼけた洞窟に残されていたのだ。もちろん、潜水艦は跡形もなく消えていた。

　実際に体験したのは馨けい一いちやヘンシェルたちだけだったが、すぐに流ながれ山やまたちの知るところになり、いずれ地下洞窟の探検を、と機会をうかがっていたのだ。

「あの洞窟は、手出しをしないほうが」

「うーん。ミステリ、オカルトも守備範囲の我が発明部としちゃァ、ぜひトライしたいスポットではあるがなァ。いや、わかってる」

「ぼくらが行く、と言ったら、ヘンシェルやきっ子も来るって言うだろうし」

　もしなにか起これば、ヘンシェルたちは捨て身で馨一たちを守ろうとするだろう。

「あえて手を出して、ヘンシェル嬢たちを危険な目に遭わせるなんてことはしない。いまがいちばん、大事なときなんだからなァ」

　流山が、それでもちょっとだけ残念そうに腕組みした。

　話がそこで、途切れた。が、落ち着きそうだった部屋の空気を変えたのはやはり、急にクルッと馨一に向き直った流山だった。明らかに、かなり含みのある目の色。

「ところで！　市いちヶが谷やァ。おまえも、もう決めたんだよなァ」

「は、なにを、です？」

「とぼけるな、このお！」

　いきなり、パンチが飛んできた。それを避けると腕をとられ、そのまま腕ひしぎ十字固めの体勢に持ち込まれる。

「うわ、痛！　痛たたたた！　先輩、ちょっ……！」

　完全に腕を伸ばされてはいないが、それでもそうとうの痛みだ。流山が最近凝っている格闘技の不意打ちだった。

「もうネタは上がってるんだぞォ！　このあいだのライフゲーム以来、ヘンシェル嬢とすっかりいい仲だっていうじゃないか、ん？　このォ！　とうとうお付き合いかあ。不純異性交遊かァァ！」

「いや、不純って、い、痛……！　と、とにかくこれを外してくださいよお。ろ、ロープです、ロープ！」

　畳んであった布団の山を、馨一が脚の先で蹴けるように叩たたく。

　情けない声の馨一に、流山がパッと手を離した。

「ふう、ほんとに腕の筋が伸びたらどうするんですか……って、うわぁ！」

「甘い！　これは総合格闘技！　ロープブレイクはない！　ポジションをマット中央へ持って行って、同じ体勢でもう一度リスタートだァ！」

「くわぁ！」

　……ということで、馨一は流山をまえに、すべてを話すことになったのだが。

「なに、まだなにもしてないィ？　どういうことだ、不純異性交遊が聞いて呆あきれるぞォ！」

「いや、だから、どこも不純なことはしてないですってば。先輩が、言ってるだけ」

「ばかもォん！」

　流ながれ山やまの大声が馨けい一いちをさえぎった。

「いいか。われらが発明部、二つ名を、彼女いない歴イコール年齢同盟はだな」

「いつからそんな同盟、二つ名になったんですか」

「いいから聞けィ！　彼女いない歴イコール年齢同盟は、ここにおまえという初の脱落者を出すことになった。ようするに、おまえがヘンシェル嬢と不純、じゃない、異性交遊を果たした、ということだろう」

「はあ」

　いちおう不純、が取れただけでも大きな進歩かもしれない。

「が、なんだ？　そのわりになにもしていない、だと？　こうして裏切り者のおまえを生温かく見守っている我々としてはだなァ、それじゃ困る……もとい、物足りない、じゃない、進展がないんじゃ、つまらんのだァァ！」

　ようするに、馨一にヘンシェルという彼女ができたやっかみはもう飲み込んだが、そうなるとその先がどうなったのか、野や次じ馬うま的興味がムクムクと湧わいて来た、ということか。

「はっきり聞こう、市いちヶが谷や。男どうしの、うそ偽りのない腹を割った問いだ」

　男どうし、腹を割った、じつに都合のいい言い方である。

「はい」

「したのか」

「はい？」

「だから、したのか、って聞いている！」

「いや、その、“〝した”〟の目的語がわかりません……が……」

　言っている途中で、顔がパーッと赤くなった。それが伝でん播ぱしたように、流山も真まっ赤かになる。背後の九く品ほん仏ぶつまでが、なにも言わないのに真っ赤だった。

「だーかーらー！」

「し、してませんよ！　その、なんだか、わからないけど、とにかく、してないって、最初から言ってるじゃないですか！」

　聞くほうも答えるほうも、真っ赤になりながら大声で怒鳴っている。なんでこうなるのか、さらに不明になってきた。

「わかった。質問を変えよう」

　ハァハァと息を継ぎながら、流山が言う。

「き、キスは、したんだよな？」

「え」

「だから、キス……チューだよォ、チュー！」

　なぜかまたも逆切れ風味の流山。

「え、いや、それは……ぁ」

（あのとき、ヘンシェルが無理やり頬ほおに、チューして、それから、飛行機に乗ったときも、鼻の頭に、されたような、でもそれって、キスじゃないし……）

　馨けい一いちの脳裏を、さまざまな映像が走馬灯のように、

「い・ち・が・や、くぅん？」

　流れていくところを、まるで横からハッキングして見ていたかのように、流ながれ山やまが口を出す。声がやや震えている。

「いや、大丈夫です。してません。ぜんぜん。そういうの、口のは」

「口のは、だとォ！　ま、あいい、先へ進まん。じゃあ、手は握ったよな？」

「手は……」

（思わず手をつかんだり、そういうことはあったような……）

「微妙です。はっきりとは、ないような気がします」

「なんだ。それじゃほんとになにもないのかァ」

「だからさっきからなにもないって言ってるのに」

「だが市いちヶが谷やァ、それは由ゆ々ゆしき問題だぞ」

　ようやく落ち着きを取り戻した流山が、腕を組みながら言う。

「つきあってはいる。が、なにもしない。こういうのがいちばんいかんのだ。女性のプライドが、傷つく」

「はあ、それは、そうかもしれないけど」

「しかし、だ」

　コホン、と咳せき払ばらいをして流山が続ける。

「市ヶ谷、おまえがヘンシェル嬢を選んだことは、ちょっと見直したぞ。中途半端じゃなくて、きちんと自分の行動でけじめをつけたってことだからなァ」

「え、でも、そんな」

（大それたことじゃないんだ。でも、確かにいまは、ヘンシェルしか考えられない……）

　その思いは少しずつ大きくなっていって、前回のライフゲームや、発明部製作の飛行機で、いっしょに空を飛んだときから……いや、もともと、飛行機を作ろうと考えたこと自体、こういうことを意味していたはず。

　でも、と馨一はここで思う。

　きっ子だっている。

　きっ子は妹のように馨一を慕ってくれているのだ。

（ヘンシェルとあんまりべたべたしたりするのは、きっ子がかわいそうだし）

　そんなことをつい考えていると、バンバン、と背中を流山に叩たたかれた。

「安心しろ。きっ子ちゃんはオレたちがきっちり面倒みるからなァ！　おまえは大船に乗ったつもりでいるんだな！」

　親指を突き出す。九く品ほん仏ぶつも大きな親指を力いっぱい突き出していた。

「え、先輩、それじゃ、そういうことを言うために？」

「ははは、気のせいだ。だが、市いちヶが谷や、おまえもこれで、ヘンシェル嬢ときちんとつきあってだなァ、彼女いない歴イコール年齢同盟の魁さきがけになってもらいたいィ！」

「はああ!?」

「そこでだ、これを市ヶ谷、おまえにさずけよう！」

「え？」

　天を指差すポーズから、ピラッ、と流ながれ山やまが取り出したのは二枚のチケットらしきもの。

「これ、夷い皇おう島じまファミリー動物園……？」
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　どだいが全寮制で学生ばかりしかいない島で、ファミリーとはなんなのか？

　そんな疑問を感じながらも馨けい一いちはチケットを手に、華道部御ご殿てんの廊下を歩いていた。

　いちおう馨一もたてまえ上は華道部員とはいえ、華道部御殿は女の園。なるべく入らないようにしている。みんなでいっしょに取る朝と夕の食事のときくらいしか、自分からは来ないのだが。

「ヘンシェル、帰ってきてるかな。もうすぐ夕ご飯の時間だから、そろそろアルバイトから戻ってると思うけど」

　それにしても、何と言って渡せばいいのか。

「そんなの、簡単だよな。ぼくと、いっしょ……いっしょに、行かない、か？　いや、ぼくと、は、つけなくていいか。いっしょに、行きませんか、じゃ堅いし変だ。行こうよ……うーん……」

　馨一がここにいたってまだしようもないことで迷いながら、御殿の廊下の角を曲がったときだ。

　ドン！

「わ！」

　突然の衝撃。そして廊下に倒れた。

「す、すいません！　だいじょうぶ、ですか？」

　すぐに立ち上がって相手を見る。

「なんだ。ボーッとして歩いてるんじゃないよ、市ヶ谷馨一くん」

「響織きよう子こ、さん」

　上うえ野の響織子。華道部の副部長だった。

　響織子はうまく身体からだをかわしたらしく、馨一のように尻しり餅もちもついていない。

　ヘンシェルほどではないが、長身でスレンダー。長い黒髪の三年生。馨一より一歳年上だが、それ以上に大人びて見えた。

「だれ？　きっ子、それともヘンシェル？　用事があって来たんでしょ？　それともまさか、ゆひ？」

「あ、いや、なんていうか……」

（ここでヘンシェルに会いに来た、なんて言ったら、いや、でもこそこそするのはよくない。だいいち、ぼくは今日、ヘンシェルを動物園に誘いに来たんだから……！）

「……ヘンシェル、です」

「そう。彼女ならさっき帰ってきたから、部屋にいると思うよ。ふぅ～ん」

　ふぅ～ん、がなければ、いい人だと思うのに。明らかに好奇の目を向けられているような気が。

「ま、がんばって」

「どういう意味ですか」

　とりあえず、馨けい一いちはぶつかったことを謝りつつその場を離れる。その後姿を眺ながめながら響織きよう子こがつぶやいた。

「がんばってるんだ。でも相手がね、どうなることやら……あら？」



　一方、からくも響織子の一言多そうなセリフから逃れた馨一は、廊下の奥、ヘンシェルの部屋をノックしていた。

「ヘンシェル。いる、かな……」

　反応を待つ。なぜか上昇していく心拍数。

「……はい。あ、ケーイチ」

　日本家屋らしい襖ふすま戸どが開いて、ヘンシェルが顔を出した。

　突然の馨一の来訪に、ヘンシェルも驚いたようだった。驚きの表情から、すぐに花のような笑顔に変わっていく。

　が、驚いたのは馨一のほうも同じだった。

　ヘンシェルのかっこう。

「あ、ヘンシェル、それ……」

「ん。ああ、いま着替えているところだった」

　だった、ではない。

　ちょうど制服の上着を脱いだところだったのか。身に着けているのはチェックのミニスカートと下着のブラだけ。

「ご、ごめん。出直してく……」

　くるッと背を向け、立ち去ろうとした馨一の腕を、背後からヘンシェルが握った。

「いま、着替えるから。すぐ。待ってて」

「え、あ、いや」

　ここでヘンシェルの着替えを待って落ち着いてしまったら、言えることも言えなくなるかもしれない。

（そうだ。チケットを渡すだけでいいんだから、ここは。さっ、と渡しちゃえ。それで、言うんだ。いっしょに……）

「ヘンシェル、こ、これ！」

　ポケットに入れたチケットを取り出す。取り出して……。

「あれ？」

「これでしょ、市いちヶが谷や馨けい一いち」

　スッ、と横から差し出されたのは、まさしく夷い皇おう島じまファミリー動物園のチケット。それも二枚。

「それ！　です。って、え？」

　チケットを持ってニッ、と笑っているのは響織きよう子こだった。

「あれ……わ！」

　どうやら響織子とぶつかったときに落としたらしい。そしてあわてて振り返った馨一は、再び下着姿のヘンシェルを目の当たりにしてしまい、赤面してまた後ろを向く。

「落としたよ。ヘンシェルを誘うつもりだったんでしょ。いわゆるデートってやつ？」

　これみよがしな響織子の言葉に、真まっ赤かになって小さくなる馨一。

（な、なにもそんなことまで言わなくても、響織子さん……ん、でも、これって）

　結果的には目的達成！

　かなり、というより全面的な他力本願だが……。

「ほら、ヘンシェルも、なにか言ったら」

　響織子に促うながされて、

「ほんとう、なのか。ケーイチ。わたしを、誘いに来た、のか？」

　ヘンシェルも口を開く。その声は、ほんのりと上ずるように高揚していた。

「そう、です。その、いっしょに、行きま、せんか」

　おかしな敬語になってしまった。

　いつもヘンシェルとは話しているはずなのに。ただチケットを渡すだけでこんなに意識するか？　と思うが、するものはしかたがない。

　そしてヘンシェルの答えは、馨一の腕をさらに強く、ギュッ、と握るもの。まだヘンシェルは、馨一の腕を背後から握ったままだったのだ。

　あ、と馨一は思う。

　馨一の緊張がうつったわけではないだろうが、いつもの、なにごとにも動じないはずのヘンシェルもまた、同じように緊張し、恥らっている。

（そうだ、これでよかったんだ！）

「はい。デート成立、ね。いいなー、若い人は。ま、楽しんで、ね」

　そう言う響織子も、馨一よりひとつ上なだけなのだが。それだけ言うと、響織子は、二人の手にチケットを握らせてスタスタと廊下を行ってしまった。

「あ、響織子さん」

　だが響織子は手を軽く上げただけで振り返ろうとはしない。

（響織きよう子こさん、冷やかしだけかと思ったけど）

　馨けい一いちだけだったら、また延々遠回りをしたうえ、変なことを言い出しかねないところだった。響織子の、乱暴でいて、心憎い気遣いに馨一は感謝した。

　そしてヘンシェル。

「いつ、行くのだ。その……デートは」

　デート！　ヘンシェルの口から聞くと、その重みが、ずしりと堪こたえる。しかし、心地いい！　そして響織子のおかげでいちばん難しいところを切り抜けた馨一は、こんどこそ自然に、言えた。

「うん。次の日曜に、行こう」



　一方。

　馨一とヘンシェルにチケットを握らせて歩み去った響織子。廊下の先の角を曲がったところで大おお崎さきゆひの姿を見かけるや、駆け寄った。

「ゆひ！　ねえ、いまね、市いちヶが谷や馨一が、ヘンシェルをデートに誘ってるのを見ちゃった！　すごいよねー！　ね！」

　ただの噂うわさ好き、かもしれない……。
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「第一回。デートはここを攻めろ、会議！」

　パチパチパチ！

　まばら、というよりたった三人だけの拍手が響く。

「うう」

　うめいているのは馨一だ。別にプロレスの技をかけられているわけではないが。

　いつもの発明部部室の二階。

　馨一が晴れてヘンシェルに動物園のチケットを渡し、デートが目前に迫ったいま、対策会議と称して緊急招集（といっても三人。しかも別にすることなし）されたものだ。

　ようは馨一のデートをサカナに、あれこれしゃべりたいだけ、らしいのだが、そこは馨一にとっても初めてのデート。アドバイスに類するものなら多少怪しいものでもいちおうは耳に入れておきたい。

「はあ。でも先輩は、彼女いない歴イコール年齢って」

　だいたいそんな流ながれ山やまが、なぜ恋愛のアドバイスなどできるのか？　まだ初デートもしていない馨一とて同じではあるのだが。

「いいから黙って聞けィ！　彼女いない歴イコール年齢といえども、おまえよりは女性の気持ちってもんがオレたちにはわかるのだよ」

　うんうん、と背後で九く品ほん仏ぶつもうなずいている。その向こうには、ギャルゲー、18禁ゲームがずらりと並んだ棚が……。

　そういうことか、と馨けい一いちはため息した。だいたい、18禁ゲームをどうして高校生がやっているのか、と。しかし流ながれ山やまは続ける。

「いいか、市いちヶが谷やァ、女性はだな、口では言わなくても待ってるもんだ。いろいろとなァ。そこは男のほうが、どーんと積極的に行かなくちゃならんのだ」

「はあ」

　確かに、流山の言うことにも一理ある。18禁ゲームからの知識だとしても……。

（ヘンシェルばかりに言わせたりしちゃダメだ。こんどはぼくがしっかりしないと）

　馨一は自分に言い聞かせるように、うなずいた。

「よし、ここからは具体的戦略を検討するゥ。いいか、市ヶ谷ァ。デートの基本は、動物園、映画、遊園地だ！」

「はい。じゃあ、動物園のあとは、映画に誘えばいいんですね」

「バカ、違う！　一日に動物園も映画も、遊園地も行ってちゃ、時間がなくなるだろうが。その三つがメインディッシュで、あとは副菜をつけなさーい！」

　いつのまにか、口調まで変わっている。おもに18禁ゲームで得た知識なのに、妙に正統なところをついてくるのがおかしい。

「じゃあ、動物園に行ったあとは、どうするんですか？」

「そりゃあ、喫茶店に入る。いや、昼飯かな。レストランに入る」

「ご飯を食べたあとは」

「そこだ、市ヶ谷。ここからが重要だぞ。いいか、公園を歩け」

「公園を歩くんですか」

「ただ歩くだけじゃない。重要なのは、手をつないで歩く、ことだァ！」

「手をつないで！　それは」

　確かに難易度が高い！

「歩きつかれたらベンチに座れ」

「なるほど。ベンチのある公園じゃないとダメですね」

　メモメモ、と。

「そうだ。そして、トークだ、トーク！　そののち……チューだな」

「チュー、ですか！」

　これは、一気に核心だ！

「あの、もっと詳しく。というよりトークとチューの間の流れを詳しく知りたいです。トークって、具体的にどんなことを話すんですか。話すのはいいけど、なんでそれが、チューに結びつくのか。結びつくような話って、どんなのですか」

「う、それはだなァ……」

　急に黙り込む二人。いや、九品仏も入れると三人。

　正直、それ以上はわからないのだった。

　18禁ゲームやギャルゲーならそこで選択肢が出る。

　移動する、トークする、手を握る。そのあとで、キスする、という選択肢だって出るかもしれない。

　が、実際には、話の内容から、どう持っていくかまで、全部自分で、しかもそのときどきの相手のリアクションによって、臨機応変に変えていかなくてはならないのだ。

　すごいスキルが必要だ！

「やっぱり、キス、していいですか、って聞いたほうがいいですよね。なにごとも、りょうかいを得ないと、トラブルのもとで……」

　言っているうちに、馨けい一いちはどんどん緊張が高まっていくのを感じた。まだデートもしていないのに！

（それに、キスするって、本当にキス、するのか!?）

「いや、なんでも相手に聞くってのも、どうかと思うぞ。ここはムードの値が高まってからだなァ」

「ムードの値って、どうやって測定するんです」

「それは……このへんに、ゲージが……」

　流ながれ山やまは自分の顔の右あたりの空間を指差した。手で、矩く形けいを作る。どうやらそのへんにウィンドウがある、と言いたいらしい。

「はぁ～」

　三人の大きなため息が部屋中に響いた。

「デジタルじゃないのは、やっぱり難しいもんだなァ」

　ゴロッ、と横になった流山がもらす。

「ほんと、ですね。話の流れなんて、ちょっとしたことで変わっちゃうし、相手のもらした一言でそうなると……」

「ま、まァそんなとこだな。これにて講義は終了、だァ！」

　適当にごまかしながら、話を切り上げて立ち上がる流山。どうやら、ゲームの知識ではもう対応しきれなくなったらしい。

「え、ちょっと、先輩！　ここでやめるなんて無責任すぎますよ。九く品ほん仏ぶつ名誉部長も、なんとか言って下さい。デート、あさってなんですから！」

「無理だ。だがな、市いちヶが谷や」

　立ち上がりざま流山は、馨一の肩をつかむと、

「骨は、拾ってやる」

「えええー」

　いきなり、骨、か。デートに失敗したら、死、なのか！

「というのは冗談だが、市ヶ谷よ」

「え」

「ヘンシェル嬢はいいコだよ。正義感が強く、我慢強くて、そのうえ、思いやりにあふれてる。恥じらいもつつしみもある。これ以上ない、理想の女性じゃないか」

「はい。そう思います」

（そうだ。それにヘンシェルは、きっとぼくのことを、わかってくれている）

「市いちヶが谷や！」

「はい！」

「幸せに、なれよおォォォォ！」

　そこまで言うと、突然、ダッ、と走り出す。なぜか九く品ほん仏ぶつもそのあとを追い、ドダダダダッ、と階段を駆け下りていった。

「あ、先輩！　たち……」

　二人のいなくなった部室二階の部屋で、しかし馨けい一いちはどこか胸の奥が暖かくなるような思いがした。

「なんだかんだ言って、先輩たちも心配してくれてるんだな」

　ヘンシェルの姿が浮かぶ。すると胸が締め付けられるような、そこだけ苦しくなるような思いがした。

「すごい、ほんとに胸が、キュッ、てなるんだな」

　恋って、すごい！

　デートもしていないうちからこのありさま。ほんとうにデートしたら、いったいどうなってしまうのか。

　一分……二分……。

　ジワーッ、と汗が流れ、顔が真まっ赤かになる。心臓はもう、ドキドキを通り越して、暴れ出すようだ！

「だー、ダメだ、いまからなにを考えても始まらない！　考えない考えない！」

　熱暴走したように次から次へと浮かんでくる、連想（ちょっとムフッ、なものもあり）を断ち切るべく、馨一はわざと声を出しながら立ち上がった。

　と、さっきまで流ながれ山やまたちが座っていたところあたりに、一枚の紙が落ちている。

「なんだ？　こんなもの、あったっけ？」

　手にとって、眺ながめた。

「……発明部に、請求書？　なんだ？」

　が、見ているうちに、別の意味で馨一の顔が見る見る赤く、染まっていくのだった。

「これ、18禁ゲームばかりじゃないか。あの先輩がたは！」

　今回のために、ゲームでいろいろ予習しておいてやったぞ、市ヶ谷ァ！　そんな流山の声が、聞こえてきそうである。

「待ってください！　こんな請求書、認めませんよー！　部長はぼくなんだから！　ちょっと、先輩！」

　あわただしく階段を下りていく馨一に、先ほどまでの気負いはすっかりなくなっていた。
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　コンコン、というか、トントン、と戸がノックされた。

「開いている」

　ヘンシェルが答える。引き戸が開き、そこに立っていたのは、ゆひだった。

「あ、あの、おじゃま、だったかな、なんて」

　もじもじするゆひに、

「そんなことはない。入ってくれ。なにもないが、そこに」

「はい」

　華道部御ご殿てんのヘンシェルの部屋。

　そこは畳敷きの、三畳間だ。部屋の中には、一いつ間けん分ぶんの押入れと小さな窓。

　ここ、華道部御殿では、全員の部屋がこのようなものだった。歴史的な書院造を踏襲しているため、各部屋も現代的とはほど遠い。それでも電気の設備はあるから、灯あかりは日本的な行灯あんどんを模した電気スタンドで取ることができた。

　快適さなら、学園から支給される寮の部屋のほうがずっと上だ。それに女子には、高等部からベッド付きの個室が与えられる。

「なにも、ないんですね」

　ゆひが言う。

　そういえば、呼びに来たことなどはあるが、ヘンシェルの部屋へ入ったのは初めてだ。

　どんな部屋でも女子ならついあれこれ飾り立てたくなる。部員の中には、小さなスペースをレースの布やぬいぐるみで埋め尽くしている者もいた。

　が、ゆひの言うとおり、ヘンシェルの部屋にはなにもない。

　脇わきにどけられた文ふみ机づくえが、ふだん勉強するための机なのだろう。教科書やノートが数冊、そばに重ねられている。着替えや布団などは押入れに入っているとしても、あとは壁に立てかけられたエストク、いつも携帯している細身の剣だけ。

　そこがヘンシェルらしいとも言えるが。

「で、用件はなんだ」

　三畳間にきれいに正座して対面するゆひとヘンシェル。

「えっと、ヘンシェルさん、アルバイトは、どうですか。やっぱり忙しい、ですよね」

「仕事自体はそれほど大変でもない……そなた、そんなことを言いに来たわけではあるまい。はっきり言ったらどうだ」

「あ、そうですよね。えへへ」

　ちょっと照れ笑いをしたあと、ゆひはぐっ、と身を乗り出した。

「あの、市いちヶが谷やくんとデート、なんですよね！」

「え、う……そ、そうだが」

　こんどはヘンシェルのほうが頬ほおを染める番だった。なにごとにも動じないヘンシェルが、わずかに気け圧おされたように、上体をのけぞらせている。

　むろん、ゆひはデートの情報を響織きよう子こに聞かされたのである。

「すごいなー、市いちヶが谷やくん。けっこうがんばってるんだ。うん」

「それで、なにか」

「ええ、あたしって、高等部でずっと市ヶ谷くんと同じクラスなんですけど、こう言ったらいけないけど、市ヶ谷くんって、いい人なんだけど、気が利かないっていうか、とくに女の子にはもうひとつっていうか」

「ふむふむ」

　いつのまにかヘンシェルも真剣なまなざしでゆひを見ている。

「その、おせっかいかもしれないけど、市ヶ谷くんにはハッキリ言ったほうがいいって思うんです」

「う、うむ。ケーイチは確かに、その、鈍いところがあるからな」

「でしょお？　ですよね！　市ヶ谷くんって、女心がわかるようなタイプじゃないですから。ヘンシェルさんも苦労するかもしれないけど」

「女心……」

「そうですよ。だからちょっと露骨かも、って思っても、アピールしたほうがいいと思うんです。もう、こっちから押し倒しちゃうとか！」

　頬ほおを染めながら力説するゆひ。

「押し倒……暴力を振るうのか？」

「あ、違います。押し倒すっていうのは、つまり……あ、いえ、と、とにかく、そのくらいでないと市ヶ谷くん、煮詰まって、自分で落ち込んじゃうかもしれないし。せっかくのデートで、落ち込まれたりしたら、最悪ですよね！　あ、すいません。あたしばかりしゃべっちゃって」

　勢いよくしゃべり続けるゆひに、ヘンシェルは驚いたように目を丸くする。

「気遣いはありがたい。だがときに聞きたい。なぜ、わたしにそんなふうに、いろいろ教えてくれるのだ」

「それは、その……あたし、ヘンシェルさんのこと、尊敬してるんです。あ、ほんとですよ。いつも、すごく真まっ直すぐで、それでいて、ちゃんと周りの人のことも、気を遣いすぎるくらい、考えてて。それに、市ヶ谷くんも、ちょっとたよりないけど、いい人で、ヘンシェルさんやきっ子ちゃんのことになると、すごくがんばるし、だから、ちょっとうらやましいな、っていう気もあるんです」

「うらやましい……。そなた、ケーイチのことを」

「あ、いや、違うんです！　あたし自身は、市ヶ谷くんのことは、ほんとにぜんっぜん、なんとも思ってなくて。ただ、その、お互い、好きあってる二人が、デートとか、すごくうらやましいな、って思って……だって、そうですよね！　自分がほんとに好きな人が、自分のことを好きでいてくれるなんて、すごーくすごいと思うんです。そういうの、奇跡みたい！　あ、だから、応援したいな、って、思ったんです。デートだって、聞いて。あ、やだ、あたし、なにか興奮してるのかな。あたしのデートじゃないのに、変ですね。あは、あはは、やっぱり変だなぁ」

　顔を赤くして自分で自分の頭をコツンと叩たたくふりをするゆひに、だがヘンシェルはやさしく微笑ほほえんだ。

「ありがとう。そなたはわたしのために……感謝する」

「あ、いえ、たぶん、余計なことだったと思うんですけど……ヘンシェルさん、がんばってくださいね！」

「う、ああ」

「それから、デートのあとで、また来ていいですか。デートって実際にどんなのか、詳しく知りたいんです！」

　これもまた力強い口調でヘンシェルの手を取る。どちらかというと、こっちのほうがメインの目的だったらしい。

「わ、わかった」



「じゃあ、ヘンシェルさん。おじゃましました。ほんとに、がんばってください。あたし、応援してます！」

「う、うむ」

　それだけ戸口で言うと、ようやくゆひが去った。

　時間にすれば十分程度だったと思うが、なにやら濃い時間だった。

「女子にとって、デートとは一大事なのだな」

　ため息まじりの、しかしうれしくもある感情に、つい頬ほおが緩みそうになる。ヘンシェルは後ろ手で部屋の戸を閉めると、文ふみ机づくえの脇わきの小箱からチケットを取り出した。

「これが、デートの……」

　ただの紙のチケット。夷い皇おう島じまファミリー動物園とはどのようなところなのだろう。しかしどんなところでもいい。馨けい一いちといっしょなら。そして、チケットを見るだけで、いまは心が浮き立つ。

　と、

　トントン、と再びノック。

「ゆひか、まだ……」

　ヘンシェルは戸をあけて驚いた。

「ちょっと、いいですか。ヘンシェルさん」

　そこに立っていたのは、華道部の部長でもある、由ゆ佳か里りだったのだ。

「とつぜんごめんなさい。でもヘンシェルさんが、市いちヶが谷やくんとデートだって、聞いたので。ご迷惑かもしれないんですけれど、少し、わたしなりにお話したいことがあって、まいりましたのですけど……」
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「まったく、なんなのだ」

　少々寝不足の目をこするようにして、ヘンシェルが放課後の校庭を歩いている。

　アンドロイドにも寝不足はあるのか？　これが、ある。

　ヘンシェルたちは一日のうち数時間を、内部機器のメンテナンスやバイオコンピュータのインプット整理、などに用いるよう設計されている。それが睡眠時間にあたる。

　その時間が取れないときは翌日に持ち越しとなるが、あまり長いことメンテナンスをしないと内部機器が百パーセントのポテンシャルを発揮できない。このへんは、人間と同じだと言えよう。

　昨晩、ゆひに続いて押しかけてきた由ゆ佳か里りの話はそれからたっぷり二時間は続いた。

　その内容は要約すると次のようなこと。

「……いいですかヘンシェルさん。女性はあくまでも慎み深く、です。デートのときも、それがいちばん肝心ですよ」

「だが、ケーイチは少々鈍いので、少しくらい積極的なほうがいいと」

「いいえ。ことを急せいては、あとで悔いを残す結果になりかねません。ここは殿との方がたにお任せして、待つこと、ですよ。それに、殿方を立てることも必要です」

「立てる。立つ、とは？　どこに、なにを立てるのだ」

「はい。立てるのは、男性の面子めんつです。女性はそれとわかっていても、男性に頼って、男性の頼りがいのあるところを演出する、とでもいいましょうか」

「ううむ、わからない……」

　そんなわけで話が長引いたのだ。しかもそのうえ、

「ね、ヘンシェル、デートの準備って、もうできたの？」

　響織きよう子こまでようすをうかがいに来たので、

「もうけっこう！」

　ピシャッ、と部屋の戸を閉めてしまったほどだ。

「まったく」

　もちろん、情報の元は響織子には違いない。

　しかし、それだけ華道部の女子にとって、部長の由佳里ですら、デートは珍しく、また刺激的だ、ということだろうか。それが自分のデートでなくても。

　いちおう夷い皇おう島じま学園は、生徒会法で男女交際が全面的に禁止されている。破った者には最高で二週間の懲罰房行き、という刑までがあった。

　全寮制の生活で、万が一間違いが起こってはいけない（！）という配慮からだろうが、こっそりと交際している男女は多く、男女交際禁止法も有名無実になりつつある。文通、交換ノートレベルから、秘密裏にデートをしているカップルも多いのだとか。

　風紀委員会に見つかれば即処罰、だが、そこは周りも寛容に見ている場合がほとんどだった。よほどのやっかみでもなければ、通報されることもないという。

「しかし、問題なのはゆひの言うことと、由ゆ佳か里りの言葉が正反対、なことだ。これではどちらのアドバイスに従ったらいいのか。よけい混乱するではないか」

　ヘンシェルは腕を組みながらイライラと歩く。眉まゆを尖とがらせた。

「ん。待てよ。こういうことは、もしかして……」



「ええっと、今日はテストの採点もないし、お買い物をしたらひさしぶりに早めにお風ふ呂ろに入ってゆっくりしようかしら～」

　すでに頭の中は半身浴、なのはみさ緒おである。

　担当の現代国語の教科書とノートを抱えながら、はなうた交じりで校庭を歩く。ちょうど、高等部校舎の裏手から、教員寮へ続く道にさしかかったところだった。

「♪～……あ」

　突然、歩みが止まった。

　みさ緒の視線の先、道の向こうに、剣をたずさえた長い髪のシルエット。

　もちろん、ヘンシェルである。

（な！　なんなの～！　ヘンシェルさん、よね？　市いちヶが谷やくんの彼女の、ひとり、よね。わたし、この子は苦手なのよぉ～。どうしよう、どうしよう。なんであんなところにいるのぉ～！　も、もしかして、わたしを待ってた、とかぁ？　え！　こ、こっちを見てる、見てるわぁ！　ど、どうしよう！）

　みさ緒の歩みがピタッ、と止まる。同時にヘンシェルの目がみさ緒の顔をはっきりととらえた。

「ひぃ！」

　一瞬、みさ緒の顔が硬直する。

（な、なんで、なんでえええ！　おかしいわ。市ヶ谷くんと今日はなにも話してないし。ただ授業で会っただけだし。だいたいわたしと市ヶ谷くんはなんでもないのよ。最初、学園にわたしが赴任してきたときに、いろいろ市ヶ谷くんが教えてくれただけで……）

　生徒が教師に相談に来る、ということはアタマから想像もしていないようだ。

（で、でも！　そうよ。わたしは教師なんだもの！　生徒が苦手だなんて、ダメ！　ちゃんと立ち向かわないと。そうよ、みさ緒！　できる、あなたならきっと、できるわ！）

　なぜ立ち向かわないといけないのだろうか……。

　みさ緒はそれでも、きっ、と顔を上げ、大きく息を吸い込むと、再び歩み始めた。それに合わせてか、ヘンシェルもみさ緒に向き直ると、歩き出す。

「や、やっぱりダメぇぇえええ！」

　みさ緒は、クルッ、と向きを変えると、ヘンシェルに背中を向け、逃げるようにスタスタと早足で歩き出した。それを見たヘンシェルは、

「なんだ？」

　あとを追う。

　背後からツカツカとローファーの足音が近づいてくるや、みさ緒おは半パニック状態。

「あああああ、イヤぁぁあああ！」

　ダッ、と駆け出した。

「おのれ！」

　当然ヘンシェルも追いかける。

　学園高等部の遊歩道は、ときならぬ、女生徒と女教師の全力疾走の舞台となっていた。

「なんで？　なんで追いかけてくるのお！」

　それはあんたが逃げるから、だと思うが。

　みさ緒は走りながら肩越しに背後を振り返った。と、そこには理想的なストライドでぐんぐん差を詰めてくるヘンシェルの姿が。その目線はまっすぐにみさ緒を捉とらえている。

「ひぃぃぃぃ!!」

　こんどこそ完全にパニックに陥おちいったみさ緒の速度がぐんぐん増していく。

　タイトスカートに、ローヒールとはいえふつうのパンプス。加えて教科書にノートも持っているのに、その瞬間最高速度は百メートル十二秒台にも達していた。ちゃんとした運動着なら、あと二秒は縮まるのではないか？

「ちぃ！」

　追うヘンシェルは、みさ緒との差が縮まらないのに業を煮やし、ついに行動加速装置を使うことに。

　行動加速装置とは、すべての動作が通常の十倍に加速されるヘンシェルの体内機能だ。瞬間的に、最高時速三百六十キロ程度にまで加速する。これなら百メートル走も一秒で走りきる。ただし、行動加速装置の連続使用は一秒が限界だった。

　ビュッ、と、みさ緒のそばを、風が駆け抜けた。

　と、道の先にヘンシェルが立っていた。

「ええええええ!?」

　追いかけられているはずなのに、なぜ自分より前に？

　みさ緒の混乱した意識では、とっさに自分にブレーキをかけることも、すり抜けることもできなかった。

「わあああああ、どいてどいてどいてえええ！」

「なに？」

　予想もできない結果に、ヘンシェルでもとっさに避けることができなかった。

　バン！

　ふたりは派手にぶつかり、折り重なって倒れた。

「な、なんだ？　なぜこうなる！」

「きゅうぅぅぅ……」

　しかし半失神状態のみさ緒に、ヘンシェルの問いに答えることはとうていできないのだった。



「……水だ」

「あ、ありがとう」

　遊歩道の脇わきのベンチに腰を下ろしたみさ緒おは、ヘンシェルから渡された紙コップの水を受け取った。

「いきなり逃げるから、面食らった」

「ごめんなさい。そんな、相談があるならあるって、一言言ってくれれば、逃げたりなんか……」

（それを言おうとしたら逃げたのではないか）

　ヘンシェルは言おうとしたが、グッ、と飲み込んだ。

「それで、わたしに相談って、なにかしら」

　両手で紙コップを持ちながら、みさ緒がヘンシェルを見上げる。

「う、うむ」

　ヘンシェルはわずかに口ごもりながら、みさ緒の隣に腰を下ろした。

「その、デートというのは、どういうものなのだ」

　なぜか憮ぶ然ぜんとした表情。しかし頬ほおはしっかり染まっている。言われたみさ緒は、

「ええ!?　デート、ですって？　なぜ、わたしに？」

「それは、そなたは、年上だし、成人だし、当然、その、男性と……交際した経験もいろいろあるだろうからな。やはり、経験者の言葉は千金に値しよう」

　ヘンシェルの言葉を聞いて、焦ったのはみさ緒だった。

（えええ～！　交際って、交際ってえええ!?　わたし、交際なんて……！）

　中学校のころから私立の名門女子校に通っていたみさ緒は、女子高、女子大とみごとに女子オンリーコースを歩んで教師になった。

　ゆえに男子との交際経験の頂点は、小学校のフォークダンスで手をつないだことのみ。

　その後はまったく、男性との交際、物理的接触、どちらもいっさいなし。

　これでは、ゆひや由ゆ佳か里り以下、と言えよう。

（そうよ、わたしは確かにこの子たちより七つも年上かもしれないけど、そんな、デートとか、男の人と、経験なんて……経験!?）

　ビクン！　みさ緒がはじかれたように背筋を伸ばした。紙コップを手に、あらぬ方向を見つめている。

（そんな、経験って、まさか、まさか、そんなことまでえええ!?　ヘンシェルさんのことだから、相手は市いちヶが谷やくんよね。最近の若い子は進んでるっていうけど、……ダメ、ダメえええ、未成年がそんなことをしてはダメえええ！」

「ど、どうしたのだ、突然、叫んで」

「え？」

　どうやらまた、頭の中で考えたことをそのまま口走っていたらしい。おまけに両手の拳こぶしを握り締めて、立ち上がっている。

「あ、あは、ごめんなさい……わたし、またやっちゃった、みたい」



「……なんだ、そういうことだったの」

　筋立ててヘンシェルから話を聞き、動物園のチケットまで見せられて、ようやくみさ緒おは落ち着きを取り戻したらしい。

　とはいえ、デートの経験がないのには変わりがなかったが。

「その、どうだろうか……」

　しかし、ヘンシェルの心から心配そうな顔を見ると、交際の経験はなくともみさ緒の中の教師としての自覚がムクムクと頭をもたげてくる。

「そ、そうね、やっぱり、女の子だもの、おしゃれは重要よね！」

「ふむ。おしゃれ、か」

「男の子に、かわいい、って思われる服装、ファッションは、どうしたってキメたい、わね。ちょっとお化粧したりとかも、ちょっとくらいなら、いいかな！」

「かわいいと思われる……そうか、かわいい服装、だな」

「それと、それとぉ、えー……」

　一瞬、言葉に詰まった。

「あとはなんだ？　なにをすればいい？」

　勢い込んでたずねるヘンシェルに、なぜかみさ緒は、そうじゃない、と強く思えてきた。

「あとは……その……自然にしているのがいちばんいいと思うの」

　するとなぜか、考えもしないのに、そんな言葉が浮かんだ。

「自然、に？」

「ええ、そう。こうしようとか、ああしたいとか、いろいろあると思うけれど、考えすぎちゃダメ」

　なぜか、あとは自然に言葉が出てきた。そう、自然に。

（そうだわ。わたしがいままでこうしたいな、って思っていた、理想のデートを思い浮かべればいいのね！）

　同じ、デート経験なし歴イコール年齢、ならば、年上のみさ緒のほうが、これまでいろいろとデートについて考えてきた分、一いち日じつの長がある、というわけなのだ。

「しかし、女性のつつしみとか、男を立てる、とか、でもやっぱりときには女のほうからでも積極的に、とか……そういうのは、ないのか」

「そうね。そのときそう思ったら、そういうふうにすればいいと思うわ」

「そんな、いいかげんではないか」

「いいえ」

　みさ緒は並んで座っているヘンシェルに向き直った。

「いいかげんではないわ。だって、あなたたちの気持ちが、いいかげんでは、ないのでしょう？」

　みさ緒おの言葉に、ヘンシェルが、ハッ、とした表情になる。

「ね。デートのしかたとか、かけひきとか、そんなことはもっと大人になって、余裕ができてから、したければすればいい。あなたたちは、初めてのデートなのでしょう。だったら、自分を偽らずに、正直に、彼に向かい合えばいいのじゃないかしら」

（い、言えてる！　わたし、言えてる！　ああ、そうよ。それが、わたしのしたかったデートなんですもの！）

「彼……」

　ヘンシェルは、みさ緒の言った一言に、火のついたように赤くなる。そのまま顔をうつむけてしまった。

　それを見ていたみさ緒は思う。

（そうだわ。この子、ヘンシェルさんも、きれいで気が強そうだけど、ほんとうはとても恥ずかしがりやなのね）

　なんだか急に抱きしめたくなってくる。

（い、いけないわ。わたしは、そっちの興味はないんですからね。ダメダメ！）

　誰だれもそんなことは思ってもいない。

　急にヘンシェルが立ち上がった。



    

  
    
      



    

  
    
      「ありがとう、みさ緒お……先生。いいことを聞いた。その、とても、よくわかった」

　まだ頬ほおが赤いものの、片手に剣を握ったヘンシェルの表情は凛り々りしくひきしまっていた。

「いいえ。先生も、あなた……ヘンシェルさんと話ができてよかったわ」

（そんなに怖い人じゃないのね。よかった！）

「ヘンシェル、でいい。もう行く。世話になった」

　会釈するとヘンシェルはみさ緒に背を向け、立ち去ろうとする。みさ緒はあわてて立ち上がった。

「あ、待って！」

「まだ、なにか……ん!?」

　突然みさ緒が、ヘンシェルの耳元に顔を寄せると、一言二言耳打ちしたのだ。なぜか話すみさ緒のほうが、みるみる真まっ赤かになっていく。

「ん……ヒニン？　なんだ？　なにを否認するのだ？」

　まっすぐみさ緒を見つめるヘンシェル。

「あ、あ……やっぱり、いい、です……もう、恥ずかしい～……いや―――！」

　突然駆け出すとあっという間に小さくなっていくみさ緒の後姿。どうやらまたも全力疾走らしい。

「なんだ？　やっぱり変わった先生、だな」

　つぶやくヘンシェルには、みさ緒の言う言葉の意味が金輪際わかってはいなかった。



　そしてヘンシェルも立ち去ったベンチの陰から、ザッ、と姿を現す影がひとつ。

「フフーン、姉さんとアモーレがデート？　デスって？」

　足元まである長い濃緑色のウエービーヘアを、これみよがしにかきあげるその姿は……。

　フォルゴーレ！

　小麦色の肌に、真っ赤なセパレートの制服。トップは胸元もあらわにヘソ出し、ボトムは超ミニ。

　イタリアからの留学生ということになっているフォルゴーレ。

　その正体は、生徒会に寄宿するネオ・ナチのアンドロイドである。

　フォルゴーレの基本設計はヘンシェルやきっ子と同じ。つまり、三人はいわばアンドロイドの姉妹なのだが、華道部に属し、馨けい一いちを慕うヘンシェルたちと、馨一を誘拐し、あわよくばヘンシェルたちをも狙ねらうフォルゴーレは、相あい容いれない敵対関係にある。

「フン！　アンドロイドと人間がデートなんて、ぜんぜん変ネ！　生意気デス！　場所もわかったし、徹底的にじゃましてあげるデス。姉さんもアモーレも、見てなさいデスよ。フッフフ……」

　含み笑いをするフォルゴーレの背後で、ざわざわと濃緑色の髪が逆立った。



    

  
    
      


２章　ファーストデートパニック！



１



　デート当日！

「そ、それじゃ、行ってきます！」

　まるでなにかの戦いに赴くかのように、顔をこわばらせ、コチコチに緊張した馨けい一いちが発明部部室をあとにしようとしていた。

　日曜日。午前十時。天候晴れ。気温二十八度。湿度二十パーセント。風弱し。

　まさにデート日和である。

「行って来い！　市いちヶが谷やァ！」

　そう言う流ながれ山やまの隣では、感激性の九く品ほん仏ぶつがなぜか細い目に涙まで浮かべてコクコクとうなずいている。

「なんだか、こんな緊張するの、この夷い皇おう島じま学園の入試のとき以来ですよ」

「うむ。がんばれよ、市ヶ谷。気を抜くな。この部室を一歩出たところから、再びこの部室へ足を踏み入れるまで、その全行程がデートだと心得ろ」

　旅行に行くんじゃないんだから。

「はい、先輩」

　そこで同意するな。

「動物園のチケット持ったか？　財布とハンカチとポケットティッシュは？　不意に腹が痛くなったときのための薬は？」

「持ちました」

　持ってるのか。腹痛の薬。

「じゃあ、ほんとに、行ってきます」

「おお、吉報を、待ってるぞォ！」

　ともかくも、そうして馨一は流山たちに見送られて部室を出る。ヘンシェルとは、華道部御ご殿てんの裏門で待ち合わせていた。

「ヘンシェル、待ってるかな」

　まだ待ち合わせの時間には十分近くある。裏門はすぐそこだ。しかしヘンシェルなら、もう門のところで待っているような気がした。

「よし」

　行こうとしたときだ。

「あー、へーかでありますー。どこ行くでありますか」

「あ、きっ子！」

　ま・ず・い――――！

　馨けい一いちの心の中で、警告音とともに赤色灯がめいっぱい回転しだした。

（ここできっ子に見つかったということは、いや、見つかってもいいんだけど、でもやっぱり、ダメだ）

「へーか、日曜なのに朝早いであります。それに、もう制服着てるでありますか？　変なの、であります」

「う、うん」

　確かに、ふだんの日曜なら昼近くまでダラダラ寝ているはず。それにＴシャツや短パンなどで、制服は着ないのが普通だ。

「なんだか、シャツも新しいのでありますか？　うーん」

　こんなとき、女のカンは鋭い？

　早くもきっ子は疑いのまなざしで馨一の周りをくるくると回り、フンフンと鼻を鳴らして馨一のシャツやズボンのにおいを嗅かいでいる。ネコの特性のバイオコンピュータを持つきっ子の習性だった。

「こ、こら、きっ子」

「どこ行くでありますか、へーか。きっ子もいっしょに行くでありますー！」

　うっ、と思った。

　最悪、最悪、最悪……。

（やっぱり、きっ子に黙っていたのが悪かったんだ。きっ子に黙ってヘンシェルとデートなんて、するべきじゃなかったんじゃ……）

　ここは、やっぱり……！

「じゃあ、さ、きっ子、いっしょに……」

「あー、きっ子ちゃん！　ほら、もう行くよ」

　馨一が言いかけたときだった。背後から声がした。振り返ると、花器を入れた木箱を持ったゆひが立っている。

「ゆひちゃん」

「市いちヶが谷やくん、ごめんね。きっ子ちゃん、ほら今日、大学の華道部と交歓茶会の日で、その準備に先に行くって、言ってたじゃない」

「うーんと、そうだったであります。でも、もう行くでありますか？」

「うん。早く行って、いろいろ準備があるから。さ、行くよ」

「あ、はいであります！　へーか、やっぱりきっ子はいっしょに行けないでありますー。ごめんなさいであります」

「う、うん。わかった。その、しっかりな、きっ子」

「はいでありますー」

　ゆひに連れられたきっ子が去っていく。正面の門のところで、振り返って馨一に手を振った。ゆひもかすかに振り返る。

「あ、はは、は……」

　馨けい一いちも手を振った。

　ど―――――ッ、といまごろ汗が出た。

「ハァ、ハァ、ハァ」

　呼吸も荒くなる。

「助かった――――！　ゆひちゃん！」

　とっさにゆひが機転を利かせたことを馨一は知らない。しかしゆひには目いっぱい感謝した。

　それにしても……、やっぱりどこか罪悪感がある。

（こんなふうに秘密にするべきじゃなかった。やっぱりきっ子にも一応言っておいたほうがよかったんじゃないか。でも、そうしたらきっと怒るし、グズるし、さっきみたいにいっしょに行くって言うだろうし……）

　門のところで手を振っていたきっ子の小さい姿に、馨一は胸が痛む気がした。

「やっぱり今日は……い、いいや、ダメだダメだ！　だいたいヘンシェルには関係ないんだし。ぼくが悪いんだから。あとできっ子にはちゃんと今日のことを言っておこう。あとになってまでウソをつくのはいけないことだ」

　馨一は心を決めた。

　今日一日は、ヘンシェルときっちり楽しもう。

（あとのことは、またちゃんと考えるんだ）

　心を決めると、すっきりした。さあ、ヘンシェルの待っている御ご殿てんの裏門へ行こう。



「ヘンシェ……ル？」

「ケーイチ」

　やっぱりヘンシェルは先に来て待っていた。

　が、ヘンシェルの姿を見て、馨一は驚いた。

「その、服は……」

　ヘンシェルの服、それは、メイド喫茶のメイドコスだったのだ。

　超ミニ、ニーソにハイヒール。大きく開いた胸元からは胸の谷間がきっちりと覗のぞいている。膨らんだ袖そでにたっぷりのフリル。それにヘッドドレス。髪まで長い二本のおさげに編んでいる。

　そしてなぜか、いつもの剣、エストクだけは左手に携えた姿。

　メイドさん剣士？

「ん、その……かわいい、か、と思って」

　頬ほおを染める。

　たしかに、馨一がいちどお店へいったときに、とても似合っている、いいよ、とは言ったものの……。

　この格かつ好こうで、デートですかー！

　馨けい一いちが思わず絶句していると、

「どうしたのだ？　ちゃんとクリーニングはしているぞ。それに、アイロンだって」

「ん、いや、そういうことじゃなくて！」

（きっと、ヘンシェルはぼくが気に入ってると思って着てきたんだ。それに、メイドコスのヘンシェルが抜群にかわいいのは、事実なんだから）

「ダメ、だったか。制服に着替えて……」

「いや、このままがいいよ。すごく！　いいと、思います」

　惜しい。最後、敬語にならなければよかった。

「そうか」

　ほっとした顔のヘンシェル。まだ頬ほおは赤いままだ。

「行こうか」

「う、む」

　しかし動物園までの約三十分の道のり。

　ゴスロリ風メイド、エストク付きのヘンシェルはひどく目立って、道行く生徒たち全員が振り返って見る事態となった。

　馨一、大汗！



２



「ここ、か」

「ここ、みたいだけどなあ」

　夷い皇おう島じまファミリー動物園。

　そこは動物園というより、どこか空あき地にやってきた場末のサーカスのようだった。といってもそんなものは、馨一だって見たことはなかったのだが。

「いらっしゃい！」

　掘っ立て小屋としか思えない入り口横の建物はチケット売り場らしい。大学生ふうの男が出てきた。馨一はヘンシェルの分もチケットを渡すと、

「あのー、ここって……」

（いったいどんな動物がいるんだよ）

「あ、ここは期間限定。いろんな部からね、動物を借りてきて、まあ、一時的に集めたら、それは動物園でしょ、ってことで。それでなくともこの島にデートスポットなんてあんまりないし、けっこういいでしょ？」

　デート、という言葉を意識してつい反応してしまう馨一とヘンシェル。

「はあ、まあ、そうですね」

「そっちの、メイドみたいなコスチュームの、すごいきれいな。彼女？」

（彼女……！　き、来た！）

　いっぺんに二人とも、顔が極限まで赤らんでしまう。

　そして馨けい一いちの答えは、

「え、ええ、まあ……」

「ふうーん。最近は高校生も、いいねえ。ま、楽しんでってよ」

「は、い」

　律りち儀ぎに礼までしてしまった。

　あれも一種のセールストークだったのだろうか、とも考える。

（でも、とにかく、来たんだ。動物園。デートの三大名所！　よおし……！）

「あれ、でも、動物って……」

「こっちらしいぞ。ケーイチ、立て札に矢印が書いてある」

「なるほどね。じゃあ、行ってみようか」

　が、ヘンシェルが動かない。馨一は二、三歩歩いて、あれ、と立ち止まった。

「ヘンシェ……？」

　その馨一の手を、ヘンシェルが握った。わずかに、うつむきながら。

「あ」

　驚いた馨一の声に、ヘンシェルの手がぴくっ、と震える。力が抜けて手が離れる、というところで、

「うん」

　こんどは馨一のほうから、ヘンシェルの手を握った。

「！」

　すぐに、ヘンシェルも握り返してくる。

　そして、歩き出す。しっかりと手を握ったまま。

（よおおおおおおおおおし！）

　馨一の頭の中では、

『第一関門クリアー、第一関門クリアー！』

　なぜか女性声のアナウンスが鳴り響いていた。



「フフン、来たデスね」

　こちらはすでに動物園で待ち伏せしていたフォルゴーレである。

「ナンですか、アレは？　アモーレ、あんなに鼻の下伸ばして、ベリッシモベリーばか面ネ。姉さんも、制服じゃなければいいってモノじゃないネ、まったく、これだからテデスコドイツ人はファッションセンス悪いデス」

　しきりに文句を言ったあと、目をキラリ、と輝かせる。

「邪魔してやる。ブチ壊してやるデスよ。まずは……」

　ザワッ、と濃緑色の髪が波打つ。

「この牛ネ！」

「ンモォ！」

　そう。先回りしたフォルゴーレは、牛舎の中に隠れていたのである。

　いちおう牛はいるらしい。夷い皇おう島じま動物園。

　じつは大学農学部の酪農研究会の牛を借りてきたのがこの牛舎だった。この牛たちは、夷皇島ファミリー動物園一の大型動物として、目玉なのである。しかし、動物園で牛を見せられるというのも……。

　フォルゴーレの計画では、馨けい一いちたちがやってきたところで牛を刺激。暴れだした牛たちが柵さくを越えて暴走。逃げ惑う馨一とヘンシェル。デートはめちゃくちゃ。

「完かん璧ぺきネ。では……ン？　ンンン!?」

　フォルゴーレはビクッ、とした。気が付くと、牛たちがのっそりのっそりと集まってきている。どんどん近づいてきているのだ。

「ナンですか、おまえら。シッ、シッ！　行くのは向こうデス！　あのふたりに向かって行くデス！」

　しかし牛たちはフォルゴーレの命令（？）もおかまいなしに、ノシノシとフォルゴーレに迫ってくる。フォルゴーレの身体からだほどもある大きな顔がヌッ、と突き出され、分厚い舌がベロン……。

「な、なんで来るデスか……あ」

　フォルゴーレは自分の髪がさっきから無意識にウネウネと動いていたのに気づいた。そしてフォルゴーレの制服は情熱の赤。赤といえば、闘牛！

　牛たちは、闘牛士がヒラヒラさせる赤い布のようなフォルゴーレの制服、そしてうごめく髪に興味を示し、集まってきていたのだ。

「ちょっ！　来ないでデス！　あ、この、向こうへ……ヒーッ！」

　気づくと背後にも、横にも牛！　押し戻そうにもビクともしない。

　フォルゴーレはなすすべなく牛の群れの中に飲み込まれていったのだった……。



「牛、だね。はは、動物園に来て牛を見るって、すごいなあ。牧場に来たみたいだ」

「うむ」

　こちらは馨一とヘンシェル。

　最初の牛舎のまえで、柵越しに牛を見ている。

　が、じつはふたりとも、牛は正直見えていながら目に入っていない。つないだ手に意識が集中して、牛どころではないのだ。

　馨一など、まるで脳が手のひらに移植されたんじゃないかと思うくらい、ダイレクトにその感触を感じていた。

（ま、まずいぞ。だんだん手のひらが汗ばんできたよ。困ったああ！）

　手が汗でヌルヌルしてきたりしたら、気持ち悪いと思われるのでは？

（うう、手のひらをぬぐいたい！　ぬぐって乾かしたいよ。なんとかして。つないでいる手を替えるっていうのは……）

　さりげなくそんなことができたら？

　だが、どう考えても無理だった。そして、意識するとさらに汗が。ピンチ！

　いっぽうのヘンシェルもまた考えていた。

（自然に自然に……か。自然に、どうすればいい？　もっとなにかしゃべったほうがいいのではないのか。ああ！　自然というのがいちばん難しい！）

「あれ、牛、なんだか向こうのほうに行っちゃったね、みんな」

　なぜか牛たちがみんな馨けい一いちたちに背を向け、屋根のある寝床のほうにノロノロと集まり始めたのだ。

「餌えさの時間、かもしれないな」

「ああ、そうか……ん？　いまなにか、声が聞こえたような……気のせいかな」

　もちろん、フォルゴーレの髪と服に引き寄せられた牛たちが集まって、牛の中にフォルゴーレが巻き込まれたところだったのだが、馨一たちは知るよしもない。

「次、行こうか」

「うん」

　牛舎の柵さくから離れた。

　このときだ！　と、馨一は手を離した。

　いまのうちに手のひらを拭ふいて……ハンカチを出してる暇がない、シャツで拭いて……それとも身体からだを入れ替えて別の手を……。

　と思ったときだった。

　スッ、とヘンシェルが馨一の腕を取った。身体を寄せる。

（こ、これは！）

　完全恋人フォーメーション！

　映画などで、テレビなどでよく見る。男の二の腕あたりを女性の腕がからめるようにつかむ姿勢。

　明らかに手をつなぐより、難易度が上がっている。

　さらに！　馨一の腕に、ふんわりとヘンシェルの胸が当たっているではないか。

（い、いいかも!!）

　よすぎる。とも言えそうだ。

　馨一の脳はこんどは手のひらから腕に移植され、心拍数はさらに上昇し始めた。



「あ～、も～、牛のステューピダバカがァ!!」

　もちろんこれは牛の群れからようやく這はい出してきたフォルゴーレのセリフ。

　馨一たちがさらに接近している間に、あやうく牛に潰つぶされるところだった。

「あとで全部牛肉にしてやるネ！　こうなったら……」

　と、視界が突然暗くなった。大きな影にさえぎられたのだ。

「へ？」

　顔を上げる。そこには、牛にも負けない巨大な顔が。真っ黒い大きな目が、じっとフォルゴーレを見ている。

「う、馬……」

　牛の次は馬。これも乗馬研究会からの借り物らしかった。

「ちょ、ちょっと。ヤメてください！　ミ私は馬肉だって食べたことないネ！　おまえたちとはいっさい関係ない……」

　フォルゴーレが必死でしゃべっている途中で、クルッ、と馬が背を向けた。

「なんデスか、驚かさないで……」

　突然、馬が上体を低くする。後ろ足をたわめるように力を込めて、思い切り……蹴けり上げた。

　カーン！

「ひ―――――！」



「あれっ、またなにか、聞こえた？」

「さあ、気のせいではないのか」



「な、なんデスか、あの馬は……こ、こんど会ったら、全部馬刺しにして……ン？　ここは、なにがいるかと思ったら、ネコデスか？　ハハ、バカにしてるデスか」

　動物園でネコはないだろう。ペットショップか。

　と思ったのでもないだろうが、フォルゴーレがネコの一群から一匹を、ひょいとつかみあげた。首の後ろ側をつまんで、である。

　バリッ！

　ネコのツメが、フォルゴーレの顔を上下に一いつ閃せんする。

「ガッ！」

　思わず顔を押さえてのけぞるフォルゴーレ。ネコを放ほうり出す。

　ネコは見事な放物線を描えがいて着地した。

　ちなみに、首の後ろ側を持っていいのは、母ネコが子ネコを口でくわえて運ぶときのみ。大きくなったネコにやるのはやめましょう。



「はは、動物園でネコかぁ」

「でもかわいいぞ、ケーイチ、ほら」

　ネコなら、ヘンシェルはないしょで飼っているから、慣れている。

　そんなところもわかるのか、一匹のネコがしゃがんだヘンシェルの膝ひざの上に乗ってきた。

「ふふっ」

　ヘンシェルの手がネコにふれると、ネコはうれしそうにノドを鳴らし、目を細めて身体からだをすりつける。

「へー、かわいいね、どれ」

　ネコをなでようと、馨けい一いちも手を出した。が、ネコはスルッ、と身をかわすと、膝ひざから降りてしまった。ととと、と離れてまたこっちを見る。

「ケーイチ、あまり急に動いてはダメだ。びっくりして逃げてしまう」

「そうなんだ」

　ネコはまだヘンシェルと馨一を見ている。ヘンシェルは立ち上がると、ゆっくり歩いてネコの近くにしゃがみ、ノドをそっとなでた。

「ほら、ネコも安心してる」

「ほんとだ。ヘンシェルはネコのことに詳しいんだな。それに、このネコもヘンシェルのことが好きみたいだね」

「わたしのことが、好き……」

　ヘンシェルが微笑ほほえむ。そんなしあわせそうなヘンシェルを見ると、馨一もなんだかうれしくなった。



「ハァ、ハァ……なんでミ私がこんな目に遭わないといけないデスか！　ここの動物はみんなバカばっかりネ！」

　動物にバカもなにもないと思うのだが。

　牛に潰つぶされそうになり、馬に蹴けられてボロボロ。フォルゴーレの顔には縦に四本、ネコにひっかかれたツメの痕あとが残っていた。

「こうなったら、動物をけしかけるなんてまどろこしいことはナシ！　直接行くデス！」

　最初からそうすればいいのに。
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　馨一とヘンシェルはひととおり動物園を回ったあと、木陰のベンチに並んで腰を下ろしていた。

　けっきょく動物は、牛、馬、ネコ、犬、うさぎ、にわとり、ハムスター、モルモット、リス、モモンガ、カメしかいなかった。これで動物園、とはおこがましいが、それでもあれこれ見て回るのは楽しい。

（そうだ。ヘンシェルといっしょなら、なにをしても楽しいもんな！）

　動物園でも遊園地でも、行く場所は口実に過ぎない。好きな人といっしょなら、どこへ行っても楽しいのだ。

　そんなふうに思いながらも、馨一は次のことを考えていた。

（そろそろ十二時か。二時間経たったんだな。ええと、次は、と、確か、レストランで昼食……だっけ）

　そこまで考えて、ハッ、と思った。

　ヘンシェルは食事をしない。

　体内の燃料電池がエネルギー源なので、食べたり飲んだりはしないのだ。

（困った！　じゃあ、どうすれば……）

　馨けい一いちがまた焦り始めたときだった。

「はい」

　ヘンシェルがランチボックスを差し出していた。

「え、これ」

「お昼、の時間なのだろう。わたしは食べないが、ケーイチに、作ってきた」

「ほんとに？　うわ、うれしいな、ありがとう」

　腹が減っていた、というより、そんなことまで気の付くヘンシェルの気遣いがうれしかった。

「外でお昼だ、と言ったら、ゆひがおにぎりがいい、と言ってくれた」

「おにぎりかあ」

　ランチボックスを開ける。と、そこには、おにぎりが、十個！

「……」

　一瞬無言になる馨一に、ヘンシェルが心配顔で聞く。

「どうした？　おにぎりは嫌いなのか」

「い、いや。これ……」

（何食分？）

「少なかったか？」

　馨一はブンブンと思い切り首を横に振った。遠心力で脳が揺れた。

（そうか。ヘンシェルはいつも華道部で食事の当番もするけれど、それは三十人分とかそれ以上だから、一人前の分量がわからなかったんじゃないか）

「おいしそうだな。いただきます！」

　一個目を口にほおばった。

「あ」

「どうした。……まずい、か」

「……う、うまい！　おいしいよ、ヘンシェル！」

「ほんとうに？」

　ヘンシェルの顔がほころぶ。

「うん。いい塩加減だ。ごはんの硬さもちょうどいい。握ってから三時間くらいかな。ちょうど食べごろだよ」

（ほんとにおいしいよ！）

「そうか……よかった」

　ヘンシェルが笑って、それから顔をそらした。目に手をやる。どこか、かすかに涙ぐんでいるように見えた。

「ヘンシェル？」

「ううん。だいじょうぶ」

　涙をぬぐったのか、また馨けい一いちのほうへ向き直る。

（まだちょっと、涙がついてるよ、ヘンシェル）

「はは。次、いただきます」

　馨一は勢い込んで二個目のおにぎりをほおばった。

　馨一がうまそうにおにぎりを食べるのを、ヘンシェルが微笑ほほえみながら見つめている。

（うまい、うまい！　……うま、い……うま……）

　だが五、六個目にさしかかると青息吐息となり、七、八個目でノドを通らなくなり、十個目を押しこむころには馨一が涙目になっていた。

「ご、ごちそう、さま、でした……」



「フフン、のんきに炭水化物なんて摂とってる場合じゃないデス！」

　こちら、フォルゴーレはいま、馨一とヘンシェルの座るベンチのすぐ後ろにある木の陰に身を隠していた。

「こんどはこの髪で、直接……」

　直接、ヘンシェルなり馨一なりを襲おうというのか。

　確かに、デートに気をとられて、いつもは隙すきのないヘンシェルがこんな近くまでフォルゴーレの接近を許している。このまま背後から自在に動く髪で攻撃されたら、勝ち目はないかもしれない。

「さあ、いくデスよ」

　スルスル、とフォルゴーレの髪が伸びる。地面の下草にまぎれてベンチに忍び寄り、その隙すき間まからヘンシェルの身体からだへ……。

「……！」

「ん、ヘンシェル？」

「い、いや、なんでも、ない」

　かすかに頬ほおを染めて顔をそらすヘンシェル。

　じつはフォルゴーレの髪は、ヘンシェルの腰のあたりへまわりこむと、サワサワとそのお尻しりをなでていたのだ。

　フォルゴーレがいるとは知らないヘンシェルは、馨一が手を伸ばして来たと思い込む。

「フフン、そこで潔癖な姉さんだったら、怒り出すネ。これでデートはおしまいデス！」

　なんともセコイ、いや、巧妙な作戦である。

「さあ、これでどうネ。ほら、ほらほらほら！」

　フォルゴーレの髪がさらに大胆にヘンシェルの身体をまさぐり始める。

　お尻しりばかりか、脚にサワサワ。さらにミニスカートの中へ潜り込んで、太ももをサワサワサワ！

「け、ケーイチ！」

「どうしたの、さっきからなんだか」

　おにぎり食べすぎの馨けい一いちには、ヘンシェルを気遣う余裕がまだない。その間にも、ヘンシェルは顔を真まっ赤かにして、モジモジとうつむいている。どうやら目を硬くつむっているようだ。

「その……ケーイチ、もっと、やさしく……」

　いっぽう、背後のフォルゴーレ。

「ン？　どうしたデスか。これだけやってなぜ姉さんは怒らないデス？　おかしいネ。やりかたが足りないデスか？」

　フォルゴーレの髪がさらに増える。

　ヘンシェルを絡めとるように、身体からだ中を這はい、その一部は大きく開いた胸のところから中にまで入っていく。

「あ、ん！」

　ヘンシェルがビクッ、と震える。一瞬、立ち上がらんばかりに腰を浮かしかけた。

「やったデス！　このまま……え？」

「あああああん！」

　突然、ヘンシェルが馨一に抱きついた。頬ほおを染め、目には涙さえにじんでいる。強引に馨一にしがみつく。

「ど、どうしたの、ヘンシェル!?」

　めんくらう馨一。

　手をつなぐ、腕をとるに続いて、一気に……!?

　が、ヘンシェルはイヤイヤをするように首を振るだけ。きっちりと抱きついているせいで、ヘンシェルの顔はちょうど馨一の首と密着して見えない。が、頬の熱さだけが伝わってくる。

「ヘンシェル……」

（そうだ、このまま！）

　なんだか知らないけど、ヘンシェルの身体がすぐ間ま近ぢかにある。間近どころではない。ぴったりと馨一の身体と密着している。このまま、抱きしめて、それで、それで……。

「チュ……ん!?」

　が、そこで馨一は、ヘンシェルの身体中にまとわりついている濃緑色の髪の束を発見した。

「ヘンシェル！　これ！　フォルの！」

「!?」

　ヘンシェルも一瞬で我に返った。自分の身体中を這う触手のような髪の正体を知った。

「おの、れ！」

　瞬間、かたわらのエストクを引き寄せる。鞘さやから抜き放つと、伸びている髪に向かって振り下ろす。

「ちィ！」

　エストクに一部を切り裂かれながらも、フォルゴーレは髪を解除し、引き寄せた。

「隙すきあり、デス！」

　ビュッ！　再び髪の束が襲う。

　フォルゴーレの髪には数十本に一本、超鋼性ワイヤーが入っている。自在に動かすことはもちろん、鋭い刃物のような切れ味も発揮する。

「くっ！」

　とっさの襲撃に、ヘンシェルはまだ体勢が整っていない。すぐ側そばには馨けい一いちもいる。エストクでかろうじて受けるものの、一部の髪がヘンシェルのメイドコスチュームを切り裂く。

「ヘンシェル！」

「ケーイチ！　逃げろ、うっ！」

　バキッ！

　こんどは柄つかの威力を棍こん棒ぼうのように使って、ベンチが粉砕された。飛び散る木片が馨一を襲う。ヘンシェルは間一髪、馨一を突き飛ばすようにして木片から守った。

「デートなんかでボーッとしてるからネ！　ほらほらほら！　まだ行くデスよ！」

　なぎ払うような髪の一いつ閃せんをかろうじて避ける。

「ケーイチ！」

　ヘンシェルは馨一の手を取ると、引き起こす。そのまま駆け出した。

「逃げても無駄デス！」

　追ってくるフォルゴーレ。馨一は走りながら、どんどん迫ってくるフォルゴーレに顔を引きつらせた。

「ヘンシェル、ぼくのことはかまわないで、フォルに！」

（反撃を！）

　ヘンシェルひとりなら、行動加速装置を使って逃げることも反撃することも可能なはず。しかしヘンシェルは、

「ダメだ。ケーイチ、そなたを置いてなど……！」

　そんなことをしたら馨一が狙ねらわれる。ヘンシェルには馨一を見捨てて自分が助かる選択肢などない。

　ビュッ！

　フォルゴーレの髪が横殴りに襲う。

「あぶない！」

　ヘンシェルは馨一をかばってフォルゴーレの髪の攻撃を自分の身体からだに浴びる。

「ぅ！」

「ヘンシェル！」

　かろうじて髪の衝撃を身体からだ表面の一次装甲が受け止める。が、かなりのダメージのはずだ。ヘンシェルの動きが止まった。

「ほらほら、もう終わりデ……!?」

　瞬間、ヘンシェルの姿がかき消えた。行動加速装置のチャージが完了したのだ。

　ヘンシェルは向かってくるフォルゴーレの髪の一部をエストクで断ち切ると、そのまま思い切り、体当たりした。

「……グゥ!!」

　なにが起こったのかもわからないまま、いきなりすさまじい衝撃に突き上げられてフォルゴーレの身体が吹っ飛ぶ。そのまま道の脇わきの坂を転げ落ち、ちょうど雑草の茂った小川へダイブ、の形になった。

　バシャアアン！

「プハッ！　な、なんデス、この……！」

　いくら水が得意のフォルゴーレとはいえ、これでは形かた無なしだった。それでも、小川にはまったまま、手の甲の水圧砲を覗のぞかせ、水圧弾を撃とうとする。

「ケーイチ、こっちだ！　いまのうちに！」

　ヘンシェルが馨けい一いちの手を引く。

「うん！」

　手をつないで走り出す。

　最初はヘンシェルが馨一を引くように、そのうち、馨一のほうがヘンシェルを引っ張るように走った。

　フォルゴーレに追われているはずなのに、なんだかふたりで手をつないで走るのが楽しいように思えた。



４



「ここに、とりあえず！」

　馨一は動物園のはずれに木造の小屋を見つけて、そこへ飛び込んだ。ヘンシェルが、扉を閉める。

「ここ、は……」

　一面の干草！

　大きなガラス窓から降り注ぐ午後の光を浴びて、黄金に輝いている。

　牛か馬に与える草を干しているのだろうか。不思議に香ばしい匂においで満ちていた。

「この中に！」

　隠れるなら干草の中しかない。馨一は干草をかき分けてヘンシェルを呼んだ。

「ケーイチも、いっしょに！」

「うん。わかってる！」

　馨けい一いちもヘンシェルに身を寄せて干草の中へもぐりこむ。わからないようにふたりで周囲の草を盛り上げた。

「……うわ、やっぱり身体からだがチクチクするな」

　思わず漏らす馨一に、ヘンシェルが、しっ、と指を口の前に立てた。

　わずかに干草の隙すき間まを通して部屋の中が見える。窓ガラスに人影がよぎって、馨一は身体を硬くした。

　ドンドンドンドン……。

　まるで心臓が内側から身体を叩たたいているみたいに、大きく、脈打っている。たったいま、全力疾走してきたからか、それとも、フォルゴーレに見つかる不安からか。

　すっ、と手が伸びてきた。馨一の背中から包み込むように、ヘンシェルの手が、馨一の手の上に重ねられる。

　まるで、だいじょうぶ、安心して、と言っているような手。指が馨一の手の指と絡み合う。

　なぜか急に、心臓が落ち着いてきた。ゆっくりと打ち始める。同時に身体も、やわらかくほぐれていくようだった。

「ヘンシェ……」

　そうだ。まだしゃべってはいけない。

　うつ伏せの馨一の身体の上に、ヘンシェルの身体がすこしずれて、覆いかぶさるように密着している。

　馨一の首筋に、ヘンシェルの頬ほおか、鼻か、唇かが押し付けられているようで、すこしくすぐったい。編みこんだ金色の髪のひと房が、馨一の髪に混じっていた。

　それからどのくらい時間が経たったろうか。

　三十分か、一時間か。それともたった五分かもしれない。

　さんさんと陽ひの入る部屋で、干草のなかは驚くほど温かい。そのうえ、ヘンシェルの身体の温度が伝わってきて、熱いほどだ。汗ばむのではなく、溶けるような熱さ……。

　ヘンシェルはしゃべらない。

　フォルゴーレに見つからないように。そんな理由はもう忘れかかっている。ただ片手の指をお互いにからめあって、じっとしている。その時間が惜しいように、もっとそうしていたいために、言葉を発しないのか。

　さらに時間が過ぎた。

「ヘンシェル……？」

　小声で馨一が呼びかけてみた。

（まさか、眠っているわけじゃ……）

　かすかに首を持ち上げ、振り返る。と、

「……ぅ！」

　突然、唇が押し付けられてきた。

　驚く馨けい一いち。近すぎて、ヘンシェルの顔は見えない。が、やわらかく、熱い唇は間違いなくヘンシェルのものだ。

（なに、を……）

　言おうとした。しかしそのまえに、ヘンシェルの唇が動いた。

「ケーイチ……おねがい」

　それ以上は言葉にならないのか、ふたたびヘンシェルが顔をぶつけてくる。

　馨一にもいつのまにかヘンシェルの熱が乗り移ったようだった。身体からだを入れ替えるように仰あお向むけになると、下からヘンシェルの身体を抱きしめた。

「ケーイチ……！」

　ヘンシェルも強く抱きついてくる。ふたりの腕がお互いの身体をしっかりと抱きとめて、結び合った。

「ヘン……シェル、ヘンシェル！」

　なにか言おうとしても、馨一の口から出てくるのはヘンシェルの名前だけだった。

　息を吸い込むとかすかに甘い、ヘンシェルの匂においがした。

　抱きしめているのか、しがみついているのか、なんだか夢の中のようでなにも考えられない。

　ただ、このままずっとこうしていたら……こうしていたい、ということだけだ。

　それからまた唇を重ねた。

　どちらともなく、そうなるのが当然なように、唇と唇がふれあい、ぴったりと重なり合う。

　キスのしかたなんてわからない。どうしていいか不明のまま、ただ唇をくっつけて、それでもそれがうれしかった。

　キスだけでも何分していたか。

　それでも、つぶったままの視界は暗くら闇やみではなく暖かい赤で、身体にぴったり寄り添ったヘンシェルの温かさといっしょに馨一を包む。

　かすかに目を開けてみる。

　馨一が身じろぎしたのを察して、ヘンシェルも顔を上げる。

　ふたりの距離は十センチもない。鼻の頭が触れ合って馨一をくすぐる。

「ヘンシェル、ぼく、は……」

　それだけしか言えなかった。

　が、ヘンシェルは馨一の唇を塞ふさぐように、指を押し当てた。

（ああ、なにも言わなくていいんだ。もう……）

　ヘンシェルは一度目を閉じると、再び開いた。馨一を見つめる。そして小さくつぶやいた。

「……目を、つぶっていて」

　馨けい一いちはうなずいて、目を閉じる。

　ヘンシェルが離れていった。馨一の身体からだの上にかぶさっていたヘンシェルの身体が、持ち上がり、軽くなる。

　干草をかく音。ザッ、ザーッ、と鳴る。

　やがてそれは聞こえなくなって、かすかな衣きぬ擦ずれの音に変わった。

「え……」

　馨一は頭をもたげた。目をつぶっていて、と言ったヘンシェルの言葉に引き止められる。なのに、わずかに目を開けて見てしまった。

（あ……）

　光の中に、ヘンシェルがいた。

　もう傾きかけた陽ひが、黄金の光を投げかける。

　その中に、ヘンシェルの真っ白い身体があった。

　ミルクを溶かし込んだような肌も、長い髪も、すべてが金色に染まって、輝いていた。

　美しいと思った。

　見てはいけないと言われ、それでも見てしまった。たじろぐほどに美しかった。

「ヘンシェル……」

　ヘンシェルが気づいた。ちょっととがめる顔。すぐに小さく微笑ほほえむ。

　そうして、還かえってきた。

　馨一のもとへ。干草の上に仰あお向むけに寝ている馨一の上に、再び覆いかぶさる。

　馨一もまた、手を伸ばしてヘンシェルを迎え入れた。

　再びぴったりと重なる身体。

（そうだ。きっとこのまま、ひとつになれるんだな……）

　なぜだろう。誰だれに言われたわけでもないのに、そんなふうに馨一は思った。思うというより、確信に近い。本能が、それを教えていたのだ。

　ヘンシェルにも、そんな馨一の思いが伝わっていた。馨一の気持ちに応こたえるように、身体を押し付けてくる。ヘンシェルの素肌が直じかに触れると、温かさはさらに強くなった。

「ケーイチ、うれしい……」

「ヘンシェル……」

　馨一はヘンシェルを見上げる。そしてそのまま……。

　そのまま？

「え、ええと」

（ど、どうするんだ……!?　こういうときは……こういうときは……!!）

　だいたい、流ながれ山やまたちと作戦をねったときも、キスまでしか想定していない。

（そうだよ。先輩たちだって、こんなこと、言ってなかったし……ん、先輩……？）

『市いちヶが谷やくぅん……高校生が、いったいなにしてるのかなァ……!?』

「う！」

　流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつの恨めしそうな顔が浮かんで、ドッ、とイヤな汗が出た。同時に、

（そ、そうだよ。ぼくたち、まだ、高校生、なんだし……!?）

　そんな心配までがこみ上げてくる。こんどは、サーッと血の気が退ひいた。

　急に汗だくになったり青ざめたり。これでは集中できるわけがない。

「ケーイチ……？」

　馨けい一いちの変化を感じ取ったのか、ヘンシェルが顔を上げる。

「ヘンシェル……、その、ごめん……」

　馨一の言葉に、一拍置いて、ううん、と首を振るヘンシェル。

「いいの。わたしは、ケーイチとこうして、いられるだけでいい……」

　微笑ほほえむその顔は、馨一を許してくれている。しかしその声は、それまでと違った、どこか寂しげなトーンを帯びていた。

「う、うん」

（これで、よかった、んだよな？　高校生としては、これで……。で、でも！　ああー、ぼくは、なにをやってるんだ！）

　ヘンシェルが再び馨一の身体からだに折り重なってくる。

　その下から腕を伸ばし、馨一はヘンシェルの身体を抱きしめた。

　強く。なにかの代償のように、強く。



    

  
    
      



    

  
    
      


３章　生徒会選挙ウォーズ
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「……生徒会長には、有う楽らく町ちようリオナ！　有楽町リオナを、よろしく、お願い申し上げます～！」

　放課後の校庭に響く割れたスピーカーの音。

　道行く生徒たちが振り返る。

　そこには、選挙カーならぬ、輿こしにかつがれたリオナが、肩から名前入りのタスキをかけてあちこちに手を振っていた。

　輿を四人がかりで担ぐのは生徒会風紀委員会の男子生徒たち。

　そして輿のまえには、拡声器を持っためぐみ。後ろには、あいかわらずモバイルＰＣをかかえたままの黎れいが続く。

「才色兼備！　気は優しくて力持ち。強きを助け、弱きをくじく……」

「さかさま……」

　黎が小さくつぶやいても、めぐみは気づかずにマイクに向かって大声を張り上げている。

　しかし生徒たちの反応はいまひとつ鈍い。

　手を振る者、駆け寄ってくるリオナファンもいるにはいたが、大部分は無関心でリオナを見ようともせず、あるいは顔をしかめ、指を差してなにやら話す生徒たちもいた。

　そのたびにリオナは顔をピクピクと引きつらせ、風紀委員会に「連行しなさい！」と命令したくなるのを必死に押さえながら、手を振り、笑顔を振りまいていた。

「はぁ～、どうも手ごたえがいまひとつですねー、リオナさまー」

　めぐみが言った。すでにあらかた寮へ帰ってしまったのか、通りかかる生徒の数も数えるほどしかいない。

「そんなこと、言われなくてもわかっていてよ！　黎、どうなの!?」

「昨日の世論調査。リオナの支持率、三十二パーセント。田た町まち由ゆ佳か里り、五十一パーセント」

　モバイルＰＣを操作して、黎がデータを読み上げる。

「なんですって、ごじゅう……！」

　全部言う気力をなくしたのか、そこでリオナが絶句する。

　ちなみにその他ほか、出ることに意義がある的泡ほう沫まつ候補四名合わせて五パーセント。支持者ナシ、十二パーセント。

　すでに選挙戦が始まって三日。選挙期間は一週間だから、四日後の月曜日には投票だ。そしてこのままでは間違いなく、

「負ける」

　火を見るより明らか、と言えよう。

「ああ～っ！」

　突然、リオナが天を仰いで声を発した。

「なんてこと！　このわたくしが、こんなにしてまで選挙戦を戦っているのよ！　ポスターを作って、演説会を開いて、各サークルを回ったり、握手会をしたりして、頭を下げているっていうのに！」

　それをどぶ板選挙という。たぶん。

「だいじょうぶですよ、リオナさまー。きっと当選して……ぶっ！」

　突然、リオナがタスキを丸めて投げつけたのだ。

「そんな根拠のないなぐさめはけっこうよ！」

　文字通り、地団駄踏むように足元の芝を踏みつけているリオナに、あいかわらずモバイルＰＣの画面から顔をあげずに黎れいが言う。

「由ゆ佳か里りひとりというより、華道部全体のイメージが支持につながっているんだと思う」

　なにしろいつもの女子人気投票でも上位を占めるのは、由佳里、ヘンシェル、きっ子、それに響織きよう子こ、加えてゆひ、といった面々なのだから。

「それは、わかっていてよ。だからこの間も、華道部を潰つぶそうと……キーッ！　なにか、あの華道部を潰せるアイデアはないの？　こうなったらもういちど勝負を挑んで……」

「別に華道部を潰さなくても、イメージをダウンさせる方法はある」

　ぽつり、と独白のように漏らした黎の一言が、リオナの言葉を途切れさせた。

「黎、それは……」

「やってみる」



「よおし、もういいぞ、異常なしだ」

　校医の荒あら僚りよう冶じに言われてついたての陰から出てきたのは、きっ子だった。

「わーい、異常なしであります。きっ子、健康でありますか」

　きっ子は待っていた馨けい一いちにぶつかるように飛びついてくる。そのまま、顔を胸にぐりぐりと押し付けた。ネコの習性を持つきっ子の、うれしいときにするしぐさだ。

「ああ。問題なし。あと百年はだいじょうぶだ」

　僚冶の言葉に、馨一はきっ子の頭をなでながら、

「よかったな、きっ子。百年生きられるってさ」

「はい、であります」

「先生、ヘンシェルは」

　馨一が言うと、僚冶は診察室の向こうの扉を目で示す。

「まだ、しばらく補給槽に入っている必要があるな。フォルゴーレとの戦いでできた傷も治さなくちゃならんだろう」

　診察室奥の特別な部屋には、ヘンシェルたちアンドロイド用の補給槽が設置されている。

　燃料電池を充じゆう填てんさせるための液体酸素を補給するためのものだが、たっぷりと電荷をあたえることにより、体内に充じゆう填てんされたナノマシーン群を活発化し、たいていの傷は修理することができた。

「まったく、姉妹で戦ってもしかたないだろう。よけいな傷を作るくらいならいいがな、もっと大きな損傷を……怪け我がでもしたらどうするんだ」

「すいません。フォルが急に襲ってきて。あいつ、いつもなんですけど」

「もっと仲良くできる方法を探したらどうだ。生徒会と華道部もそうだがな」

「わかってるんですけど、それも、生徒会が……」

「へーか、帰るでありますか、華道部に」

「うん、そうだな」

（ヘンシェルは、今日は補給槽から出られそうもないみたいだし）

　馨けい一いちがきっ子と校医室をあとにしよう、としたときだった。

「市いちヶが谷や」

　僚りよう冶じが指で、残れ、と言っている。

「あ、はい。きっ子、ぼくは荒あら先生と話があるから。先に帰っておいで」

「えー、へーかといっしょがいいでありますのにー……はい、であります」

「ごめん。いい子だね、きっ子は。あとでね」

「きっ子、いい子にしたから、あとで、やさしくしてほしいでありますー」

「うん。わかったよ。じゃあね」

　なんとなく寂しそうなきっ子の後姿を見送ったあと、馨一は僚冶にうながされて診察用の背もたれのないスツールに腰掛けた。カップに入ったコーヒーを手渡される。

「先生、もしかして、ヘンシェルに……」

　もっとなにか重大な損傷があるのだろうか。

「いや、そいつはだいじょうぶだ。あと数時間、浸つかっているだけでいい」

「じゃあ」

「まあ、聞け。おまえ、これからどうするつもりだ」

「どう、って」

「ヘンシェルとのことだ。デートしたんだろう」

「え、そんなこと、なんで」

（知ってるんだー！）

「そんなの、もうみんな知ってるぞ。ん、由ゆ佳か里りだったか、響織きよう子こだったか、とにかく、華道部の女子ならたいてい、な」

「う」

（響織子さん、由佳里さんまで……うー、ひどすぎるぅ！）

　馨一は思わず叫びたくなったが、考えてみればなにもデートを秘密にしてくれとみんなに頼んだわけではない。

「そんなことはどうでもいいがな。ようするにおまえも、腹を決めたんだろう。ヘンシェルにするってな」

「ま、まあ、そういうこと、ですけど」

（なにが言いたいんだ、荒あら先生は）

「で、どうなんだ」

「どうって」

「もう、抱いてやったのか」

「だ！　ブ―――――ッ!!」

　思わず、コーヒーを噴ふいてしまった。

「抱く!?　抱くって、あの、抱く……？」

　僚りよう冶じはといえば、馨けい一いちの行動を予期していたように、噴き出されたコーヒーをうまく避けていた。

「意味くらいわかるだろう。それとももっと別の言葉で言ったほうがいいか」

「い、いやいやいや、いや、いいです。わかります」

「で？　と思ったが、その態度じゃ、もう答えは出たようなもんだな」

「それは！　まあ、そうですけど」

　それから僚冶は新しい禁煙パイプをギュッ、と噛かむと、髪をくしゃくしゃと混ぜるようにかきあげた。馨一は赤い顔をして居心地悪くスツールに座っている。

「あんまり女を待たせるもんじゃない。ヘンシェルに残酷だぞ」

「残酷、って」

　そんな言葉、思いもよらなかった。

「ぼ、ぼくたちは、そんなんじゃないんです。だって、まだ高校生だし。生徒会の、男女交際禁止の規則もあるし。だいたい、そういうことじゃなくて、もっと、ふつうにつきあうっていうか、デートって、いっしょに、出かけたり、いっしょになにかしたり……」

　自分で言いながら、馨一は違和感を感じた。

　どんどん、言っていることが自分の本心とずれていく。僚冶の言い方が少々刺激が強すぎたせいなのか。

　あのとき、初めてのデートのときに、馨一とヘンシェルの間に起こったことが、それだったことは、間違いないのに。

（でも、あれはきっと、急だったから。まだ、気持ちの準備ができていなかったからだ。もっといっぱいデートをするとか、いっしょに過ごして、気持ちがそういうふうになれば、またきっと……）

「そうかな。ヘンシェルのことが好きなら、抱けるはずだ」

　僚冶の言葉が、馨一の心に刺さる。

「荒先生は……校医なのに、そんなふうに生徒をけしかけていいんですか。はは、みさ緒お先生に怒られますよ」

　言いながら、馨一は自分にバカ！　と怒鳴りたくなる。

（逃げた！　ぼくは……）

　僚りよう冶じの言うことが図星だから、逃げたのだ。

「たしかに、おまえの言うとおりだな」

　僚冶はちょっと笑って、

「俺おれの高校生のころは、毎日頭の中は女の子のことばかりだったよ。いまから考えたら、ずいぶんひどいこともしたかもしれない。だが男女のことなんてのはそんなもんだ。誰だれも傷つかずに通り過ぎることなんてしょせん無理でな」

「わかってます。でも、ぼくたちは……ぼくとヘンシェルは、もっと、時間をかけてでも、ちゃんとやっていきたいって……」

「なら、おまえはヘンシェルを受け入れてるのか、市いちヶが谷や、ヘンシェルのなにを受け入れてる」

「ぼくは、ヘンシェルの……！」

　言葉に詰まった。

（ヘンシェルは、ぼくを受け入れてくれてる。でもぼくは、ヘンシェルの気持ちを、どこまで知ってる、理解できている……？）

　ヘンシェルは馨けい一いちを好きだと言ってくれる。ヘンシェルは馨一を、赦ゆるしてくれる。

「と、とにかく、ぼくは、ヘンシェルのことをちゃんと、真剣に、つきあって……荒あら先生の言うことはありがたいと思ってますから……もう、行きます。夜にまた、ヘンシェルのようすを見に来ますから。じゃあ、ぼくは、これで」

　最後は僚冶の顔も見れなかった。とにかくこの部屋を出たかった。僚冶は馨一を責めているわけではないのに、僚冶から早く離れたいと思った。

　あわただしく校医室から出て行こうとする馨一の後姿に、僚冶がボソッ、と言った。

「まあ、後悔だけはしないようにな……」

　その先は、もう扉が閉まって、馨一には聞こえなかった。

「時間がいくらでもあるわけじゃない。急げよ、市ヶ谷」



２



「だから、変だと思わない？」

　メイド喫茶の更衣室。

　まだ着替え中の女子もいるなか、ぶち上げたのは、上かみ中なか里ざとまなみだった。

　ショートの髪を外はねにセットしてわずかに色が入っている。切れ長に吊つりあがった目が気の強そうな印象を与える高等部二年生だ。

「けっきょく華道部の人たちばかりが得してるじゃない。人気投票だっていつもベストテンに四人も五人も入ってるし。ぜったい変。なんかあるんだよ」

　まなみの意見に、最初は傍観の姿勢だったウェイトレスの女の子たちも、顔を見合わせ、ぽつぽつと発言し始める。

「……そういえば、華道部の人たちって、なんかエリート意識みたいなの、ちょっとある、よね。住んでるところも御ご殿てんだし、わたしたちはあなたたちとは違うのよ、って、いつもみんな固まってるみたいだし」

「ね、そうでしょ！　そうなのよ」

　ひとりが同調すると、空気がどんどん染まっていく。集団意識の怖いところだ。

「わたしの友だち、華道部に入るの、断られたんだよ」

「中等部でも華道やってる子じゃないと、取らないんじゃなかったっけ」

　入部希望者を由ゆ佳か里りが断ることはない。じつは、御殿の部屋がいっぱいなので、寮から通ってほしい、と言っただけなのだ。しかしそういう話が一人歩きする。

「だよね！　そういうの、まだまだあるんじゃない？　さっきの人気投票のことだって、男子の人気があんなに高いってどういうこと？」

「やっぱりどっかで男子に媚こび媚びなんじゃないかな。ときどき着物とか着てるけど、あれがいい、っていう男子、多いもの」

「ねえ、わたしの知り合いのさあ、友だちがちょっとつきあってた男子がいるんだけどお、その男、華道部の女の子が好きになって、捨てられたんだよ」

　こうなるともうただの逆恨みのようなものでしかない。

　まなみは五人のウェイトレスたちの華道部へのネガティブな意見をうまく引き出し、あおって、空気をすっかり自分のものとしていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　このまなみこそ、華道部にネガなイメージを作り出し、それを広めるよう黎れいからの指令を受けた尖せん兵ぺいなのだった。

「できる？」

　黎に聞かれたとき、まなみはこう答えた。

「できます。黎さま。田た町まち由ゆ佳か里りが生徒会長になって、華道部が天下をとったら困る人はいっぱいいるはず。それに、あたし、個人的にも華道部が気に入らないし。とくに、あのヘンシェルって女が」

「ヘンシェル？」

「ええ。オーストリアから来た留学生だかなんだか知らないけど、一人で目立って、偉そうにツンツンして。それで店の人気ナンバーワンだなんて、男子ってほんとにどこ見てるんだか。無愛想だし、仕事が終わるとすぐ帰っちゃうし、つきあい悪いくせに、とにかく生意気なんですよ」

「そう。それはおもしろいわ。あなたにまかせるから。期待していいのよね」

「はい。絶対やってみせます」

　じつはヘンシェルが来る前、まなみはメイド喫茶のナンバーワンだった。まなみを見に、大勢の男子生徒が行列を作ることすらあったのだ。

　それがいまではすっかりヘンシェルに人気を取られて、見る影もない。そんな不満もずっとくすぶっていた。

　まなみは口々に華道部の悪口を言い合うほかの五人を見て、早くも満足の笑みを漏らした。

　たった五人、と侮ることはできない。

　この五人が教室へ散れば、そこでさらに噂うわさの輪が広がる。寮へ帰ればまた別の交友関係で噂が流れていく。わずか数日のあいだに、あっという間に女子全員、男子まで広がっていくのも無理ではない。

　人気がある、ということはその分必ず、それをうらやむ者、やっかむ者が存在する。表面上、賛同していてもその裏側にはうらやむ気持ちが同居していることもある。すでに種は撒まかれているのである。

　そして一度広がり始めた噂は、一人歩きし、評価をあっという間に裏返しにしてしまう。

　すてき、かっこいい、は、気取りすぎ、なにかっこつけてるの、となり、誰だれからも好かれる、は、八方美人となる。

　それが噂と、人の気持ちの怖さだった。

（フフ、じゅうぶん場が暖まったわね）

　まなみはもういちど口を開いた。

「ね、ここにもいるじゃない。華道部の女が一匹。いや、二匹、かしら」



　日が落ち始めている。

　水平線に向けてその高度を低くする亜熱帯の夕日は、終末の太陽のように大きく、海面までを赤く染めていく。橙だいだい色いろに染まった顔をあお向けて、ヘンシェルは海岸沿いの道を急いでいた。

　ネコ缶を買ってもどる途中なのだ。

　子ネコたちをかまううちに、彼らがすっかり歯も生えそろったこと、ミルク以外にしきりにほしがって、ヘンシェルの指をくわえたり噛かんだりするから、離乳食を与えてみようと思い立った。

「これでいいはずだが」

　ヘンシェルの手の中には、学生街のペットショップで買った、“〝子ネコの初めての食事”〟の小さな缶詰が握られている。

　岬の近くまで歩いてきたヘンシェルは、ふと海を前にして立ち止まった。岬の突端のほうに、見覚えのある人影を見つけたからだ。

「きっ子？」

　道をはずれて近づいていくと、きっ子も気づいて振り返った。

「ヘンシェル、でありますか？」

「こんなところで、なにをしている」

　ヘンシェルが問うと、きっ子はちょっと笑って、足元の大き目の石を指差した。

「お墓参りをしていたであります」

「お墓？」

　誰だれの？　と聞こうとして、ヘンシェルは、ハッ、とした。

「きっ子の、お墓であります」

　ヘンシェルもいちおうは知っている。

　まだヘンシェルが夷い皇おう島じまへ来るまえのことだ。

「きっ子は一度、壊れたであります。そのときのきっ子の身体からだが、この下にあるであります。いまのきっ子は、そのきっ子の記憶をもとにして作られたものでありますから」

「壊れた……記憶を、再生」

　もともときっ子は、戦闘用アンドロイドとしてこの夷皇島に眠っていた。

　偶然きっ子を起動させた馨けい一いちといっしょに過ごすうちに、きっ子には単なる戦闘アンドロイド以上の感情が芽生えていった。それには華道部や発明部の、由ゆ佳か里りや流ながれ山やまたちの影響も大きかったのだろう。

　しかし謎なぞの戦闘部隊の襲撃を受けて、生徒会の面々ともども、地下の研究所跡に閉じ込められてしまう。

　馨一も怪け我がをしていた。そんな絶体絶命の危機を救ったのが、きっ子の戦闘アンドロイドとしての力だった。だがきっ子も敵と相打ちになり、機能を停止してしまったのだ。それは人の死と同じものだったと言えるのかもしれない。

　その後、残されていた予備パーツを、ネオ・ナチの科学者、メレンゲ博士が組み立て、以前のきっ子の記憶を持つとされるデバイスを組み込むことで、新しいきっ子、いまのきっ子が再生した。

　この石の下に眠っているのは、戦闘で失われたかつてのきっ子のボディだった。

　以前は墓ぼ標ひようも立てられていたのだが、きっ子の再生とともに、取り払われた。

「ときどき、きっ子はお墓まいりにくるであります。自分のお墓におまいりするのは、変でありますけど」

「そんなこと、どうして」

「わからないけど、このきっ子は、へーかを守るために戦って、壊れたであります。そんなきっ子には、ごくろうさま、って言ってあげたいであります。それに……」

　きっ子は言葉を切ると、墓標の代わりの石から目を上げた。

「もしまた同じことがおきても、きっ子は……きっ子も同じことをするでありますから」

「……！」

　知ってはいたはずなのに、こうしてきっ子のお墓をまえにすると、事実が胸を締め付けてくる。

（きっ子は、ケーイチのために、すでに一度、自分の身体からだを投げ出して……）

　きっ子はヘンシェルの妹だ。

　アンドロイドの姉妹に血を分けた関係があるわけはなかったが、ヘンシェルはきっ子を本当の妹のように思っている。きっ子も同じだろう。それが、ほかに頼るあてもないアンドロイドふたりの絆きずなだった。だが、



    

  
    
      



    

  
    
      （きっ子はケーイチのために犠ぎ牲せいになったのに、わたしは……）

「きっ子、わたしは……」

「ヘンシェルは、へーかとデートしたでありますか？」

「知って、いたのか」

　ヘンシェルは驚いた。同時に、恥ずかしくなった。

　由ゆ佳か里りやゆひも知っていたのに、きっ子だけが知らないでいると思った自分が恥ずかしい。

「きっ子、その……」

「いいであります。ヘンシェルがへーかと結婚しても、きっ子はべつにいいであります」

「いや、結婚とか……」

　べつの意味で赤くなるヘンシェル。しかしすぐに、その言葉の意味に気づいた。

（そんなこと、できるわけがない……。結婚なんて）

「きっ子、わたしは、どうしたらいいのだろう。ケーイチは、わたしをどう思っているのか。わたしはどうすれば、ケーイチに……」

「ヘンシェルは、へーかになにをしてほしいと思っているでありますか？　へーかがなにかしてくれないと、なにもしてあげられないでありますか？　そんなの、ほんとうにへーかのことが好きとは言えないであります」

　きっ子の言葉に、ヘンシェルは真に衝撃を受けた。

「わ、わたしは……」

（わたしは、ケーイチになにかしてほしかった？　わたしは、ただ、ケーイチが好きなだけなのに……。わたしは、ケーイチになにを望んでいたのだ。ケーイチが、わたしをそばに置いてくれればいいと、それだけでいいと思っていたはずなのに……）

「きっ子は、へーかをずっと守りたいであります。きっ子はへーかが好きでありますけど、もしへーかがきっ子を嫌いになっても、へーかを好きな気持ちは変わらないであります」

「ならば、もし、ケーイチに、もう会えなくなっても」

「もし、へーかがきっ子を捨てても、きっ子はへーかをうらまないであります」

「だが、それでは」

「悲しいであります。すごく悲しくて、悲しくて、壊れてしまいそうであります。でも、それでも、きっ子はへーかが好きでありますから」

「きっ子……」

（きっ子にくらべてわたしは、ケーイチに愛されようとばかりしていた。ケーイチに、わたしは、なにができる？　わたしは、なにをすればいい……）

「あ、ヘンシェル、もうアルバイトの時間になるであります。いっしょに行くであります。メイド喫茶」

　きっ子が立ち上がった。ヘンシェルを見上げてニコッ、と笑う。

「へーかも好きでありますけど、きっ子はヘンシェルも好きであります。なにがあっても、ずっと。ヘンシェルは、きっ子のお姉さんでありますから」

　きっ子の黒目勝ちの瞳ひとみに見つめられて、ヘンシェルは眩まぶしそうに目を逸そらした。

「ありがとう。きっ子は、わたしよりもずっと強いのかもしれない……」
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　ヘンシェルときっ子は急いでメイド喫茶の更衣室に入った。

「急がないと、遅刻だ。きっ子」

　ヘンシェルは自分のロッカーを開け、さっそく着替え始める。

「あれ、でもヘンシェル、あと十五分もあるであります」

　きっ子が壁の時計を見て言った。ヘンシェルも時計を見る。

「そうか。なら、ゆっくり着替えても間に合う」

「間に合うであります」

　それでも着替えに十分もかからなかった。

　フロアへ降りようとしたとき、ヘンシェルがきっ子を呼び止めた。

「きっ子、靴下の上のところがほつれている」

「え？　あ、ほんとうであります。このあいだ、テーブルの端の尖とがったところに引っ掛けたであります」

「繕つくろってやろう。靴下を脱いで」

「平気であります。このくらい」

「すぐできる。ほら」

　ヘンシェルはきっ子から靴下を受け取ると、ロッカーからソーイングセットを取り出し、器用にほつれを繕った。確かにあっという間で、五分もかからない。

「できた」

「わー、ヘンシェル、ありがとうであります。ヘンシェルはやっぱりきっ子のお姉さんでありますね」

　きっ子に言われて、ヘンシェルも微笑ほほえむ。

「さ、降りるよ」



　ところが降りたフロアでは、思いもかけないことが待っていた。

「あーら、華道部のお二人は遅刻ですかあ？」

　いきなり投げつけられる声にきっ子が振り返る。そこに立っていたのは、まなみだった。

「きっ子、遅刻してないであります。ヘンシェルも、ちゃんと時計を見てたであります」

「まあ、時計ならこのフロアにもあるけど、いま何時だと思ってるの」

　ヘンシェルもフロアの時計を見る。

　五時十分。遅番なので五時からなのだが、確かに十分の遅刻だ。

「おかしい。更衣室の時計では、まだ五時になっていなかった」

「ふん。更衣室の時計がどうですって？　そんなの、言い訳にならないわよ。とにかく遅刻は遅刻。ペナルティをやってもらうわ」

「ペナルティ？」

「ええ。今日はあなたたちふたりで、あとの仕事、全部やってもらおうかしら」

「ふたりで？」

　五時からの夕食時間はいちばん忙しい時間帯だ。ウェイトレスが七人のフルシフトでも、人手が足りないほどである。それをふたりだけで。

　ヘンシェルは周りのウェイトレスたちを見たが、誰だれも目をあわせようとしない。

（そういうことか）

　おそらく、更衣室の時計もわざと遅らせてあったのだろう。

「ヘンシェル、いっしょにがんばればだいじょうぶであります。いっしょにがんばるであります」

　きっ子がヘンシェルの手を引く。

　ヘンシェルはまなみの顔を一いち瞥べつしたが、すぐにうなずいた。

「わかった。きょうはわたしときっ子で給仕をすべて行う。ほかのみんなは、見ていてもらってけっこうだ」

「フフ、じゃあ、決まり。おねがいしますね、ヘンシェルさん」

　最後の、さん、は語尾が上がる、意地悪な言い方になった。

　ヘンシェルときっ子が、フロアへ入っていく。逆にほかのウェイトレスたちは、引き上げてきた。

「どう、だったんです？」

　べつのウェイトレスがまなみに聞く。

「思ったとおりよ。せいぜいふたりで働いてもらうわ」

「でもすごいですね。あのヘンシェルさんに、あんなこと言えるなんて」

「それは、まあ、あんなものよ」

　内心では、ヘンシェルに一瞥されたとき、おびえが身体からだに走り、ひざがくだけそうになっていたのだが、まなみは笑ってごまかした。

（さあ、失敗してぶざまな姿をさらしてもらうわよ。店のナンバーワンから引き摺ずり下ろしてあげるわ）



「８番テーブル、オーダー入りますでありますー」

「４番さん、ドリンクあがったよー！」

「すいませーん、注文いいですかー！」

「ただいま、おうかがいします」

「たのんだ料理、まだー！」

「はい、でありますー」

　午後六時。たちまち店内は戦場のようになっていた。

　十台あるテーブルは全部埋まり、それもたいていがふたりから四人がけ。そのほかにも待っている客が店内に入れず、外へ溢あふれているほどなのだ。

　客を誘導し、注文をとり、厨ちゆう房ぼうに伝えて、できた料理や飲み物を運び、食事が終わったらテーブルを片付け、レジを打つ。その間にも追加オーダーや水やらおしぼりやら、さまざまな要求に応こたえなくてはならない。ときに、洗い場に入って汚れた食器を洗うことも、ウェイトレスの仕事だった。

　それでもきっ子とヘンシェルは懸命に動き、なんとかフロアを切り盛りしていた。

「ふん、けっこうやるじゃない」

　まなみは腕組みしながらそれをながめている。

　ほかの五人のウェイトレスは帰ったわけではなかった。

「あんがい、がんばってるんだ」

　感心したように言うウェイトレスのひとりに、まなみは薄笑いを浮かべると、

「いまのところはね。でも、ひとつ破は綻たんが出ると、どうかしら」

　そう言って、すっ、と前に出る。

「おーい、こっち、ずっと待ってるんだぞー！」

　客のひとりが声をあげ、きっ子がそれに対応しようとした。

「はい、いまいくでありま……あっ！」

　突然、きっ子がなにかにつまずいたように、姿勢を崩した。

　ガシャガシャガシャ――――ンッ!!

　フロアに響き渡るクラッシュ音。

　勢いよく倒れたきっ子から、持っていたトレーとグラスが飛び出し、床に叩たたきつけられて砕け散った。

「きっ子！」

　ヘンシェルが駆け寄る。間ま近ぢかにいたまなみに鋭い視線を投げかけた。まなみは、ふん、と顔を逸そらし、その場を離れようとする。

「待て、きさま……」

　ヘンシェルが言おうとしたときだった。きっ子がヘンシェルの袖そでをつかんだ。

「えへへ、きっ子、ドジだからつまずいちゃったであります。ごめんなさいです」

「きっ子……」

「早く片付けないと、お客様が待ってるであります」

「……わかった」

　ヘンシェルはきっ子を助け起こすと、立ち上がった。もう、まなみのほうは見ない。すぐにホウキとチリトリ、それにダスターを持ってくる。

「お騒がせしましたであります。ごめんなさいでありますー」

　きっ子の言葉に、こちらをうかがっていた客たちも視線を戻した。ふたたびフロアはいつもの空気に戻っていく。

「ち、あいつら」

　まなみが毒づくと、

「ねえ、いま……」

　隣にいたウェイトレスの少女が非難するような顔を向けた。まなみが足を出して、きっ子を転ばせるところを見ていたのだ。

「なあに？　なにか、言いたいことでも」

　ずい、とまなみが身体からだを向けると、

「いいえ、なんでも」

　少女はおびえたように顔を背けて、まなみから離れた。

「まったく、なんだってのよ」

　はき捨てるように言うまなみ。

　その後も、フロアの隅からヘンシェルたちのはたらく姿を見ていた。

「あれ？」

　まなみは目をこすった。

　ときどき、ヘンシェルの行方がわからなくなる。

　人が多いせいもあるが、ヘンシェルを目で追えなくなるのだ。目を離しているわけでもないのに。まるで、ふっ、と消えるような……。

　そして仕事はどんどん片付いていく。

　山のようだった汚れた皿が片付き、テーブルが整理され、厨ちゆう房ぼうのカウンターに並んでいた料理があっという間に客席へ運ばれる。

「なん、なの？」

　行動加速装置。

　ヘンシェルの能力。これを使って、仕事をこなしているのだ。

　ひとまえで能力を使うのは危険だが、そうでもしないと追いつかない。それに人が多く、ざわざわとした店内では、意外に気づかれるものではない。

　ヘンシェルだけを見ている、まなみを除いては。

　しかしまなみも、それがまさかアンドロイドの能力とまでは思いつかない。

「おかしい。なにかあるのよ。見てなさい」

　捨て台詞ぜりふのように言い残して、フロアから姿を消した。

「あいつら、きっとなにか隠して……」

　フロアを離れたまなみが向かったのは、二階の更衣室だった。いまは誰だれもいない。

「ぜったい見つけてやるわ」

　まなみはきっ子のロッカーに近づいた。

　鍵かぎなどはかけられないロッカーだった。簡単に開く。

　まなみはロッカーの中のものを無造作に取り出した。

「なあに、制服と……それだけ？　なにも持ってきてないの、あのちびっ子は」

　元へもどし、バタン、とロッカーの扉を閉じる。次はヘンシェルのロッカーだ。

　が、これも、入っていたのは制服と、ソーイングセットなどが入った小さなポーチ。それに……。

「これ……」

　ロッカーの奥に立てかけられていたのは、いつもヘンシェルが持っている細身の剣、エストクだった。

　まなみはエストクを引っ張り出す。鞘さやから抜き放った。

「重い……それに」

　剣の切っ先の鋭さに驚く。

「こんなものをいつも持ってるなんて」

　身体からだに震えが走った。

「やめた。こんなもの、触るのも危ないわ」

　まなみはエストクを元へ戻した。エストクを隠したりすればヘンシェルが困る、とも浮かんだが、それよりも恐ろしさが先にたった。

「もっとほかに、なにか」

　ロッカーの扉を閉じようとしたとき、小さな缶詰をひとつ、見つけた。

「なに、これ……ネコの餌えさ？」

　缶を見つめていたまなみは、急に思いついたように更衣室を出て階段を降り、そっと店の裏へ回ってみた。

「たしか、このへんから……」

　辺りを見回し、物置小屋の下に隙すき間まを見つけたまなみは、屈かがみこんで中を覗のぞいた。

「やっぱり」

　無理やり手を突っ込んで、それを引っ張り出した。

『んみゅ～』

　か細い鳴き声を上げる子ネコ。ヘンシェルのツヴァイだった。

　お腹なかいっぱいになって四匹でかたまったまま、床下で寝ていたのをまなみに無理につかみ出された形だ。

「このへんでたまにネコみたいな鳴き声がすると思ったのよ。ふうん、あいつが、ね」

　じたばたと暴れるツヴァイを強引に押さえつけて、まなみは口の端を吊つり上げた。

「これは使えるかも」
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「アイン、ツヴァイ……、おまえたち、出ておいで。ドライ、フィア」

　すっかり暗くなってしまった物置小屋のまえで、ヘンシェルが子ネコを呼ぶ。

　けっきょく閉店の八時まできっ子とふたりだけではたらき、あとかたづけまでしていたら、こんな時間になってしまった。

　きっ子を先に帰し、あげようと思っていた缶詰を持ってヘンシェルが店の裏へ来れたのは、もう九時を回ったころだった。

「どうした、おまえたち。ごはんだぞ」

　なかなか出てこない子ネコたちに、ヘンシェルは地面に顔をつけるようにして覗のぞき込む。が、横のべつの穴から、『みゃあみゃあ』という声が聞こえてきた。

「なんだ。そっちにいたのか。ほら、出てこい。ドライにツヴァイ……」

　四匹を数えて、ヘンシェルは持ってきた小さめのトレーを地面に置く。缶をパカッと開けた。

　とたんに、子ネコたちのトーンが高まる。

　食べ物だとわかるのだろう。しきりに缶に顔を突っ込もうとする。ヘンシェルのひざによじのぼったり、掻かいたりするのもいた。

「こら、待て。いまあけてやるから。あ、待てというのに」

　ヘンシェルの脚に爪つめを立てるツヴァイに、苦笑いするヘンシェル。やがて缶詰の中身をあけたトレーに、四匹全部がいっせいに群がった。

「落ち着いて、ゆっくり食べろ。あまりいそぐと、ノドにつかえるぞ」

　言いながらヘンシェルはどんどん自分の顔がほころんでいくのを感じた。幸福な笑みに染まっていく。

　缶詰の中身にばくばく噛かみ付いていたフィアが、急にトレーから離れるや、カハッ、と吐き出したときには、

「ほら言ったろう。あんまりあわてて食べるから……」

　あわてて背中を叩たたいてやったほどだ。

　子ネコたちの丸まった背中を見ながら、ヘンシェルは数日前のことを思い浮かべていた。

　それは馨けい一いちとのデートと、そのあとのこと。

　温かい干草の中で、抱き合ったこと。そしてキス。

　思い出すとその感触がよみがえってくるようで、ヘンシェルは頬ほおを赤らめた。そっと唇に触れる。

　だがそのあと、馨一はヘンシェルとそれ以上進むことをしなかった。

（ケーイチは、わたしを、欲していないのか……）

　温かさの射さした胸の中に、冷たい錘おもりのようなものがのしかかってくる。そんなとき、どこまでいっても人工の身体からだが、うとましく、嫌で、断ち割ってしまいたくなる。

（そうしたところで、出てくるのはシリコンウエハーで作られたサーキットボードや半導体だけなのだろうな）

　ヘンシェルは両腕で自分の身体からだを抱きしめた。

　身体は温かいのに、それは燃料電池が稼動するシステムの余剰熱にすぎない。

（わたしは、ケーイチに、選ばれない……人間ではないから……）

　この島をもし出れば、人間でないことがもっとずっと、突き刺さってくる。

（ケーイチには両親がいて、親族もある。人間はそういう命の流れの中で生きている。そんなところへ、人間でないものが、いる場所があるわけが……）

「……！」

　とつぜん、ヘンシェルの身体が硬直する。

　表情から笑みが消え、みるみる顔がこわばっていく。抱き上げようとしていたフィアが、その手から力なくこぼれ落ちた。

　ヘンシェルはそのままの姿勢でしばらくの間動かなかった。

　やがて缶詰のトレーを空にした子ネコたちが、ヘンシェルの靴をかじるころになって、ようやく身じろぎした。

「ふ……」

　口からため息のような声が漏れる。

「やはり……そういうことか」

　立ち上がった。

　すっかり空になったトレーを拾い上げると、子ネコたちを一匹ずつ軽くなでた。

「おまえたち、今日はもう寝るんだぞ」

　まだまだ遊びたそうな子ネコに言うと、ヘンシェルは後ろを見ずに歩き出した。
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「支持率はどうなっていて、黎れい」

　またしても生徒会の拠点、朝の迎げい賓ひん館かんのリオナ執務室。

　黎がいつものモバイルＰＣですばやくデータを閲えつ覧らんする。

「田た町まち由ゆ佳か里り、四十一パーセント、リオナ四十パーセント、その他九パーセント、支持者なし十パーセント」

「四十パーセント！　ほ、ほんとうなの、黎！」

　リオナが寝椅子カウチから飛び上がった。うれしさのあまり、あわあわしている。

「すごいですねー、リオナさまー！　うれしいですー！」

　めぐみなど、もう涙をあふれさせていた。

「めぐみ！」

　リオナがめぐみを抱き寄せる。

「リオナさまー！」

　めぐみはさらに感激のあまり、鼻水まであふれてくるありさまである。

　まるで生徒会長選挙に勝ったかのような大騒ぎ。

　これというのも、黎れいがしかけたネガティブ・キャンペーンが功を奏したためだった。

　黎が噂うわさを流すのをしかけたのは、まなみだけではない。各学年に数人を送り込み、それが相乗効果をもたらして噂が噂を呼び、華道部の総合的なイメージダウン、ひいては由ゆ佳か里りの支持率ダウンにつながったのだ。

　そして投票日は明日！

「差は一パーセントしかないわ！」

「じゅうぶん逆転可能です、リオナさまー！」

「そうよ、いますぐ選挙活動に出るわ！　街頭演説の用意をして！　輿こしを準備なさい！　めぐみ、風紀委員に召集をかけるのよ！　ビラを配らせて！」

　今日一日が勝負、と見たリオナは矢継ぎ早に指示を飛ばす。

「みてなさい、華道部！　思い知らせてあげてよ、田た町まち由佳里！　わたくしの実力、たっぷりと……」

　リオナが自慢の胸を思い切りそらす仁王立ちのポーズでそこまで言ったときだった。あわただしく執務室のドアをノックする音。そして風紀委員のひとりである男子生徒が、転げるように入ってきた。

「も、申し上げます！　学園のサークル棟で、文科系クラブの生徒たちが集まって、くちぐちにリオナ……えと、現生徒会長の再選反対を叫んでいます。すぐにデモ行動にうつる気配で……」

「なんですって！」

　リオナは青ざめた。

　文科系クラブはもちろん、由佳里の支持基盤ともいうべきものである。対して、リオナの支持基盤は体育系クラブだ。

　これまで、文科系クラブを冷遇し、体育系クラブに恩恵を与えてきた政策の当然の結果とも言える。

　しかしいま、生徒会のネガティブ・キャンペーンでリオナの支持が結果的に増え、再選の可能性が出てきたことを敏感に察知した文科系クラブはこれを再びの危機ととらえた。

　由佳里が生徒会長になれば彼らは救われる。優遇されるかはわからないが、きっと公正な生徒会運営をしてくれるだろう。彼らにはそれだけでよかった。

　しかしリオナが再選されたら……！

　再び暗黒の一年間が待っている。

　この危機に、ふだん腰の重い彼らも、一致団結して立ち上がったのだ。

「まずい、まずいわ！」

　たった一パーセント違いの支持率。

　ここで文科系クラブが騒ぎ出したら、再び大きく引き離される可能性がある。それでなくとも、数の上では文科系クラブの生徒たちの方が多いのだ。

「風紀委員会でデモを潰つぶしますかー、リオナさまー！」

　めぐみの提案は、リオナの投げつけた宣伝ビラの束で粉砕された。

「きゅー！」

「バカ！　そんなことをしたら、言論の弾圧だって、よけいマイナスになることくらいわからないの」

　リオナは、くっ、と唇をかみ締める。

　黎れいの作戦が成功して、あと一歩というところでのこの事態。

「黎、どうにかならなくて！」

　リオナは言うが、黎はモバイルＰＣを持ったまま、静かに首を振るだけ。

「ああ、もう！　いったいどうしたら……！」

　そこへ再び、執務室のドアが叩たたかれた。

「なによ、この忙しいときに！」

　リオナが乱暴にドアを開ける。が、次の瞬間、絶句して立ち尽くした。

「あなた……」

「こんにちは、リオナさん。いきなりおじゃまして、申し訳ありません」

　そのはんなりとした笑顔。ドアの前に立っていたのは、もちろん由ゆ佳か里りだった。一歩下がって響織きよう子こもいる。しきりにリオナに恐縮しているのは、ドア番の風紀委員だった。



    

  
    
      



    

  
    
      「あなた……いったいなぜ、ここに……」

「それを、お話させていただきますね」
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　気乗りはしなかった。しかし日曜日はいちばんメイド喫茶が混こむ日でもある。

　ヘンシェルはシフトどおりに店へ出た。きっ子はすでに一時間まえのシフトで店に入っているはずだ。

　更衣室で着替え、フロアへ降りる。

　すでにフロアはほぼテーブルも埋まっていた。四人ものウェイトレスたちが、忙しそうに動いている。が、きっ子の姿がない。

「きっ子を、知らないか？」

　ヘンシェルは近くのウェイトレスの女生徒に聞いてみた。が、

「……」

　女生徒はヘンシェルを見るなり、顔をうつむけてしまう。そのまま足早に離れていった。

「聞こえなかったのか」

　だがほかの何人に尋ねても無駄だった。ヘンシェルがなにか言うと全員が、顔を背け、すーっといなくなってしまうのだ。

（なるほど、そういうことか）

　こんどはシカト、無視、だった。

　フロアの奥ではやはり、まなみが笑っていた。

　昨日のようにミスをあげつらって過酷な仕事をさせても音を上げないヘンシェルたちに、無視という方法でのいじめに切り替えたのである。きっ子のほうは、そうそうに遠いところまでおつかい、という形で追い払っていた。

「こういうのがけっこう堪こたえるのよねえ、プライドの高い人にはさ」

　まなみはトレーを片手に、ヘンシェルの横顔を見つめた。

「ふん、さっさとあやまりなさいよ、わたしにね！」



「まさか、もう選挙に勝ったつもりでいるなら、お門違いよ。最後に勝つのは、このわたくしなんですからね」

　ソファーに掛けたリオナがせいいっぱいの虚勢を張る。隣では、めぐみがうんうんと目に力を思い切り込めてうなずいていた。傍らに立つ黎れいは、相変わらずモバイルＰＣで支持率の変化を見ているのか。その表情は読めない。

　しかし由ゆ佳か里りはいつもの柔らかな笑みを崩さない。紅茶のソーサーを膝ひざの上に、カップを持ち上げてひとくちすすり、それから切り出した。

「その選挙のことなのですが、いかがでしょう。このままでは高等部が二分されてしまいます。これでは選挙が終わったあとも遺恨を残すことになりかねません」

「いままで虐げられていた文科系クラブが大同団結しているって話だしね」

　響織きよう子こが付け加える。

　その口ぶりに、リオナはピンと来るところがあった。

「あ、あなたね。文科系クラブの連中をあおって、デモをさせようとしているのは」

「まさか」

　響織子は余裕で否定する。だがリオナが同意を求めるように振り返った黎れいは、かすかにうなずいた。同じ感触を持ったのだろう。

「まったく、なんて汚いやりかたなの！　そのうえで、こんなところまで乗り込んでくるなんて！　暴力！　これはもう暴力よ！」

　自分たちの行っていたネガティブ・キャンペーンをすっかり棚に上げている。

　せっかく収まったのもつかの間、リオナが早くも興奮し始めたのを見て、

「待ってください。わたしたちは、そんなことを申し上げに来たのではないんです」

　由ゆ佳か里りが言う。

「じゃあ、なんだと言うの！」

「生徒会長選挙への立候補を取りやめていただくことは可能でしょうか」



　無視されるということは情報が入ってこないということでもある。

　本来、お互い助け合って仕事をするはずのウェイトレスたちだから、ひとり孤立したヘンシェルは、あるときはなにも仕事がなくて立っているだけ。あるときはひどく忙しくてばたばたしたあげく、オーダーや配はい膳ぜんのミスを犯しかねない危機に陥おちいっていた。

　それでもなんとかミスを回避できたのは、すばやい判断と身のこなし、それにときおりやむなく使う行動加速装置のおかげ、と言える。

（たあいのない……）

　それにヘンシェル自身は、全員に無視されてもいっこうに堪こたえないのだから、まなみとしてはますます気に入らない、ということになる。

「なによあいつ、普通だったら少しくらい凹へこむものよ。どうなってるの、まったく」

　ヘンシェルの泣き顔が見られる、とほくそえんでいたまなみは逆に焦しよう燥そう感を募らせていた。掌握していた他ほかのウェイトレスたちが、しだいにヘンシェルに同情的になっている。

　辛つらい目にあっても音を上げないどころか、しっかり仕事をこなしているヘンシェルに、尊敬の念すら覚えているようなのだ。

　何人かが、かすかに小声でヘンシェルに話しかけているのを、まなみはもう見ている。それが仕事のうえでのわずかな指示、注意のたぐいであっても、協定やぶりは赦ゆるせない。

「なによ、あいつの株がますます上がることにでもなったら……」

　こんどはまなみが一気に孤立してしまう。そのときは確実に近づきつつあった。

「そんなことになったら……」

　まなみは服の下を冷たい汗が一筋流れるのを感じた。

　その視界の端で、またもヘンシェルが一瞬消えたように見えた。

「あ！」

　誰だれも気づいていない。しかし、確かに、消えた。

　そして、その少し離れたところで、ガシャーン、と大きな音。

　そう。ウェイトレスのひとりが、つまずいてトレーを落としたのだ。しかし倒れる寸前、彼女はヘンシェルに抱きかかえられていた。

「あ、す、すいません。ありがとう、ございます」

「気をつけたほうがいい」

　トレーと散らばったグラスを片付けようとするヘンシェルを、そのウェイトレスは押しとどめると、自分でホウキとチリトリを持ってきた。

（あいつ、どこかおかしい。仕事だって、普通あんなこと……普通……そうよ、普通じゃない。なにかわからないけど、どこか普通じゃない。それが、なんなのか……）

「ねえ、上かみ中なか里ざとさん」

「え？」

　まなみが振り返ると、そこには三人のウェイトレスたちが立っていた。どこか、決意を秘めた表情をしている。

「もうこんなことやめようよ。ヘンシェルさん、仕事もちゃんとしてるし、かわいそう」

「そうよ。べつにわたしたち、ヘンシェルさんにうらみがあるわけじゃないし、こういうの、もう嫌なんだ」

「だからやめるね。シカトしたかったら、上中里さんだけでやれば。あたしたちは、ヘンシェルさんに謝ってくる。それによく考えたら、華道部の人たちだって、いいひとたちばっかりだし」

「華道部の人たちって、いつも朝六時まえに起きて、あの御ご殿てんを掃除したり、庭を掃き清めたり、朝ごはんを作ったりしてるんだって。わたしの友だちが、言ってた。そんなの、あたしたちじゃできないもの。えらいよね、って言ってたよ」

「あ、みんな……」

　敗北だった。手の中にあった全員の気持ちが、あっという間に離れてもう手の届かないものになっていく。

「じゃあ」

　背を向けて離れていく少女たちの後姿が、まなみに決定的なダメージを与えた。

（な、なによ、あんたたち！　さっきまでは……！）

「それというのも……」

　まなみの視線が、ヘンシェルを射る。

　次の瞬間、まなみの姿はフロアから消えていた。



「はああああ!?」

　リオナの奇声が迎げい賓ひん館かんの執務室に響き渡った。思わず立ち上がる。

「いったいなんのつもりなの！　わたくしはまだ選挙で負けたわけではなくてよ！　支持率だって一パーセントの差なんだし、必ず勝って見せるわ！」

「そうよそうよー！　リオナさまが勝つに決まってるんだからー！　立候補取り下げろなんて、失礼よー！」

　いきりたつめぐみ。

「ちょっと待った。意味が間違ってるよ」

　響織きよう子こが言う。

「はい。そうです。立候補を取り下げたい、というのはわたしのほうなんです」

　一瞬の沈黙。そうして再び絶叫。

「ええええええええええー！！！？？？」



　まなみは猛然と店を飛び出した。

　外へ出ると裏側へ回って物置小屋の下を覗のぞき込む。

「いた。おまえたち、ほら、出て来い！」

　もちろん、床下にいたのは、ヘンシェルの子ネコたちだ。

『みゅ～』

　人が来たからだろう。声を上げる。

「ほらほら。チッチッチッ……」

　まなみは舌を鳴らしたり、指を差し入れて動かしたりするが、どうも剣けん呑のんな雰囲気が伝わるようで子ネコたちはかたくなに出てこようとしない。

「ちっ!!」

　まなみは地面を蹴けり上げる。

「あの女のネコだけに性悪だわ！」

　意を決して地面に腹ばいになると、腕を床下へ突っ込む。顔が地面につくほどだ。

「この……とっととこっちへ来いってんだよ」

　まなみが悪戦苦闘していると、別のウェイトレスが出入り口から出てきた。

「まなみさん、店長が呼んで……なに、やってるんですか!?」

「うるさい！　もうちょっと……ほら！　つかまえた！」

　まなみはそう言うと、ようやく確保した小さな命をがっちりと握り、ずるずると引っ張り出す。

「へん、手間かけさせるわね、まったく！」

『うに、うにゃあ!!』

「あ、ネコ。子ネコだ！」

　子ネコの愛らしい姿に手を伸ばしてくるウェイトレスをはねのける。

「かまわないで！　引っ込んでろ！」

　まなみの剣幕にたじろぎながらも、ウェイトレスは物置小屋の脇わきに置かれているトレーを見つけて言う。

「この子ネコ、誰だれかが飼ってるんじゃないんですか？　まさか……」

「だから、うるさいって言ってんだろ！」

　大きな声に驚いた子ネコがジタバタ暴れる。まなみの手に噛かみ付いた。

「ち！　この！」

　まなみは顔を歪ゆがめながらも手は離さず、走り出した。

「あ、どこへ行くんですか!?」

「おまえに関係ない！」

　メイドコスチュームのまま、店とは反対側へ走っていく。

「あっちは、川……まさか……大変！」



「立候補を取りやめる……あなたが？」

　百八十度変わった形勢に、リオナは喜んでいいのか、それとも……という複雑な表情のままとりあえずソファーに腰掛ける。

「やった、やりましたね、リオナさまー！　これで当選確実ですよー！　あう！」

　至近距離からリオナが投げたクッションを、顔面にくらっためぐみが沈黙する。

「どうして」

　黎れいが聞いた。黎にも事態ははかりかねるようだ。

　支持率の差は一パーセントとはいえ、文科系クラブの蜂ほう起きによって由ゆ佳か里りの勢力は間違いなく拡大するだろう。そのまま明日の投票日、となれば、その優位はリオナにも崩せそうにない。そんな絶対的に有利な立場をなぜ捨てるのか。

「わたしは、もともと生徒会長になるつもりはありません。今回のことも、推薦人が百人になると自動的に立候補の扱いになる、という制度から、やむなくのことで」

「それはわかったわ。でもなぜ、と聞く権利はわたくしにもあるはず。同情や哀れみなら、そんなものはきっぱりお断りしてよ！」

「そのようなものではありません」

　そこまで言うと由佳里は、持っていたティーカップとソーサーをテーブルに戻した。

「わたしは、というよりも華道部は、生徒会に協力して学園を守りたいと思っています。それがひいては、文科系クラブや体育系クラブといった垣根を取り払って、全校生徒がひとつになる、きっかけになると思うんです」

「まあ、それはわかるけど」

　言い分としては理解できる。だが、生徒たちをひとつにする、というのなら、わざわざ立候補を取り下げずとも、生徒会長に自らがなってから、それをすればいい。

「では、もっとはっきり申し上げましょう。いまは、争っているときではない、ということなのです。リオナさんが勝っても、わたしが勝っても、学園にはしこりが残ります」

「そう、かもしれないわね」

　由ゆ佳か里りが本当に選挙に勝ったら、リオナ一派は別のサークルを作って体育系クラブと統合、徹底抗戦するかまえに出る。そんなシナリオが、すでに黎れいによって考えられていた。

「時間があまりありません。この島に、大きな危険が迫っています。場合によっては、この学園すべてが巻き込まれる恐れもあるのです。そのときに、生徒会ですとか、華道部とかに分かれていては、乗り越えられるものも乗り越えられなくなります」

「ちょっと、危険って、なによ!?」

　突然の由佳里の言葉に色めき立つリオナ。黎も顔を見合わせる。

　しかし由佳里は、

「ごめんなさい。それはまだ申し上げられないんです。でも」

　テーブル越しに手を伸ばし、リオナの手を取った。

　ビクッ、と驚くリオナ。

「な！」

「そのときは、必ず、わたしたちの、できうる限りのすべてをもって、ご協力いたします。リオナさん」

「……は、あ……」

　あっけにとられるリオナ。由佳里に握られた手を離すことも忘れていた。わずかに頬ほおが赤らんでいるのは隙すきを突かれたせいか。

「こ、こらー、リオナさまから手を離しなさいよー！」

　めぐみが騒ぎ出してようやく我に返る。しかしそのときにはすでに由佳里はリオナから離れ、席を立っていた。

「では、失礼いたしますね。立候補のほうは、今日づけで、取り消しをお願いします」

　にこっ、と笑う由佳里は、いつものふんわりはんなりした表情に戻っていた。

「ね、ねえ、なんなの？　いったいなにを言いに来たのよ、ねえ、ちょっと！」



　まなみが子ネコをかかえてたどり着いたのは、島でもいちばん大きな川にかかる橋のたもとだった。

「ふぅ、けっこう手間かけさせてくれるじゃないの」

　改めて子ネコをつまみあげる。

　首の後ろをつかまれた子ネコは、なにかを察したように必死で手足を動かし、もがいた。

「フン、いまごろ暴れたって遅いってーのよ」

　子ネコを顔の前にブラブラさせながら、まなみは橋の中央へ歩いていく。

　人と、せいぜい自転車程度しか通れない橋だが、向こうのたもとまでは十メートルはある。川の水みな面もまでは、五、六メートルの高さがあった。

『うみゅ、うぎゅーっ！』

「はは、かわいくねーな、おまえ。さて、と、どうしよ……」

「待て！」

　響き渡る声に、まなみはビクッ、と肩をすくませた。

　振り返る。と、そこに立っていたのは、

「子ネコを離せ。こっちへ戻してもらおう」

　メイドコスチュームから着替えたヘンシェルだった。

「ちっ！　なんでおまえが」

　まなみは露骨に顔をゆがめる。ヘンシェルの背後へ、他ほかのウェイトレスたちが走って追いついてきた。

「いまツヴァイを、子ネコを返せばよし。でなければ」

　ヘンシェルはエストクを抜き放つ。

「そうよ！　上かみ中なか里ざとさん、やりすぎよ！　罪のないネコちゃんを川へ捨てようなんて、ひどすぎる！」

　ウェイトレスの女子生徒たちも声をそろえる。

「あんたたち！　このまえまで、いっしょになってその女を追い落とそうって言ってたくせに！　なんて使えないやつら！　その女に教えたのは、おまえだな！」

　推察どおり、まなみの言葉から子ネコの飼い主に気づいたウェイトレスの女子生徒が、ちょうどアルバイトが終わって帰る支度をしていたヘンシェルに注進したのだ。

　ヘンシェルが剣の切っ先をまなみに向ける。

「わたしはおまえになんの感情も持っていない。わたしが目ざわりなら、いまのアルバイトもやめる。だが、その子にもしものことがあったら、おまえを絶対に、許さない！」

「な、なによ！　そんなもので……やれるものならやってみなさいよ！　だいたいおまえ、気に入らないんだよー！　せっかく、せっかく、あたしがいちばんだったのに！　あとから出てきて、ただきれいなだけで、愛想もないくせに！　あたしはいろいろ、サービスとか自分で考えて、それでいちばんになったのよ！　それを、ずうずうしいんだよ！」

　まなみの叫びを聞きながら、全員が橋のたもとから動けずにいた。

　近づけば、まなみは子ネコのツヴァイを橋から川へ投げ捨てるだろう。

　ヘンシェルは待っていた。

（あとほんの、少し……！）

　体内の行動加速装置がチャージされるのを、である。

　加速装置さえ使えれば、まなみまでの距離など一瞬だ。なにが起こったのかわからないうちにツヴァイを取り返せるだろう。

　だが、急いでここへ来るまでに、すでに加速装置を使ってしまっている。次に使うには、まだチャージが足りない。

「……どうしたでありますか、ヘンシェルもみんなも」

　そこへちょうど、おつかいから帰ってきたメイド服姿のきっ子が通りかかった。

「きっ子！」

「夏なつ岡おかさん！」

　きっ子は橋の反対側にいる。まなみを挟んで、ヘンシェルたちときっ子がちょうど向かい合う形になった。

「なんだおまえまで！　来るな！　来るなって……！」

　きっ子の出現で挟み撃ちになった形のまなみは動揺した。

　と、そのとき、

『みぎゅ～っ！』

　つかみ上げられていたツヴァイが、突然身体からだをくねらせ、まなみの腕にしがみついた。同時に、思い切り歯を立てて噛かみ付いたのだ。

「きゃ、う！」

　不意をつかれ、しかも噛まれた痛みでまなみの手が緩む。

　スルッ……。

　子ネコがまなみの手から滑り落ちた。

「あっ！」

　誰だれもが声を上げた。

「う……！」

　まなみすらも。まだ落とすつもりはなかったのに、手から重さがすり抜けていった。

　そのまま子ネコは、川かわ面もへ向かって落下していく。

　大きな川ではないものの、流れは意外と速い。落ちたら、生きているうちに助け上げられる保証はなかった。

　チャージ、完了！

「……!!」

　ヘンシェルの姿がかき消えた。

　みんなの目が子ネコに集中しているいま、ヘンシェルが行動加速装置を使っても、それは気づかれない、あるいは気にする者はいない。

　そのまま一気に水すい面めんへ降りて、落ちてくるツヴァイをキャッチ！

　するはずだった。が、さらに予想できないことが起こった。

　ヒュ――――ッ！

　急に黒い影がよぎった。

　その影は、ヘンシェルがキャッチするより速く、子ネコをガッチリとその爪つめでつかむと、急降下してきたスピードをそのまま活いかしてこんどは高く舞い上がる。

「なに！」

　トンビだった。

　いまや子ネコのツヴァイは、トンビの獲物になってしまったのだ。

　そしてヘンシェルの加速時間も、一秒を過ぎて終了した。

　このままでは、ツヴァイはトンビの巣に連れて行かれ、餌えさになってしまうだろう。

「ヘンシェル！　ダメ！　であります！」

　ヘンシェルの考えをよんだきっ子が叫ぶ。

　が、ヘンシェルのほうが一瞬速かった。

　バッ!!

　背中から飛行デバイス、つまりターボファンのノズルと翼を展てん帳ちようすると、ヘンシェルはトンビを追って一気に空中へ舞い上がった。



「それから……」

　いままさに生徒会の執務室をあとにする、というところで、由ゆ佳か里りが振り返った。

「な、なによ、こんどは」

　思わず身構えるリオナ。

「わたし、華道部の部長からも、身を退ひきたいと思っています」

「もう三年だからね。わたしもよ」

　響織きよう子こも副部長を辞するつもりらしい。

「えええええ！」

　今日何度目かの驚きの声がリオナとめぐみからあがる。黎れいもＰＣの液晶モニタから顔を上げた。

　確かに、たいていのクラブは、大学受験などを控えた三年ではなく、二年生が部長などを務めるのが普通。だが華道部の象徴である由佳里が部長を辞めるなど、想像もできなかったのだ。

「じゃ、じゃあ、部長には誰だれが？」

「ヘンシェルさんにお願いしようと思っています」

「ヘンシェルって！　あの、アンドロイドじゃなくて!?」

　リオナの言葉に由佳里はにっこりと微笑ほほえむ。

「ヘンシェルさんは人間ですよ。人の心を持っていますもの。自分で考え、悩んで、ひとを気遣う、そんなかたが人間でなくて、なんなのでしょう」

「でも、ヘンシェルも三年のはず」

　言ったのは黎だ。

「はい。でもヘンシェルさんは、今年卒業せずに、来年も自主的に高等部に残るおつもりです。そのことでわたしも相談を受けて、とてもいいことです、と申し上げました」

「日本のことをもっと知りたい、勉強したい、っていう理由はあるけど、やっぱり市いちヶが谷や馨けい一いちといっしょにいたい、ってことだろうね」

　響織子が笑って説明する。

「市ヶ谷馨一って、あの、なんてことない」

「いいえ、市いちヶが谷やさんはすばらしいかたです」

「えーっ！　ボーッ、としてるし、成績だってそんなによくないしー、スポーツマンってわけでもないし」

　そう言うのは馨けい一いちと同じクラスのめぐみだ。

「まあ、確かに。なにかひとつ、ものすごく秀でてるって感じではないかもね」

　響織きよう子こがかすかに苦笑する。

「でもそこがいいんです。市ヶ谷さんはとてもバランスがいい、というのでしょうか。責任感が強くて、謙虚で、人の気持ちになって考えることのできる、とてもやさしい心の持ち主です。そのうえ、機械にも詳しくて、発明という自分の得意な分野、世界を持ってらっしゃいます」

「ちょっと頑固だけどね」

「市ヶ谷馨一、そうだったかしら」

　由ゆ佳か里りと響織子に言われて、つい考えてしまうリオナ。しかしどこまで考えてもリオナのタイプではなさそうだ。

「副部長には大おお崎さきゆひね」

　響織子が言う。これは理解できるところだった。

　それでは、と、こんどこそ由佳里たちが辞してから、急にガランと広く感じる執務室の中で、しばらくリオナは立ち尽くしていた。

「由佳里が、華道部の部長を辞める、なんてことが、あるのね。なんだか、とても」

　寂しいような思いが、胸の中を占めていた。

　由佳里とリオナ、ふたりはいつも並び称される存在だった。

　中等部のころにリオナがクラス委員として生徒会の仕事を始めたころ、すごい美少女が華道部にいる、と話題になっていた。それがもちろん由佳里だった。

　そのころから意識しはじめて、気が付くと最大のライバル、と自他ともに認めるようになっていた。

「ライバル、か……」

　時間は進む。ふたりの関係も変わる。

　ライバルどうし、真正面からの対決、と思われた今回の生徒会長選挙が、こんな形で終わるとは思ってもいなかった。

「で、でも、でもー。リオナさまの勝利は、これで疑いないわけでー」

　リオナを元気付けようとするめぐみの言葉も、どこか寂しげな調子を帯びている。

「そうね。確かにわたくしがまた生徒会長になることは、これで間違いなさそうだけど……なぜ生徒会長にそんなになりたかったのか、なんだかわからなくなってきてよ」

「そんな、リオナさまー！」

「わかってる。めぐみ、黎れい、あなたたちのためにも、わたくしは生徒会長を続けるわ。でも……」

　リオナは天井まである大きな窓のすぐ側そばまで歩いた。午後の光がリオナの顔を温かく照らしている。

「そうね、文科系クラブにも、これからは、やさしくしてあげてもいいかもしれないわ」



　翼を広げて空へ駆け上がったヘンシェルに、誰だれもが目を見張った。

　驚き、にもならなかった。事態が理解できなければ驚くこともできない。

　ただただ、目で、空中のヘンシェルを追いかけた。

　だからいちばん驚いたのは、トンビのほうだったかもしれない。

　突然、自分の翼長の倍以上もの巨大な“〝鳥”〟が、それも恐るべきスピードで見る見る迫ってくるのだ。

『ギ！』

　トンビは瞬時に判断した。逃走に移る。そして逃げるのに、足の爪つめがつかんでいる重い荷物は不要だった。

　パッ、とトンビが子ネコを離した。

　石のように落ちてくる子ネコを、ヘンシェルがすかさずキャッチする。

　そのまま、ターボファンを噴ふかし、橋の中央に着地した。

　腕にかかえた子ネコを見る。

『ウミュー、ミャアア！』

　ヘンシェルがわかるのか、子ネコのツヴァイはしきりに鳴き声を上げる。その声はもう恐怖におびえるものではない。

「よかった」

　トンビの足でつかまれた怪け我がもないようだ。

　ヘンシェルの背中の翼が、スルスルと折りたたまれていく。ターボファンの噴射口とともに、背中に収納された。

　こんなときのために、ヘンシェルのブラウスには縦にスリットが入れられている。翼が消えると、なにごともなかったかのような、いつものヘンシェルが立っていた。

　が、

「な、なに！」

　声を上げたのはまなみだ。

「いまの、なんなのよ！　あんた、なんなの！」

　その表情は、しかし批難するものではなかった。

　異常なものを見たときの恐ろしさ、恐怖が顔にある。そしてそれは、まなみ以外の、メイド喫茶のウェイトレスたちにも伝わっていた。

　顔を引きつらせ、口に手を当てて、いま見たものを必死で理解しようとしている。しかし目は見開かれたまま、ヘンシェルを見つめたままだった。

「まえから変だと思ってた……でも、あんなふうに飛んだり……」

　まなみの声が、恐怖に変化していく。

「化け物……！　人間じゃないわ！　いったい、あんたみたいな化け物が、なんでこんな……いやあ！」

「わたしは……」

　ヘンシェルが半歩踏み出したとたん、まなみが叫び声を上げた。

　そしてまなみの悲鳴が、他ほかのウェイトレスたちにも伝でん播ぱする。

　ヒソヒソと言い合う者。青ざめ、ヘンシェルから顔を背ける。そしてあとずさる。

　ついに、知られてしまった。

　ツヴァイを助けるために、とっさに飛行能力を使ってしまった。

　それしかなかった。でなければ、トンビにさらわれて、いまごろ子ネコはもう命を失っていたかもしれない。

　だが、その代償は大きかった。

　まなみだけではない。すべてのウェイトレスの女子生徒たちが、ヘンシェルを恐怖の目で見ている。

　それまでいっしょにはたらいてきた。今日も、まなみのいじめからヘンシェルを助けようと、率先して行動してくれた彼女たちでさえ、これだ。

（無理もない。わたしは、人間ではない……それなのに、わたしは、人間として作られた。人間に近く、人間と思わせ、人間をだますために、限りなく人間らしく作られた、アンドロイドだ！）

「ヘンシェル！　ヘンシェルは化け物なんかじゃないであります！　きっ子の大切な、お姉さんであります！」

　きっ子がヘンシェルのまえに飛び出してきた。が、

「なに言ってるの！　あれが化け物じゃなくてなんなのよ。この女の妹だなんて、あんたも化け物の仲間じゃないの!?　それともちゃんと人間だって、証明できるの!?」

「それは……」

　きっ子が口ごもる。

「それくらいで、いいだろう」

　ヘンシェルが進み出た。まなみがその分、逃げるようにあとずさる。

「そなたの言うように、わたしは人間ではない」

「ヘンシェル！」

　きっ子が言うが、ヘンシェルはかまわず続けた。

「だが、わたしとて……のぞんでこうなったわけではない……」

　最後は、まるで自分に言っているようだった。

「なに言ってるの!?　ぜんぜんわかんない。人間でなかったら、なんなの!?　あんたはなんなのよ!!」

　だがまなみの問いには、もうヘンシェルは答えなかった。

　答えられなかった。なぜなら、それはヘンシェルがもう、何千回も自問していること、そしてどこまで行っても答えの出ない疑問だったから。

「きっ子。ツヴァイをたのむ。店の裏の物置小屋に、あと三匹いる。ひきとって、華道部で育ててくれるよう、たのんでほしい」

　そういうと、子ネコをきっ子にあずけた。

　抱きかかえられながら渡されるときに、ツヴァイはヘンシェルのブラウスに爪つめを立てて、いやいやをするように少しだけ暴れた。

　最後に子ネコの頭を何度かなでた。

「世話になった」

　ウェイトレスの女子生徒たち、それにまなみの顔までも順に見て、そしてきっ子にうなずくと、すっ、と背を向ける。

「ヘンシェル、どこへ行くでありますか、まさか……」

　橋を、みんなのいないほうへ歩いていく。たもとまで歩くと、背中から再び飛行デバイスを展てん帳ちようした。

　バッ！

　広がる、白い翼。そして、空へ、駆け上がっていく。

「ヘンシェルー!!」

　きっ子が駆け寄る。しかし振り返ることなく、ヘンシェルは飛び続け、やがて、夕焼けが忍び寄る空に、見えなくなった。
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「ヘンシェルが、いない？」

　きっ子にことのあらましを聞いて、馨けい一いちは青ざめた。

　ヘンシェルは飛び去ったまま、まだ戻ってきていない。

　すでに三時間が過ぎていた。

（ヘンシェル……。ヘンシェルの性格なら……まさか、このまま……！）

「きっ子。きっ子とヘンシェルは、お互いに通信みたいなことができるんだろ？　呼びかけてみてくれないか」

「それは、さっきからなんども呼んでいるのに、返事がないであります」

「じゃあ、居場所がわからないか？　ＧＰＳみたいに、どこにいるか……」

　しかしきっ子は首を振る。

「そう、か……」

　ＧＰＳは衛星とリンクするシステムだ。数百キロのレンジを持つならともかく、接近戦がメインの彼女たちにその機能まではない。

「ヘンシェルの行きそうなところとか、きっ子、知らないか」

「え？　うーん、うーん……うーん」

　だが、普段行くようなところへ行くとも思えないし、そうなると、

「手がかり、なし、か」

　いつもいっしょにいるような気がしていたが、こんなときにヘンシェルの考えをトレースすることもできない。

（けっきょく、ぼくはヘンシェルのなにを理解していたんだ？　なにをわかっていたつもりなんだ？）

　僚りよう冶じの言ったことがいまごろ迫ってくるようだ。

　アンドロイドの正体が知れてしまったヘンシェルは、自分が姿を消すことで、馨けい一いちや華道部に迷惑をかけまいとしている。

　だが、この島のどこに居場所が……しかも、いつまでも隠れていられるわけではない、としたら……。

　焦る馨一に、きっ子がポツリと言った。

「もしかしたら、ヘンシェルは、死のうとしてるのかもしれないであります」

「死のうと……死ぬ？　ヘンシェルが」

「きっ子は、一回死んだからわかるであります」

「きっ子……」

　馨一は驚いたようにきっ子を見る。

（そうだ。きっ子だって、ぼくたちのために一度……）

「だからわかるであります。ヘンシェルはきっと、へーかのために、みんなのためになにかしようとしているであります。これを最後に、って。ただ死ぬなんて、ないであります」

「そうだ。そうだよね。そうだ」

　ヘンシェルが、ただ自殺のようなことをするわけがない。だとすると、

「そうか。もしかしたら！」

　馨一の脳裏に閃ひらめくものがあった。
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「いいかきっ子。ヘンシェルはきっと、一人で地下の洞どう窟くつへ行ったんだと思う。あそこが、この島の謎なぞの、いちばんの核心のような気がするから」

　夜。

　馨けい一いちはきっ子とふたり、華道部の御ご殿てんを出る決意を固めていた。

　地下洞窟。ヘンシェルの行き先はそこしか考えられない。

　タイムスリップとしか思えない、異常な現象の起こる地点。

（ヘンシェルは、洞窟そのものを調べに行ったのか。なにか、あの現象を封印するような手段でも……）

　だがどちらにせよ、ヘンシェルがその身をかえりみないなにかをしようとしていることは、馨一にもわかる。

　持っていくものを用意する。

「……懐中電灯。スペアの電池。水と携帯食料、工具にタオルにノートに筆記具、虫眼鏡にマッチ、ウエットティッシュ、ビニールテープ、それに、ええとなにか武器になるもの……ダメだ。こんなに持っていけないよ」

　次々入れているうちに、リュックがパンパンになってしまった。

「遠足じゃないんだし、もっとスリムにしなきゃ。あったら便利だ、と思ったけど、このへんはいらないな……うん、でもやっぱり武器がなにかあったほうがいいのかな。バットとか、刃物、とか……」

　そんなものが、役に立つんだろうか。

「へーか」

　きっ子が馨一の腕を引く。

「きっ子が、へーかの武器、であります。きっ子は、へーかを守るでありますから」

「きっ子……そうか」

　そうだった。きっ子は戦闘アンドロイドだ。どんな武器よりも強力な。

「でも、その武器はなるべく、使わないように、しような」

　うなずくきっ子の頭を、つい馨一は撫なでようとして、手をとめた。きっ子の目が、馨一を見ている。その目はいつもと同じように、馨一だけを見ているようだ。

「へーか。へーかは、もしきっ子がいなくなっても、こんなふうに捜してくれるでありますか？　ヘンシェルを捜すように、捜してくれるでありますか？」

「え」

　一瞬、返答に困った。

　きっ子が、もしいなくなったら……。

（そうだ。答えはひとつしかないじゃないか！）

「もちろん。見つかるまで、捜し続けるよ」

「へーか……うれしいであります」

　きっ子の手が、馨けい一いちに押し付けられる。馨一はその手を握る。力を込めた。

「きっとヘンシェルも、へーかのそんな気持ちはわかってるであります。へーかと会えば、きっと戻って来るであります」

「そうだね。行こう」

「はい、であります」

　用具室から出た。さまざまな物を調達するために、華道部御ご殿てんの端の用具室の中を捜していたのだ。

　きっ子と二人、御殿を出ると裏庭を通り、裏門から外へ出る。と、

「先輩！」

　そこには、完全武装した流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつの姿が。

「遅かったなァ、市いちヶが谷やァ」

　ライト付きのヘルメット。作業衣に安全靴。手にはツルハシ。背中に大きなバックパック。九品仏は寝袋までくくりつけていた。

「流山先輩に、九品仏部長も。どうして」

「あのなァ、おまえ。懐中電灯ないか、ってオレに聞いただろうが」

「れ、そうでした。でも、探し物をするからって」

「ヘンシェル嬢の失しつ踪そうは聞いた。あの洞どう窟くつへ行くんだろォ？　そう広い島じゃない。捜せるところはもう全部捜した。となると、残ってるのはあの地下洞窟しかない。簡単な帰納法だよォ」

「な、なるほど」

「それになァ、あれほどの怪現象。オレたちがいつまでもほうっておくはずはない。いつか発明部として、落とし前をつけなきゃならんと思っていたところだァ」

　傍らで九品仏が激しく頷うなずいている。

「わーい、流山浩こう一いち郎ろうと、九品仏部長もいっしょであります」

　きっ子がよろこぶなか、馨一は目頭が熱くなるのをおぼえた。

「先輩！　ありがとうございます」

「市ヶ谷、喜ぶのは早いぞ。もしかすると、単なる洞窟の怪現象だけとは限らんかもしれんしな」

「限らない……つまり」

　馨一にもそれは容易に推理できる。

　これまで夷い皇おう島じまを襲ってきたさまざまな敵。

　装甲車とヘリの部隊。二代目のきっ子を作り、ヘンシェルを送り込んできたネオ・ナチの輸送船。フォルゴーレだって、ネオ・ナチ組織から送り込まれた刺客には違いないのだ。

（また、新たな敵が来たって、そういうことなのか。それをヘンシェルはもう知っていて……？）

　思い至りながらも、どこか否定したがっていた。

　洞どう窟くつの怪現象に向かうだけだと、思いたかった。より、危険の少ないほうを。

　ヘンシェルたちアンドロイドを作ったとされる、メレンゲという博士。馨けい一いちも一度見たことがある。彼とネオ・ナチ組織が、そう簡単にあきらめるわけはないと知りながらも。

「先輩……」

「ああ。だがなァ。危険は承知だ。というより、むしろそんなところへ、ヘンシェル嬢ひとりを行かせるわけに行くかァ！」

　流ながれ山やまの言葉が、こんどこそ馨一の気持ちを、困難と正面から向かい合わせた。

（そうだ。ヘンシェルだけに、そんなことさせるわけにいかない）

「そうですよね。ぼくたちは、何度もきっ子や、ヘンシェルたちに助けられてるんだ」

「ああ。こんどはオレたちがヘンシェル嬢を助け出す番だな！」

　背後では、ツルハシを手に、大きくうなずく九く品ほん仏ぶつ。

「行きましょう、先輩！」

「うむ。行くぞォ、出撃ィ!!」
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　ヘンシェルは、暗い洞窟の中を歩いていた。

　地面には不思議な発光性の苔こけがびっしりと附ふ着ちやくしているせいで、目が慣れればまったくの暗くら闇やみではない。視覚デバイスの光感度をさほど上げなくてもふだんのように歩くことができた。

「そろそろ、か」

　前回も通った、壊れかけた鉄の扉にたどり着いた。ヘンシェルは扉を押し開ける。錆さびついた鉄が立てる悲鳴とともに、入り江への入り口が開いた。

　扉の向こうはデッキのように高くなっている。そこからは地下の入り江の全ぜん貌ぼうを見渡すことができた。そしていま、見えるものは……。

「やはり……」

　入り江は現代のものだ。六十年前の光景ではない。

　しかし、そこには鎮座する潜水艦があった。

　シャチのような紡錘形の中央に細長いドーム状の司令塔。間違いない、現代の潜水艦だ。

　そして、

「よく来たな、ヘンシェル」

　数人の兵士に護衛された男が、階段の向こう側に立っていた。

　白衣に縁のないメガネ、総白髪だが、顔は意外なほどの若さを保っている。百九十センチ近い長身。その男こそ、

「メレンゲ……ドクトル……！」

　ネオ・ナチ組織、“〝真紅の十字クロイツ・ロツサ”〟の科学部門を束ねる、メレンゲ博士だった。

　昨日の夜。

　子ネコたちに缶詰をあげていたときに、ヘンシェルは通信を受けた。それは、ヘンシェルだけに向けて発せられた、メレンゲからの通信だった。

　だがヘンシェルはそのことを誰だれにも言わなかった。きっ子にも、馨けい一いちにも。

　そして同時に、決意を固めていた。

（メレンゲとその組織は、この島に……学園にとっての敵。馨一の身が危なくなるのなら、わたしが、行かなければ……）

　そう思いながらも、馨一とすぐに別れることができなかった。

　結果的に、まなみたちにアンドロイドの正体が知れたことが、ヘンシェルをこの洞どう窟くつへ向かわせることになった。

「ようこそ。いや、おかえりと言うべきかな。私の娘。私の、最高の傑作よ」

　そう。このメレンゲ博士こそ、ヘンシェルを設計、開発した当事者だった。その意味で、まさにヘンシェルの父とも言える存在。

　ヘンシェル、きっ子、フォルゴーレの三体は、もともと、第二次世界大戦中にドイツが開発した、アンドロイド兵士がベースになっている。

　それが日本へ渡ってきっ子となり、イタリアへ送られてフォルゴーレとなった。いずれもメレンゲの手でアップデートされ、現代の仕様に洗練されていた。

　ヘンシェルはメレンゲの言葉に表情を険しくした。

「わたしを呼んだ理由はなんだ。聞かせてもらおう」

（これで、よかったのだ。わたしを作ったこの男と刺し違えても、馨一も、みんなも、この学園も、決して好きにはさせない……！）

「あいかわらず気が強いようだ。そういうところも私は気に入っているがね。誇り高いオーストリアの姫君にふさわしい」

「そんな、設定など！」

「怒った顔もいい。そっくりだ」

「そっくり？」

「そうだ。設定などではない。おまえには実際の人間の記憶が移植されている」

「やはり、これは、他人の記憶なのだな」

　メレンゲを睨にらんだまま、ヘンシェルの表情が暗くなる。

（しょせん借り物。他人の記憶か……）

「他人ではない。十七歳で死んだ、私の娘、グレーティヒェンの記憶だ。おまえが覚えている、東アルプスの山々の萌もえ立つ緑も、流れる小川の水の冷たさも、ブランコを吊つるしたマロニエの木の枝も、夭よう折せつした我が娘、グレーティヒェンが経験したことだ」

「なん、だって……？」

「考えてもみるんだ。あのきっ子にしろ、フォルゴーレとて、おまえのような記憶を持ってはいない。なぜか。必要ないからだ。戦闘アンドロイドに記憶など必要ない。物心ついたころからの、幼い少女の記憶を連続的に持っているのは、ヘンシェル、おまえだけだ」

「なぜ……わたしに……！」

　ヘンシェルはショックを受けていた。

　アンドロイドであることに大きな絶望を感じていた。そのせいで、どこか自分を捨てようとしていたところもある。

　それが、ここへきて、メレンゲの娘の代わりだ、などと……。

（本当の人間の記憶が移植されている……それも、この男の、娘の！）

　不意に結びついた。

　幼いころの記憶。記憶の映像。そこに出てくる両親の顔は、いままでぼやけていた。その顔が、いまははっきり見える。父親の顔。若いメレンゲの顔そのものだった。

「……信じられるもの、か……うぅ！」

　頭を押さえて、膝ひざから崩れ落ちた。

　記憶が、解凍されたのだ。

　それはメモリーと言ってもいい。両親の顔を思い出せなくてもいままでは不自然に思わなかった。それは設定されていないのだと思うだけだったから。だが違った。その部分は封印されていた。メレンゲの一言で、封印が解かれたのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「続きは、船の中で話そうか、ヘンシェル。つもる話もある」

　メレンゲが差し出す手を、ヘンシェルは振り払った。

　剣の柄つかに手をかける。

「黙れ！　聞きたくもない。わたしはここでおまえを滅ぼして、そして死ぬ。わたしにとって、もっとも価値ある死だ。それができたなら、わたしは生まれてきた意味がある」

　ヘンシェルのそんな思いつめた感情を、メレンゲは反抗する娘を見るように笑った。

「おまえの成長はすばらしい。自己犠ぎ牲せいの精神まで学んでいるとは、な」

「自己犠牲……」

「だが、おまえは、実の父を斬きれるのか。おまえの本当の父親を」

　父親、という言葉が、ヘンシェルの心に大きな負荷をかける。のしかかってくる。

「言うな！　おまえなど、本当の父親であるはずが……！」

　が、剣を鞘さやから抜くことができない。剣をメレンゲに突きつけることが、できない。

　ヘンシェルが逡しゆん巡じゆんするうちに、護衛の一人がメレンゲに耳打ちした。メレンゲの表情が変わる。皮肉っぽい笑みが戻った。

「どうやら遊んでばかりもいられなくなったようだ。おとなしく船に来てもらうぞ、ヘンシェル」

「なんだと」

「イチガヤ、ケーイチと言ったかな」

「ケーイチが、どうしたというのだ！」

「おまえの第一対象として、われわれも緩やかな監視を続けてきた」

　緩やかな監視、とはフォルゴーレによる諜ちよう報ほう活動（？）を指すものだろうか。

「第一対象？」

「簡単にいえば、感情の欲する対象だ。アンドロイドに生ずる感情のトリガーとなる人物として私も興味を持っていた。また、おまえがこれほど成長したのは、そのイチガヤケーイチによるところが大きい。まったくおもしろい研究対象だな。そして、こんなときは必ずやってくる」

「来る……？　ケーイチが」

「こちらへ向かってきている。すでに捕ほ捉そくした」

「なに！」
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　すでに洞どう窟くつに入ってから一時間近く。

　馨けい一いちときっ子、それに流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつの四人は、えんえんと歩き続けていた。自然の洞窟は、途中から人工のトンネルに変わっていた。

　やがて、懐中電灯の光が、前方をさえぎる壁を照らし出した。

「あ、このあいだの、海へ通じる扉であります！」

　きっ子も気づいた。

　地下道の先が行き止まりになっている。分厚い金属製の扉が設けられていた。

「扉がちょっと開いてる」

　馨けい一いちたちは慎重に歩み寄った。懐中電灯を消し、扉に身体からだをつけて隙すき間まから外をうかがった。

「あ、あれ……！」

　そこに見たのは、先ほどのネオ・ナチの潜水艦だった。入り江に投とう錨びようしたまま、その真っ黒な船体を休ませている。

「お、おい！　ありゃあ、どう見ても、現代の潜水艦だろうがァ」

　押し合うように扉の隙間から覗のぞき込む流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつたち。上からちょうど、九品仏、馨一、流山、きっ子、の順に頭が並んでいた。

「そうですね。前回は、旧日本軍の伊い号ごう潜水艦でしたけど、こんどのは」

「でもサイズから言って原潜には見えないなァ。二千トン、てとこか。しかしディーゼル潜水艦で外洋を浮上航行してきたら目だってしようがないだろォ。てことはだ」

「ＡＩＰ……燃料電池潜水艦、その実用版ってことですか」

　すでにいくつかのプロトタイプが各国で試作されている、未来の潜水艦。ネオ・ナチの潜水艦は、さらに数年以上先進的なタイプのもののようだ。

「こいつはいよいよ、ネオ・ナチの線だな。どうする、市いちヶが谷やァ？」

「どうするって……」

　馨一はゴクッ、とノドを鳴らした。

「行くしか、ないです。行きますよ！」

　そう言うと、流山がニッ、と笑った。九品仏が武器でもあるツルハシを突き上げた。

「その言葉を待ってたぞォ。きっとヘンシェル嬢はあの中だ。となれば、行くしかないィ！」

「へーか、きっ子に命令してほしいでありますー」

「うん。わかった。でも極力武器は使わないように。真正面からの戦いになったら勝ち目はないからね。隠おん密みつ行動で、行きましょう」

「おお……！」

　が、言いかけた馨一たちは、口を開けたまま固まった。

　潜水艦の司令塔下のハッチから、武装した二人の兵士が出てきたのだ。しかもその銃口は、あきらかに馨一たちのほうを向いている。

「！」

　あわてて伏せる。退路を探して後ろを振り返った。が、そこにも銃を構えた兵が。

「ダメだ、市ヶ谷、後ろにもふたりいるぞォ！」

　どうやらこれで、ずっとまえから捕ほ捉そくされていたらしいことがわかってしまった。

　目出し帽をかぶった不気味な兵が、ゼスチュアで武器を捨てろ、と言う。

「ど、どうします、先輩」

「どうって、ここはだなァ！　……捨てよう」



「次元振動……？」

　そう言うヘンシェルは、ベッドに横たわっている。

　ベッドといっても、寝具ではなかった。ここは潜水艦内のメレンゲの研究施設で、これはアンドロイドのメンテナンス用機材なのだ。

　四十五度ほどに傾けられたスチール製のベッドの上で、ヘンシェルは一糸まとわぬ姿を他ほかの機材の中に埋もれさせていた。

　両手、それに両脚は取り外されている。加えて背中の飛行ユニット部分が開口され、一部の機器が交換のために剥はがされていた。

　ここは潜水艦の中にあるメレンゲの研究室。

　ひさしぶりに“〝娘”〟の身体からだを診たい、というメレンゲの申し出を、ヘンシェルは一度は断った。しかし、いわば人質とも言える馨けい一いちの件を持ち出されては、けっきょく従うしかなかった。

　多くのコードが、ヘンシェルの身体や頭部につながっている。その作業中、ヘンシェルはネオ・ナチ組織が執しつ拗ように夷い皇おう島じまを狙ねらう理由を聞き出そうとした。

　メレンゲが答える。

「そうだ。この島の地下、数百メートルにある一点が、次元振動の断層と考えられている。いわば次元と次元の狭はざ間ま。つまり地震で言うところの活断層だな。そこはとてもデリケートで、ちょっとした刺激で次元の振動が起こりうる。また、境界に渦巻く次元のエネルギーの循環、摩ま擦さつによっても、日々ストレスが蓄えられている。なにかの拍ひよう子しで、この島全体、あるいは、もっと広範囲な、次元のリープ（跳躍）が起こるとも限らない」

「そんなところへのこのこ出かけてきて、いいのか。この潜水艦ごと、次元振動とやらに巻き込まれたらどうするのだ」

「いまのところ、その兆候はない。次元エネルギーの湧ゆう出しゆつ、つまり、この付近の海水中の中間子、クォーク（素粒子）の量に異常な変化は見られていない」

「さすがに用意はいいのだな……次元振動とは、この間、わたしたちが見た、過去の世界のようなものか。戦争中の、この島の光景……」

「そうだな。あれは一部だが、そういう現象も起こりうる、ということだよ」

「ならば、その次元振動を利用して、おまえたちはなにをしようとしている。この島を、どうしようと」

「我々以前に、この島を利用しようとした者たちがいるところから説明しなくてはならない。おまえももう察しているだろう。それは、かつての日本軍だ」

　日本軍はこの島に基地を建設する際、次元振動現象に遭遇した。そして研究を進めるうちに、それを人為的に起こす可能性を探るようになった。この島の、防衛とは無関係の大規模な地下施設は、そのためのものだった。

「夷い皇おう島じまの名もそのときにつけられた。夷とは、日本語でforeign enemyを指す言葉だが、そこには未知のものへの畏おそれが多分に含まれている。夷の皇、つまり、巨大な未知の力、それもともすれば邪悪なる力の島という意味を表しているのだ」

「日本軍が、そんなものを……ならば、アンドロイドは、無関係だったのか」

「いや、そうではない」

　メレンゲの話は複雑だった。

　日本軍が初めてこの夷皇島を占領、次元振動現象を発見したときは、まだ攻勢期にあった。つまり勝ち戦だったので、未知の現象も純粋に科学的な視点から調査が進められた。

　しかしその後、一年もしないうちに戦局は逆転。二年を経るころには、相次ぐ敗戦で次第に追い詰められていく。

　こうなると日本軍統帥部は戦局の一発逆転を模索するようになり、それが夷皇島にも白羽の矢を立てる理由となった。

「次元振動現象を使って、戦いを有利に導こうと……？」

　ヘンシェルが尋ねる。いまは、液体酸素の補給槽に入れられていた。顔まで浸つかった液体酸素は、ときおりナノマシンの帯電現象から起きる光でチラチラと瞬く。

「そうだ。爆発などを使って人為的に次元振動を起こす実験が続けられたのだよ。その結果、驚くべきことがわかった。実験の際に用いられた対象物……単なる鉛の塊だがな、それが引き起こされた次元振動で消滅したのだ」

「消滅……それでは」

「まだ続きがある。消滅した鉛の物体が、一ヵ月後、偶然発見された。それは日本本土の、ある地層からだった。推定して、最低でも二百年前の地層だった」

「では、その物体は、時間を遡さかのぼったとでも？」

「そのとおりだ。その後さらなる実験によって、ある程度、タイムリープの幅や場所をコントロールすることもできたようだ」

「タイムリープを使って戦争を……ということは」

「簡単に言ってしまえば、過去に戻って歴史を作り直す、ということだな。戦争の種を除いてしまう。あるいは、単に一つの海戦に勝利するだけでも歴史への影響はそうとう大きい。日本軍が血眼になってやり遂げようとしてたのはそういうことだ。一歩間違えば、巨大な次元振動によって世界全体を危うくしかねないというのに。そんな、世界を引き換えにした綱渡りを行おうとしていた」

「では、アンドロイドは……」

「ここでアンドロイドが出てくる。歴史を簡単に変えるにはどうしたらいいと思う？　何万もの軍隊をその時代へ送り込むことかね。一国を無くしてしまうほどの超自然現象が必要か？」

「違う。人だ。歴史の、その時代のキーとなる人間を……」

「そうだ。人間だ。けっきょく歴史を作るのは人間だからな。フランス革命時代にナポレオンがいなければ、フランスはイギリスやプロイセン、オーストリアに占領されていただろう。この国で言えば、サカモトリョーマがいなければ薩さつ長ちよう同盟は結ばれず、明治維新はもっと遅れた、とも？」

「わからない。だが、アンドロイドはなぜ必要なのだ。わたしたち、アンドロイドは」

　いつしかヘンシェルは、メレンゲの話に集中していた。この夷い皇おう島じまのあまりにも大きな秘密。それをめぐる、各国の思おも惑わく。そして、アンドロイドの運命に。

「キーになる人間を排除してしまえばいいのはもうわかった。だが、そのための実行者は鉛の物体ではない。生身の人間は、タイムリープの衝撃に耐えられないとわかった。もちろん、さまざまな実験の結果、判明した事実だろう」

「では、そのために、アンドロイドを！」

　メレンゲはそこで初めて話を切ると、大きく頷うなずいた。

　わずかに間が空あいた。ヘンシェルはショックを隠し切れなかった。

　時空を超えて、暗殺を行うための要員として、アンドロイド、ことに女性型アンドロイドが作られたのだとしたら……。

　メレンゲが再び口を開く。

「もともと、わがナチス・ドイツでは、アンドロイドを兵士として研究してきた。女性型もそのバリエーションだった。が、ここへ来て、アンドロイドの存在意義が変わった。そのため、警戒感を持たれにくい、女性型、少女型のアンドロイドが優先的に開発された」

　これですべてのつじつまが合った。

　しかし、その後もなぜネオ・ナチはアンドロイドの研究を続けているのか。そして夷皇島にこだわる理由は……。

　ヘンシェルの疑問は、声に出さなくてもメレンゲに届いていたのだろう。メレンゲはいつもの皮肉な笑いを浮かべると、驚くべきことを口にした。

「そうだ。我々の計画とは、第二次世界大戦の、あるいはそれ以前の世界へ干渉し、ナチス・ドイツを勝利させること。ドイツによる世界の覇権作りを完遂することだ！」
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「おーい！　いつまでこんなところに入れておくんだ！　おい、なんとか言え！」

　こちらは船倉の一つに閉じ込められた馨けい一いちたち。ドアに向かって流ながれ山やまが声を上げている。

　物置として使われているのか、雑然とした室内の木箱の一つに腰を下ろしながら、馨一はあたりを見回す。

　本来なら、捕虜を閉じ込めておくのに適した場所とはいえない。

　武器（？）をすべて取り上げられた馨けい一いちたちを取るに足らないものと思ったのか。あるいは狭い潜水艦には余計な部屋はないのか。

「くそォ、きっ子ちゃんはどうしてるかなァ」

　この部屋へ入れられる前に、きっ子とは分けられていた。アンドロイドのきっ子は別の部屋で監禁され無力化されているのだろう。

「ヘンシェル、それに、きっ子まで……」

　馨一は思った。

　おそらく、この潜水艦が例のネオ・ナチのものであることは間違いない。となると、ヘンシェルは、すでにこの潜水艦にいるか、向かってきているのは間違いないはず。

「とにかく」

　言いかけると、

「おう、ここから脱出しないとなァ」

　流ながれ山やまが、そう引き取った。

「オレたちを甘く見たのが、失敗のもと、と後悔させてやるか」

　腕を組む。指だけで馨一を招いた。顔を寄せてヒソヒソ話。

「どうやるんですか」

「あいつら、たぶん監視の兵をひとりしか配置してない。オレたちをこの部屋へ突っ込んだときもひとりだったし、そのあと、足音が向かってきた形跡もないしな」

　傍らで、さっきから床に耳を当てたままの九く品ほん仏ぶつが、親指を突き出す。

「となれば、そのひとりだけをなんとかできれば、オレたちにも勝機はある」

　ゴクッ、とノドが鳴った。

　確かに相手はひとりかもしれないが、本物の自動小銃を持っている。撃たれたら、最後だ。命がけなことには変わりない。

「やりましょう」

　やるしかない！　危険は承知だ。

「よォし」

　流山は小さく言うと、馨一から離れた。こんどはわざと大声を出す。

「うォォ、し、小便！　小便がしたいィ！　おおィ！」

　ドンドンドン!!

　扉を勢いよく叩たたいた。

「誰だれか！　トイレに連れてってくれェ！　あ、大きいほうももよおしてきたぞォ！」

　叫んでドアを叩いているうちに、向こうから物音がした。鍵かぎを開ける音。やがてドアが半分開いた。大柄の男が銃をかまえているのが見えた。

「わ、その……トイレ、トイレ、わかるか？　ダス　イスト　トワレッテ？　ビッテ？　えと、おしっこ、自然がわたしを呼んでいる。だっけ、そういうの、だ！」

　ドアの陰では九品仏が待ち構えている。馨一は相手を油断させるため、わざと流山の隣で、ヘラヘラ笑いを作っていた。

　このまま無防備に踏み込んでくるか、あるいは部屋から出ろ、と言ってくれれば……。

　が、男は無言のまま、急に背中を向け、ドアを閉じた。

「あ！　無視するなァ！　おい、あ……」

　まさか、もうバレたのか。

「先輩」

「待て、市いちヶが谷や」

　バン！

　急にまたドアが開いた。

　ガラガランッ！

　やかましい金属の音とともに、バケツが一個、投げ込まれた。そしてまたドアが閉じる。鍵かぎのかかる音。

　呆ぼう然ぜんとする馨けい一いち、それに流ながれ山やまのまえに、バケツ……。

「な、なんだァ！　こんなものにしろってかァ！　くそォ」

　作戦失敗だ。

　流山は思い切りバケツを蹴けった。と思ったらバケツの中に足がはまってしまい、仰あお向むけに転倒した。

「……ったあァ！」

　頭を押さえる。

　幸い、木箱や床に直接頭を打ちつけることがなくてよかった。なにか袋のようなものがクッションになってくれた。

「なんだァ、これ……ン？　もしか、して」

「なんです？」

　流山はたったいまクッションになった袋を掲げてみせた。馨一が受け取り、中を開ける。

「鉄粉……なんだろう。修理にでも使うのかな。あとは……」

　タオルやティッシュペーパー、それに何冊かの本。本はドイツ語で書かれてあった。

「こっちは……食べ物、でもないなァ」

　別の袋を開ける。ペットボトル入りの水、食塩、香辛料、脱脂綿、それに……、

「脱臭剤？」

　まさに、生活品あれこれ、というものが脈絡なく入っている。この潜水艦にも間違いなく人が暮らしている、という証拠のようなものだ。

「どこかで買い物をしたのを、そのままここに入れたみたいですね」

　馨一はビン入りの鉄粉と脱臭剤を手に、ため息をついた。

「せめてなにか武器になるか、食べられるものでもあればいいのになァ。こんな、冷蔵庫に入れる脱臭剤だけあっても。水は飲めるのか……」

　流山も雑多なものを手にとって言う。

　あきらめようとしたときだ。

　急に、馨けい一いちの頭に、あることが浮かんだ。

「もしかして！　……ええと……あ、あるある。そうか、でも……」

　天井を眺ながめる。

「あった！」

　こんどこそ、閃ひらめくものがあった。

「いける！」
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　すでに手脚が取り付けられ、ヘンシェルは制服を身につけている。

　しかし新しい手脚がなじむまでにはまだ時間がかかるらしく、メンテナンスベッドにもたれかかるように横になったままだ。手脚を動かす、神経ニューロンナノマシーン群が定着するのに、まだ数十分を必要とした。

「アメリカもまた……」

　再びメレンゲが話し出した。

「アンドロイドに興味を抱いている。むしろ、彼らの興味はアンドロイドに集中しているよ。兵器の無人化が、もっとも達成すべき目標だからな。外征型軍隊を持つ彼らは、これからも世界のあちこちで戦い続けるだろう。しかし、兵士の値段は、いまや昔と比較にならないほど上がっている。単に保険や保証金という意味ではない。兵士ひとりが死ぬごとに世論が受ける影響、世論がかける圧力、どちらも桁けた違いだ」

　これでわかった。

　最初にきっ子が戦った相手。初めて夷い皇おう島じまへ上陸してきた部隊は、やはりアメリカの特殊部隊だったのだ。その正体は徹底的に、装備一つからも秘ひ匿とくされていたが。

「つまり、アメリカはもう、ひとりも兵士を死なせることのできないところに来ている。いきつくところはどこか。兵器の無人化だ。すでに偵察機が無人化されつつあり、次に車しや輌りよう、小型潜水艦などが無人化を推進されている。これに欠かせないのがＡＩ技術、つまりはアンドロイドの技術だよ」

「そんなことをわたしに話してどうするつもりだ」

「ふふふ、そうだな。敵と見られているものが意外と心底までの敵ではない、ということがおうおうにしてあるものだ、ということかな。それに、我々があまり動くと、こんどは別の機関が黙っていない」

「ナチスの天敵、といえば、中東のあの国だな」

「そのための牽けん制せいという意味もある」

　ひととおり話した、ということなのか、メレンゲは大きなため息をついた。

　ベッドに横たわるヘンシェルに近づき、顔を寄せた。その近さ、十センチもない。

「我々の目的、アメリカの思おも惑わく、わかったかね。そんなものだ。だが」

　メレンゲはヘンシェルの鼻び梁りようのあたりに指を触れた。ヘンシェルの眉まゆが尖とがりを強める。

「私はアンドロイドを研究してきて、思うようになった。アンドロイドこそ人類の進化形なのではないか、とね。永遠の命などあってはならない、とおまえは言うだろうが、世にはそれを求める者は多い。ことに、寿命を終えんとしている老人にとってはな。かくいう私も、その一人だよ」

「そのわりに、若く見えるが」

　総白髪で肌はだ艶つやもいいメレンゲは、まだ五十代と言われても不思議ではなかった。

「うれしいものだな。まるで本当の娘にほめられたようだが」

　目を細めるさまは、メレンゲの言葉を物語っている。さっきから、ヘンシェルの額や目の下、頬ほおなどに指を這はわせているのは、これも娘の顔を手で触れたり、キスをしたりという父親の動作を思わせた。

「私はアンドロイドの研究を引き継いだわけではない。すべてのアンドロイドは私が作り出した。研究によって。戦争前からだ」

「戦争前、だって？」

「ああ、私の歳としは、もう九十歳を越えている」

「そんな……まさか」

　九十歳にはどうしても見えない。とすれば……。

「そうだ。私もまた、アンドロイドの技術を大幅に自分の身体からだに施している。と言っても機械ではない。生体サイボーグと言うべきかな。ヘンシェル、おまえと私は、ある意味、似たもの同士なのだよ」

「なに、を……！」

　おそらくは、細胞レベルから人工的施術を施して身体を若返らせ、半アンドロイドと化しているメレンゲ。メレンゲの娘、グレーティヒェンの記憶を持つヘンシェル。

　記憶は人格形成に大きな影響を持つ。

　記憶があるから、人格がある、と言っても過言ではない。その意味で、ヘンシェルの人格は限りなくオリジナルのグレーティヒェンに近い。メレンゲがときに、ひどく懐かしげな表情を禁じえないのがそれを物語っている。

「私はアンドロイドの国を作りたいのだ」

「……国、だって！」

「国、というのが大げさならば、街、でもいい。村、でもな。もっと小さな、家族、でもいいのだ。それにはヘンシェル、おまえが必要だ。ヘンシェル、おまえにもこの私が必要なようにな」

「ばかな。わたしはおまえなどと……！」

「歴史を変え、第三帝国を勝利させるなど愚かなことだ。改変された世界には、自分も、その友人も家族も存在しないかもしれない。加えて、戦争に勝つことだけが、国家発展の道ではないというのに」

　メレンゲはいまはっきりと、ネオ・ナチ機関への批判を行った。自ら、所属する母体を非難するなど。

「裏切るのか!?　自分の組織を」

「アンドロイドの技術を高く買ってくれる国は多い。米国、ロシア、中国、そして不老不死のためならよろこんで私財を投げ出す金持ち連中がいる限り、私は安泰だ。いずれ、アンドロイドの国も必ずできる。しかし、そこにはおまえが必要だ。ヘンシェル、私と、おまえが」

「狂ってる。そんな考えは……！」

　メレンゲの顔が迫ってくる。

　ヘンシェルの額に、唇が触れそうになる。ヘンシェルはギュッ、と目を硬くつむった。

「おまさえ望めば、ヘンシェル。“〝人間”〟になることすら、できるのだぞ」

「……人間……に!?」
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「……これ、使えるかもしれない」

　馨けい一いちは手にした鉄粉のビンと脱臭剤を見てつぶやいた。

「なんだ、市いちヶが谷や。んン？」

　どうやら流ながれ山やまも、馨一の持つ鉄粉と脱臭剤を見てピンと来たらしい。

「先輩。これって確か……」

　そうだ。中学の理科の時間だ。

　気の利いた先生が、使い捨てカイロを作る実験、というのをやらせてくれた。

　使い捨てカイロは、中の成分の化学反応で熱を発生させている。その反応はとても単純なもので、家庭でも（？）簡単にできる、と教師は言いたかったのだ。身近なものから化学への興味を、ということ。

　そのとき持ち寄ったのが、鉄粉、脱臭剤、水、食塩……。

　ここにあるもので、使い捨てカイロが作れる。ほしいのは使い捨てカイロ自体ではない。カイロの作り出す高温の熱だ！

「思い出せ、思い出せ……」

　手近な容器を探すと、馨一は記憶をたどった。

「鉄と活性炭を混ぜて、塩水をかける……いや、ちょっと、違う……」

　そのとき、キョロキョロと辺りを見回していた流山が言った。

「これだァ、市ヶ谷！」

　ティッシュペーパーを手に取る。

「そうか。塩水を含ませるものを」

　箱を開け、ティッシュを取り出して細かく千切る。別に食塩とペットボトルの飲料水で塩水を作り、たっぷり含ませた。

　まだ作業がある。

　脱臭剤の容器を開け、中の活性炭を取り出した。これも本当は細かく砕かなくてはならない。

「部長、頼ンます！」

　袋に入ったままの活性炭を、九く品ほん仏ぶつが体重をかけ、踏みつけて砕いた。

　あとは活性炭と鉄粉を混ぜる。

「確か、同じくらいの分量……いや……」

「活性炭一の質量に対して、鉄粉は三倍くらいじゃなかったかァ？　くそ、秤はかりなんかないからなァ、目分量で……」

　かくして、すべてを混ぜ合わせると、じょじょに温度が上がってきた。

「あったかくなってる！　ようし、これで！」

　使い捨てカイロは、火傷やけどしないよう温度が抑えられている組成だが、手作り方式なら、七十度、八十度という高温に達することも不可能ではない。

　果たして狙ねらい通り、指で触れられないほどに熱くなってきた。

「これを、あそこに……」

　天井を見て確認しておいた、火災感知装置。

　バケツを踏み台にして、手作りカイロを感知装置に押し付ける。

　感知装置は、温度を感知して作動する。本当に火が出ている必要はないのだ。

　一分、二分……。

　ブオーッ！　ブオーッ！　ブオーッ！

　突然、警報音が鳴り響いた。火災発生のサインが点ともる。

　驚いた監視の男が、ドアを開ける。部屋の状況を確かめずに飛び込んできた。

　ゴッ！

　すかさず、九品仏が堅い木の箱を後ろから頭に思い切り叩たたきつける。木の箱が粉々になるほどの衝撃。ほとんど声も立てず、男はその場に昏こん倒とうした。

「やった！　部長ォ！」

　ドアの陰に陣取っていた九品仏が親指を突き出す。

「おい、市いちヶが谷や！」

　流ながれ山やまが天井を指差す。

　シュー、シュー、とガスの噴ふき出す音。その隣には火災感知装置の突起がある。

　本来なら水が出ると思った自動消火装置は、炭酸ガスを噴射している。

　これは潜水艦独特の消火装置だった。

「ガスだ。やっぱり、炭酸ガスだぞォ！」

　火災は潜水艦にとってもっとも恐ろしい事故だ。密閉された艦内では、いったん発生した火災は猛烈な勢いで空気、酸素を消費する。その結果、人間が酸欠に陥おちいる危険があった。

　まわりに海水はふんだんにあるものの、そのまま放水すれば機器へのダメージもある。そのため、炭酸ガス消火装置が装備されているのだ。

　炭酸ガスを直接吸い込むと、一気に窒ちつ息そくしかねない。

「こうしてられない！」

　馨けい一いちは口を覆った布越しに言った。天井を見上げる。

「行きましょう、先輩！」

「おォ！」

「……!!」
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　人間！　……人間に、なれる。

　あまりにも大きな想おもいが、ヘンシェルの中を満たし、かきむしった。

　メレンゲと行けば、人間と変わらない存在になって、馨一と向き合うことができる！

（そのとき、ケーイチは、どう思うだろう。どんな顔をするだろう。どんなふうに、わたしを……）

「グレーティヒェンは美しい娘だった。まるで、女神のようにね。見る者すべてが、その美の輝きに感じ、癒いやされたものだ。美が人を癒すこともあるのだよ」

　メレンゲの言葉が、いまは麻薬のように響く。

「わたしも、そんなふうに……」

「もちろんなれるとも。イチガヤケーイチといったか……おまえに想われている、幸せな男は。もう想いは遂げたのか」

　メレンゲの不ぶ躾しつけな問いに、しかしヘンシェルは首を振る。

「ケーイチは、誠実な男だ。一時の感情で、わたしを抱いたりはしない」

「そうかな。おまえほどの美しい娘。健全な男なら、欲情を抱いても当然のはず。そうしないのは、アンドロイドのおまえをどこかで恐れたり、忌み嫌ったりしている証拠だ」

「それ、は……」

　メレンゲに核心を突かれてヘンシェルが言葉を途切れさせた。唇に力を込めて結んだその表情が、しかしどこか寂しそうに曇る。

「考えてみるのだ。イチガヤも、おまえが人間になれば、よろこぶのではないのか。よろこんで、おまえを受け入れてくれるのではないのかな」

「人間に、なれば……ケーイチが……」

　ヘンシェルの横顔が、ひどく弱々しく見えた。メレンゲは口の端に笑いをしのばせる。

「私といっしょに来るがいい。生体サイボーグとなれば、身体からだも人間と変わることはない。子供も産める。人間として、その少年とつきあうこともできるのだぞ」

　子供を作って、育てて……そうすれば、家庭を持つことだってできる。誰だれが見ても、ふつうの家庭、ふつうの、家族が……。

　ヘンシェルの意識に、幸福な未来のビジョンが瞬いた。

　人間として、馨けい一いちに愛され、人間として、馨一といっしょに暮らす。やがて子供が大きくなり、誰からも認められる、普通の家庭として、普通の……。

（ケーイチ、わたしは……！）

　ブオーッ！　ブオーッ！　ブオーッ！

　突然響く警報。メレンゲは表情を変え、ヘンシェルから離れると壁の内線電話を取った。

「なんだ……なに？　ん……」

　途中一度ヘンシェルの方を見た。それから一言二言話すと、受話器を置く。再びベッドのヘンシェルへと歩み寄る。グッと顔を近づけた。

「捕えた連中が部屋から逃げ出したそうだ」

「ケーイチが!?」

「ああ。バカな連中だ。おとなしくしていれば、あとで放してやったものを。狭い船の中だ。出口は少ない。すぐに見つかる。そのとき、抵抗しなければいいがな。場合によってはその場で撃たれるだろう」

「ダメだ！　やめろ！　ケーイチを、殺させはしない!!」

「ならば、私と来るのだな。おまえが人間になったあとで、イチガヤを呼んでやる。それならよかろう。我々と、アンドロイドの国で暮らすがいい。望めば、イチガヤを生体サイボーグにしてやってもいい。そうすればおまえといっしょに、永遠に生きられる」

「永遠に……」

「そうだ。これ以上ない、幸せではないか」

　メレンゲが勝ち誇った声をあげる。が、ヘンシェルはうつむいたまま、声を絞り出した。

「だが……断る！　わたしは……おまえとはいっしょには、行かない！」

「なぜだ。おまえのいちばんほしいものが、手に入るのだぞ！　そうすれば、おまえの愛する男もよろこぶ」

「そんなものは、わたしの自己満足だ。そんなことで、ケーイチはよろこばない！」

　ヘンシェルが顔を上げる。碧みどりの瞳ひとみで、しっかりとメレンゲを見据えた。

「バカな！　おまえの思考はいちじるしく合理性を欠いている！」

「かまわない。だが、ケーイチは、守る！」

　グッ、と腕を突き出す。メレンゲの両腕をつかんだ。

「なに!?　まだ動かせないはずだ！　完全にはあと一時間ほども……」

「ならばこれも成長と受け取っていただこう。わたしの、な」

　つかんだ腕に力を込める。同時に、脚にも力を込めて、立ち上がりつつあった。

「脚も動くのか」

　ヘンシェルは必死に手脚を動かしている。頬ほおが赤らみ、全身がブルブルと震えた。

「やめろヘンシェル！　いま手脚を動かすと、定着しきっていないナノマシーンの構造群が崩壊する。人工筋肉も深刻なダメージを受ける。ダメージが神経中枢にフィードバックすれば、二度と手脚を動かせなくなるんだぞ！」

「かまわない。手や脚の一本や二本などなくても、ケーイチのためになにかできるなら、わたしはためらわない！」



「きっ子！」

「……（うぐぅ～）！」

　別の部屋できっ子を見つけた。

　両手の過粒子ビーム砲を封じるためか、きっ子の両腕には大きな拘束具が取り付けられている。加えて、口には古典的な猿ぐつわ。

「これかァ？」

　流ながれ山やまがスイッチを探し、装置を取り外す。電気的な結合が解ほどけて、きっ子の両腕が自由になった。馨けい一いちは猿ぐつわを取ってやる。

「ぷは！　へーか！」

「きっ子、よかった！」

　馨一はきっ子を思わず抱き上げ……ようとしたができなかった。陸戦型アンドロイドのきっ子の体重は九十九キロなのだ。

「それよりへーか、ヘンシェルはこの潜水艦にいるであります！」

「え、ほんとうか？」

「はいであります。きっ子、何度も通信で呼びかけてみたであります。はっきりした返信はなかったでありますが、ときどき信号のようなものを感じたです。信号の強さから、ヘンシェルはこの潜水艦の中にいるに違いないであります！」

「そうとなったら、ヘンシェル嬢を捜す、そしてここから脱出するぞォ！」

「はい！」

「はい、であります！」



　ぐっ、と腕に力を込める。

　ヘンシェルの両手はメレンゲの首にかかっている。

　このまま、気管を押し潰つぶせば、窒ちつ息そくする。あるいは、頚けい椎ついを折ってしまえば……。

「くっ……！」

　声を上げたのはヘンシェルのほうだった。

　メレンゲは平然とヘンシェルを見つめている。口の端には薄笑いすら浮かんでいた。

　力が入らない。それ以上。

　まだ神経ニューロンのナノマシーン群が定着しきっていないせいなのか。それとも、

（こんな男を、父だとでも……!?）

「おまえには人間は殺せない。まして、実の父はな」

「言うな！　おまえなど父とも、人間とも思っていない！」

「ならばひと思いに殺すことだ。でなければ、おまえの第一対象がどうなるか」

「そんなことは、わかっている。だから……！」

　だがそれ以上に力は入らないのだ。

「おまえがやらないなら、こちらからやるまでだ」

　そう言うと、こんどはメレンゲがヘンシェルの手を取った。ゆっくりと引き剥はがす。

「きさま！」

「驚くことはない。“〝人間”〟の筋肉とて、ナノマシーンコーティングで強化すれば、数十トンもの力を発揮することは容易だ」

　メレンゲはヘンシェルの腕をひとまとめにして頭の上に押し付けると、逆にヘンシェルの首をつかんだ。

「うっ」

「温かい。ここに、頚けい動どう脈みやくと同じ、もっとも大切な潤滑系パイプが通っている。機械式アンドロイドは、おまえのタイプで完成形をみたといっていい」

「ふ、光栄、だな。もっとも出来のいい機械人形というわけだ」

「おまえはもともと人間だよ、ヘンシェル。身体からだも人間になれるチャンスだというのに。惜しいことだ。できれば、自分の意思でそれを選んでほしかったのだが」

「断る。何度言われても同じこと。わたしにおまえと行く意思など、未来永えい劫ごうない」

　ヘンシェルに強く拒絶されて、メレンゲの顔がゆがんだ。

「しかたがないな。ならば……」

　ぐっ、と力がこもる。こんどはメレンゲの手が、ヘンシェルの首をつかんでしめていく。白く細い首にメレンゲの大きな指が食い込んだ。

「ぐ……！」

　グワアアアアン!!

　耳を塞ふさぎたくなる金属音が突如響く。外れたドアを蹴け破やぶるようにして入ってきたのは、

「ケーイチ！」

「ヘン、シェル……!?」

　続いて、流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつ。そして最後にきっ子が。

「ヘンシェルでありますー！」

　きっ子の過粒子ビーム砲が、この研究室のハッチをブチ破ったのだ。

「逃げろケーイチ！　この男は……！」

　ヘンシェルが叫ぶ。が、メレンゲはすでにヘンシェルから離れていた。

「Ｓｈｉｔ!」

　メレンゲは躊ちゆう躇ちよせずに逃走をはかる。流山が奪ってきた銃を向けるまえに、反対側のハッチから、あっという間に姿を消した。

「ヘンシェル！」

　馨けい一いちが駆け寄る。全員がヘンシェルを取り囲んだ。

「ケーイチ！　そ、そなた、たち……！」

　ヘンシェルはメンテナンスベッドから崩れるようにうずくまっている。

「だいじょうぶなのか、身体からだは!?」

「ああ、もうだいじょう……」

　馨一がヘンシェルを抱くように助け起こした。

「ケー……」

「馬ば鹿か！」

　予期せぬ言葉に、ヘンシェルが固まった。

「なんでひとりで出て行ったりしたんだ！　アンドロイドの、そのことが、みんなに知れたって、それでヘンシェルが逃げる必要なんてないんだ。そのうえ、こんな危険なことまでひとりで、するなんて！」

「わ、わたしは」

「いいか、誰だれがなにを言ったって、世界中の全部が後ろ指を差したって、ぼくはヘンシェルのことを最後まで、絶対に信じる。信じてる！　ぼくが、守ってやる！　だから、ヘンシェルもぼくを信じろ！　ひとりでなんとかしようなんて、そんなこと考えるな！」

「は、はい」

　思ったよりずっと強い馨一の言葉に、ヘンシェルはつい素直に、子供のように答えてしまっていた。

「いいかい。みんなが無事だって、ヘンシェルがいなくなったら、そんなの意味ないんだよ！　そんなのは困るんだ！　その……」

「はい」

　ヘンシェルはいまや、馨一をまっすぐ見つめている。潤んだ碧みどりの瞳ひとみに見つめられると、馨一は声を詰まらせた。加えて、最初の勢いがどこかへ飛んで行くと、言葉がどんどんノドの奥へ引っ込んでいく。

「だ、だから！　つまり、ヘンシェルがいなくなったら、困るだろ。その……ぼくが、困るんだ！　すごく、困る。なんでかって言うと……ヘンシェルは、ぼくの」

「はい……はい！」

「ともだ……いや、いや！」

　馨一はブルッ、と頭を振った。そこから先は、目をつぶって一気に。

「ぼくの、大切な人だからに、決まってるだろ！　そんなことも、わからなくて、ダメじゃないか。自分を大切にしてよ！　自分がいなくなったら、誰が悲しむとか……ヘンシェルがいなくなったら、ぼくが、どうしていいか、わからな……！」

　そこまで言ったときだった。フワッ、と温かい、やわらかいものが触れてきた。

　目を開けると、ヘンシェルが馨一の身体をつつむように抱きついている。

「ヘン……」

「ごめんなさい」

「え」

「ごめんなさい。ケーイチ、ごめんなさい……」

「いや、ぼくも言いすぎ……」

「わたしは、ケーイチに想おもわれて、しあわせだ。もう、これ以上なにも……」

「ヘンシェル……？」

「……わかっている。もう、自分勝手なことはしない。ケーイチの言うことを、すべてきく。わたしはケーイチに、すべて従うから」

「うん」

　ヘンシェルが馨けい一いちの背中に回した手をほどき、その手を取る。馨一も、ヘンシェルの手を握った。

　そんなヘンシェルと馨一を見ている外野は、

「ふーん。ヘンシェルはいいでありますー。うらやましいでありますー」

　きっ子がスネた声を出す。と、すかさず流ながれ山やまが、

「きっ子ちゃん。薄情な市いちヶが谷やのことはきっぱり忘れて、我々だけで未来を作るときだァ！」

　隣で九く品ほん仏ぶつが大きく頭を上下運動させている。

「ええー、嫌でありますー！」

「な、なぜだあああァァ！」

　そんな、悲喜こもごものドラマが繰り広げられたのもつかの間。

　ゴゴゴゴゴゴ……。

　低いうなりのような音が聞こえてきた。

「なんだ……これ」

　壁に耳をつけて音を聞いていた九品仏がひとこと、

「水……」

　と言った。

「そうかァ、トリムタンクへの注水音だ」

「ということは、この潜水艦、潜ろうとしているんだ！」

　さらに別の音が混じる。

　ウオオオオオオオオン……。

「モーターの音！」

　潜水艦が動く。このまま、ヘンシェルや馨一、流山たちを乗せたまま地下の入り江を離れ、潜行して外洋へ出るつもりなのか。

「早く、ここを出ないといかァン！」

　手遅れになる。

「ヘンシェル、これを」

　馨けい一いちが、途中で見つけてきたヘンシェルの剣を手渡した。

「ありがたい」

　ヘンシェルが剣の感触を確かめる。剣を握ると落ち着いた自信が表情に表れてきた。

「こっちだ、市いちヶが谷やァ！」

　流ながれ山やまが走る。入ってきたハッチから、外へ身体からだを躍らせた。

「この上が、セイルだろォ。ここから……」

「先輩、あれを！」

　馨一が見上げる先、階段の上から、男が降りてきていた。船員のようないでたちだが、馨一たちが倒した見張りの男とは違う。どこか、動きが不自然だ。

「野郎、来やがったなァ！」

　流山は手にした短機関銃をとっさに向ける。しかし、人間相手に引き金を引くことは、どうしてもためらわれた。

「許せよォ。ここは突破して……」

　目を背けるようにして、発砲しようとしたところを、ヘンシェルが動いた。

　エストクを抜き放つと、すばやく男の顔を斬きりつける。

　船員は斬られて痛がるのでもなく、ややあとずさっただけでまた進んでくる。見ると、男の顔の皮膚が一部剥はがれて、中の鈍い金属の装甲が覗のぞいていた。

「あれは！」

「アンドロイドだ！」

　叫んだのは、ヘンシェルだった。

「でも、ヘンシェルやきっ子みたいじゃない……」

「感情を持たず、命令のみを実行する軍隊型のスレーブインファントだろう。そしておそらくは、この船自体も、高度にＡＩ化された一種のロボット船である可能性が高い」

　メレンゲとの会話から、ヘンシェルはすでにその感触をつかんでいたのだろう。

「そうかァ。この手の潜水艦なら、最低でも五、六十人は乗っていて当然なのに、ほとんど人影がないのは、そういうせいか」

　アンドロイドの船員まで乗せ、こうしてほとんど無人の船で夷い皇おう島じままで来たのは、ネオ・ナチの、というよりはメレンゲの独断専行によるものなのかもしれない。

「わ、へーか！」

　最後尾のきっ子が声を上げたのは、後ろからもう一人の男が現れたからだった。

　前も後ろも、潜水艦の乗員であることは間違いなかった。そして、アンドロイド……！

「ここは、わたしに……！」

　ヘンシェルは剣をかまえ、男のアンドロイドと対たい峙じする。どちらのアンドロイドも短機関銃などの武器は持っていない。生きたまま捕えようとしているのか。

「ゴバァッ!!」

　アンドロイドは腕を振り上げると、ダッシュして迫ってきた。

　これに対するのは、すでに完全に回復したかに見えるヘンシェルだった。行動加速装置をオンにする。相手の動きがスローモーションのようにゆっくりと見える。

　ヘンシェルは冷静に相手の懐へ飛び込むと、剣先でノドを貫いた。敵の動きが止まる。剣を引き抜き、すぐさま最後尾のきっ子のところへ。

　きっ子の側そばでは、かけつけた九く品ほん仏ぶつが武器にと持ったデッキブラシの柄を繰り出し、すかさず相手のわき腹をえぐっていた。しかし、人間ならともかく、アンドロイド相手では致命傷にはならない。

　九品仏を弾はじき飛ばし、うなりをあげた拳こぶしがきっ子に襲いかかってくる。間一髪、ヘンシェルが身体からだで受けると、そのまま剣の切っ先を敵の口に突き立て、貫いた。

　ヘンシェルが加速をやめ、時間がもとに戻る。

「ヘンシェルぅ！」

　きっ子が駆け寄った。

「大事無い。それより」

　ヘンシェルが振り返ると、剣が突き刺さったままの敵アンドロイドがゆっくり膝ひざから崩れて、倒れ伏すところだった。前にいたアンドロイドも、すでに転がっている。

「すご……い」

「こっちからもかァ！」

　しかし、感心する間もなかった。

　三人目のアンドロイドが迫ってくる。

「人間じゃなければ！　このおォォ！」

　流ながれ山やまがこんどこそ短機関銃を撃ち放つ。

　ガガガガガッ!!

　狭い艦内に、恐ろしい反響音が響く。が、一弾倉分の弾丸を胸に浴びながら、アンドロイドはまったく怯ひるまずに迫ってくる。

「なにぃ!?」

「ダメだ！　装甲のウイークポイントを狙ねらわないと！」

　ヘンシェルも間に合わない。

　ブォッ！

　そのとき、風が鳴るような音とともに、敵アンドロイドが壁に叩たたきつけられた。その胴体に大きな穴が空あいている。

「きっ子！」

「えへ、きっ子も役に立つであります」

　きっ子が片手の過粒子ビーム砲でアンドロイドを葬ほうむったのだ。

「役に立つどころじゃないよォ。きっ子ちゃんはオレたちの女神だァ！」

　思わず流山がきっ子を抱き上げようとして……できなかった。



「やれやれ。すっかり計画を修正しなければいけなくなったようだな」

　薄暗い照明の中、モニターの光に浮かび上がったメレンゲの顔は、それでもまだ余裕を失ってはいなかった。

　司令塔直下のＣＩＣ（集中管制室）。

　多くのモニターの光だけが、この部屋の灯あかりだった。というより、モニターを見やすくするため、天井の照明はつねに落とされている。

　ヘンシェルが喝破したとおり、ロボット船であるこの船に、乗組員は極端に少ない。ＣＩＣにもメレンゲの姿しかなかった。

「私自身がこれを使うことになるとは、思っていなかったが……まあいい。思わぬ実戦テストと思えば、それもいいだろう」

　メレンゲがコントロールパネルの計器を操作する。空気の漏れる音とともに、人一人が納まるほどの大きさをしたケースのフードが開いた。

　中には身体からだにぴったりした戦闘服の女性が横たわっていた。いや、まだ少女に近い。腰までも届く金色の髪、彫りの深い端正な顔立ち。ミルクを溶かし込んだような白い肌……。

「バイオ・アンドロイド。生体サイボーグ。いずれにしろ、従来の機械型アンドロイドの先を行くテクノロジー……。さあ、起動信号だ。目を覚ませ、我が……」

　少女が目を開ける。碧みどり色の瞳ひとみがメレンゲを見た。

　その顔、表情。

　まるでヘンシェルと同じだった。ヘンシェルと同じ顔を持つ少女。生体アンドロイド。

「我が娘、グレーティヒェン！」



    

  
    
      


５章　ヘンシェルとグレーティヒェン
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「これで敵は全部倒した、のか？　早く脱出しないと」

　静かになると、ザァザァという波の音が聞こえてきた。艦もかすかに揺れている。

「潜水艦が、動いてる！　さっきより、速い」

「くそォ、やっぱり扉は閉まってるかァ」

　流ながれ山やまが言い、九く品ほん仏ぶつが渾こん身しんの力を込めるが、ハッチを開けるハンドルはビクともしない。

「きっ子が、やるであります。どいてほしいであります」

　きっ子の片手の過粒子ビーム砲がきらめく。ハッチが粉砕され、セイル上部への道が開けた。

「……あとは、この扉を開ければ……向こうは」

　最後のハッチは、船体の外板を形成している扉だ。むろん、いちばん分厚く、堅けん牢ろうに作られている。

「これを開けたら、外はもう海かァ？」

　流山が言う。扉に耳を密着させていた九品仏が、うんうん、と頷うなずいた。

「そうだ。早くしないと……！」

　訓練もしていない人間が素で潜れるのは、十メートルもあればいいところだろう。ただ浮き上がるだけとはいえ、ギリギリの深度だ。

　加えて、ハッチを壊し開ければ大量の海水が入ってくる。深いほど水圧は増し、押し入ってくる水に抗することが難しくなる。

「でも、やるしかない。このまま陸から離れたら、それだけで帰れる保証はどんどんなくなっていくんだから」

「そうだァ、うー、もっとマジメに水泳の授業、出ておくんだったなァ……」

　全員が頷き、外扉を撃ち破るだけ、となった。きっ子が扉へ向かって左手をかざす。その動作が、どこか頼りない。

「どうしたんだ、きっ子。具合でも、悪いのか。なんだか顔色が」

　動作ものろくなってきている。

「平気であります。きっ子は、だいじょうぶでありますから」

　その姿を見て、ヘンシェルが表情をわずかに険しくした。

　おそらくは、エネルギーが底をつき、体内電力が低下しているのだ。補給なしで何回も過粒子ビーム砲を撃ってきたためである。

　馨けい一いちもそれがわかった。しかし、ここはきっ子に頼るほかはない。

（あと一回、あと一発だけ……きっ子のエネルギーを、もたせてください！）

　思わず、祈る。

　が、そのまえに、

　ドガッ！

　突然、きっ子が弾はじき飛ばされた。

「な、なんだ!?」

　目に映るものが信じられず、馨けい一いちは思わず振り返った。

　確かにヘンシェルが倒したはずの船員アンドロイドがそこに立っていた。

　喉のどや首にエストクが貫いた痕あとが口を開け、頭がグラグラと落ちそうになっていても、どうやらまだ戦闘能力は保っているらしい。

「首の伝達系を断ち切るだけではダメなのか」

　さらに、三人……三体目の新たなアンドロイドも加わっていた。

「囲まれた……」

　潜水艦はすでに潜航しているし、一刻の猶予もならない。

　ヘンシェルはきっ子に通信を送った。

“〝だいじょうぶか、きっ子”〟

“〝なんとか、立てるであります”〟

“〝わたしが目の前のヤツを押さえる。その間にハッチを吹き飛ばしてほしい。わたしたちでここを防いで、みんなを脱出させよう”〟

“〝わかってるであります。きっ子は、どうせ泳げないでありますから”〟

“〝すまない。わたしも、身体からだが完全ではないようだ。加速装置も、あと……”〟

“〝へーかやみんなが、たすかるなら、なんでもないであります”〟

　ヘンシェルはわずかに首を回して、壁際のきっ子を見た。きっ子がニコッと笑って返す。

“〝きっ子、いくぞ！”〟

　ヘンシェルが体内の行動加速装置をオンにする。とたん、周りがすべて風景になった。止まって見える。目の前のアンドロイドのふところへ飛び込みざま、剣を肩に突き立てた。そのまま壁に突進するように、押し付ける。

　これで破壊できるとは思っていない。が、なんとか動きを封じ、突破口を開くのだ。

「ヘンシェルばかりに、戦わせられない！」

「おお！」

　流ながれ山やまが残りの銃弾をもう一人の蘇よみがえったアンドロイドへ浴びせる。その間に、九く品ほん仏ぶつが飛びかかって引き倒した。馨一も加わって、押さえつける。

「撃つであります！」

　ブオッ!!

　最後の一発。きっ子の過粒子ビーム砲が最大出力で発射された。

　外板のハッチに命中すると、完全に破壊した。

　ドドドドドドドッ！

　ハッチのなくなったドアから、大量の海水が噴ふきこんで来た。あっと言う間に、セイルの中を満たしていく。
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「ケーイチ、みんな！　早く、外へ！」

「ヘンシェル、きみは!?」

「わたしは、こいつを押さえて……早く！」

　あっと言う間に水位は胸まで上がっていた。すぐにこの部屋すべてを満たすだろう。

「ここでグズグズできない。先輩、早く！」

　水が顔のところまでも来て、話すと口に水が入った。もうじき声も出せなくなる。

　入ってくる水の勢いは、ほぼ部屋を満たしたことで弱まっている。壊れかけのアンドロイド二体は水圧で押し流されていた。流ながれ山やま、九く品ほん仏ぶつが、ハッチを潜り抜ける。

「市いちヶが谷やァ、ガハッ、上で、待ってるぞ！」

　もう水は天井まで届きそうだ。身体からだが持ち上がる。天井に張り付くようにして、馨けい一いちはきっ子を呼んだ。

「きっ子！　動けるか。ここから、出られるか」

「は、はいであります。ひとりで、出られるであります」

　きっ子はうなずくと、水の中に沈んで行った。ハッチにとりつくのを見て、馨一はヘンシェルを見る。

「ヘンシェル、もういい。出るんだ」

「そなたこそ、早く！　こいつはまだ生きている。わたしが押さえているうちに！」

『グギギ……！』

「早く！　ケーイチ！」

　だが敵アンドロイドは肩を貫かれながら、ヘンシェルの首をつかんだ。

「ぐ！」

　アンドロイドの指がギリギリとヘンシェルの首に食い込んでいく。

「ダメだ！」

　馨一は泳ぐようにヘンシェルに近づくと、アンドロイドの腕を押さえつけようとした。それはもう、押さえているのか、しがみついているのかもわからなかった。

「こいつ！　離せ、ヘンシェルを離せ！」

「ケーイチ、近づいては……」

　アンドロイドの片腕が動いた。ヘンシェルを離し、馨一のノドをつかみあげる。

　ドドドドドド！

「ヘンシェ……ゴフッ！」

　そこから先は、もう声を出せなかった。水が完全に、室内を満たしてしまう。その中で、アンドロイドにノドをつかまれた馨けい一いちは、水のせいではなく、窒ちつ息そくしつつあった。

「（が、がはっ……！）」

「（ケーイチ！）」

　ヘンシェルは必死で馨一のノドに食い込んでいるアンドロイドの指を取り除こうとする。渾こん身しんの力を込めた。手でダメなら、噛かみ千切ろうとまでした。

（ダメだ。このままでは！　もっと……）

　ヘンシェルは手を離した。辺りを必死で探す。そこに、アンドロイドの肩に突き立ったままの自分の剣を見つけ、手に取った。

　ガッ！　グワッ！　グギッ！

　剣を抜き、また突き立てる。何度も何度も、そうして剣を振るった。突くだけでなく、アンドロイドの手首に激しく斬きりつける。

「（ああああああ！）」

　ゴキッ……！

　かろうじてアンドロイドの手首が切断された。しかし、馨一のノドに食い込んだ指は離れない。ヘンシェルは自分の指をこじ入れて、なんとか取り除いた。

　力を失いつつある馨一を抱くようにして、ヘンシェルがハッチを抜けようとする。口移しに、空気を与えた。ヘンシェルの体内の、燃料電池を動かすための酸素が素もとだ。

「！」

　が、またも、アンドロイドの残った腕がこんどはヘンシェルの足をつかんだ。振りほどこうとしても、解ほどけない。

　馨一はもう、一人で海面まで上がることはできないだろう。ヘンシェルがついていなけば馨一の命は失われる。

「（離せ！　この！　離さなければ……!!）」

　ヘンシェルは水の中で、声にならない声で叫びながらエストクを手に目を走らせた。アンドロイドの腕を断ち切れないなら、自らの脚を切断する……！

　火を吐くようなヘンシェルの覚悟が貫いたのか、それまでのダメージが叩たたきつけて来る海水によって限界に達したのか、アンドロイドの指が離れる。

　脚が、自由になる。アンドロイドは海水の渦の向こうに見えなくなった。

「（ケーイチ、いますぐ！）」

　ヘンシェルは馨一を抱いたまま、ハッチをくぐりぬけた。

　そこは、深度二十メートルに満たない海中だった。

　潜水艦は島の海底トンネルを抜けて、外海へ出たばかりだった。まだ深度の浅い海だったせいで、深く潜れなかったのだ。

　すでに夜が明けていた。明るい陽ひが海面に降り注いでいる。

　その青い海面へめがけて、馨一を抱えたヘンシェルは上って行った。

　パアッ！

「ケーイチ！」

　水すい面めんに出たヘンシェルは馨けい一いちの名前を懸命に呼ぶ。それでも応答のない馨一に、思い切り空気を吸い込むと、口移しに吹き込んだ。

　二度、三度……。

　水に浮いたままの人工呼吸。何度目かに空気を送り込んだとき、フーッ、と大きな呼吸音とともに、馨一が息を吹き返した。

「ケーイチ！　生きて……ああっ!!」

「ヘンシェル……助かった、の……」

　馨一が言い終わるまえに、ヘンシェルが抱きついてくる。強く、強く、抱きしめられた。

「ケーイチ、ああ、よかった！　そなたが死んだら、わたしは、生きてはいない……！」

　お互いの頬ほおと頬が触れ合うようにぴったりと抱き合っているせいで、馨一からヘンシェルの顔は見えない。しかし海の水とは違う、熱い雫しずくが馨一の頬に伝わってくるのがわかる。

　馨一はわずかに身体からだを離し、ヘンシェルと向き合った。

「ヘンシェル、いままで辛つらい思いをさせて、ごめん。ぼくも、ヘンシェルが好きだ。これからも、ずっと……」

「市いちヶが谷やくぅん!!」

　突然の呼び声に、馨一の言葉は中断される。
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「この、声……」

　顔を巡らす。

　向こうから、船が近づいてくるのが見えた。大きめのボート。その先頭に、ゆひが乗っている。大きく、手を振っていた。

「ゆひちゃん！」

「市ヶ谷さぁん！」

　ゆひの隣には、由ゆ佳か里りもいる。響織きよう子この姿も見えた。そして奥に、毛布にくるまった流ながれ山やまと九く品ほん仏ぶつまで！

「おおい！」

　馨一も手を振る。ボートが近づいてきた。

「市ヶ谷くん、ヘンシェルさんも、これに！」

　ゆひが投げる浮き輪につかまって、馨一とヘンシェルはボートに上がることができた。

「みんな！」

　ボートの上の顔を見る。流山も九品仏も、疲れてはいるが笑っていた。

「由佳里さん、どうして？」

「発明部のみなさんも、きっ子さんもヘンシェルさんもいないんですもの。行った先はひとつだ、と思いました」

　いつものふんわりした由ゆ佳か里りの笑顔は、こんなときとても心強く見えた。

　じつは馨けい一いちは気づかなかったが、由佳里の話には続きがあった。

　地下洞どう窟くつから、潜水艦の出航を見つけて連絡した人物がいたのだ。それはむろん、僚りよう冶じだった。

「そうだ。きっ子は！」

「ここにいるであります」

　声が聞こえて、馨一が覗のぞき込む。

　きっ子はボートの床に横たえられていた。もう起き上がるエネルギーがないのか、それでもわずかに手を上げる。

「きっ子！」

　馨一がその手を握った。

「よく無事で……きっ子」

　ヘンシェルも、馨一の手の上から、包み込むように手を重ねた。

「由佳里たちが、きっ子のこと、船の上からロープで引っ張り上げてくれたであります」

「由佳里さんたちが。それで……ん？」

　言いかけて、馨一は波間に繊細な光を放つものを見つけた。目を凝らすと、それは金色に輝くアクセサリーだった。頭に戴いただくティアラのような……。

「なん、だ？　これは……」

　馨一は手を伸ばすと、ティアラをつかもうとした。

「！　ダメだ、ケーイチ！」

　気づいたヘンシェルが叫ぶ。馨一の手を取ろうとする。

「え」

　が、一瞬早く、馨一の手を取ったのは、波の下から現れた手だった。

「うわっ！」

　がっちりとつかまれた。そのまま浮かび上がってくる。その者こそ、このティアラの持ち主だった。

「ヘンシェ……ル？」

　馨一は思わず自分の手を取る者を見つめた。それほどに、目の前の少女はヘンシェルにそっくりだった。制服のヘンシェルと違い、身体からだにぴったりとした真っ黒い戦闘服をまとっている。

「いや、ケーイチ、違う、これは……！」

　ヘンシェルはとっさに理解した。

　目の前の、自分と同じ姿をしたものの正体を。

「これは、おそらくグレーティヒェン、だ。わたしの……ドクトル・メレンゲの、娘の姿を、写したもの」

「グレーティヒェン？」

「メレンゲの、娘!?」

　グレーティヒェンはその能面のような表情のない顔で馨けい一いちを見つめている。ゾッとするような顔だった。ヘンシェルと同じなのに、心がないだけで、こうも違う。

『そのとおりだ、ヘンシェル。おまえのために作ったグレーティヒェンの身体からだ。これがおまえの本当の身体だ』

　グレーティヒェンが口を開く。

　ヘンシェルと同じ声。しかし、ゾッとするその中身はメレンゲだった。

「本当の、身体、だって？」

　メレンゲの言葉を馨一が反はん芻すうする。が、メレンゲのグレーティヒェンは馨一の腕を引き寄せると、

『私と来い、ヘンシェル！　それとも、この男を、おまえのまえから消してやるか』

「ケーイチ、離れろ！」

　ヘンシェルが割って入るより早く、グレーティヒェンの身体が水から飛び出した。

　バシャアアアアッ！

　まっすぐに上昇していく。

「へーか！」

「市いちヶが谷やさん！」

　全員の見つめる中、あっという間に、空の一片のように小さくなっていく。加えて、グレーティヒェンは馨一をつかんでいるのだ。

　これに対応できるのはヘンシェルしかいなかった。

「！」

　ヘンシェルは無言で背中の翼を展てん帳ちようすると、ターボファンを最大出力で噴射した。

　ゴッ！

　いっきに空へ駆け上がっていく。
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　いっぽうの馨一は、なにもできないまま、ただグレーティヒェンに腕をとられ、ぶら下がっている状態だった。

　おそらくは、時速三百キロ以上のスピードが出ている。

　この速度では、ぶつかる風の圧力に、目を開けていることも、息をまともに吸うこともできない。手脚を自由に動かすことすら不可能だった。

「（こいつ、いったい！）！」

　それでもかろうじて薄目を開けて見る光景には、真っ黒い戦闘服を着たグレーティヒェンの身体が見えた。

　そしてその背中、金色の髪とは別に、大きな、銀色に鈍く輝くバックパックがある。そこからやはり銀の翼が伸びている。バックパックから開口したノズルから、青白い炎が噴ふき出しているのが見えた。

「（くそ、なんとか！）」

　どのくらいの高度なのか、どこへ飛ぼうとしているのかもわからない。海を飛んでいるのか、それとも島へ戻っているのか。

　だが、グレーティヒェンなら、潜水艦と合流しようとするはずだ。ならば沖へ向かって飛んでいるはず。

　馨けい一いちはつかまれている腕をなんとかふりほどこうとした。棒ぼうのように堅くなって感触がない。もう片方の腕は風圧でとても動かせない。それでも動かして、グレーティヒェンの脚でもつかんでやれば……。

「ぅわ！」

　突然、軌道が変わった。

　つんのめるようなマイナスＧ。慣性で馨一は飛び出しそうになる。そのままグルンと一回転した。そのせつな、すれ違う影が見えた。

「ヘンシェル！」

　ヘンシェルが追いつきざまに剣を振るったのだ。それを避けようとグレーティヒェンが急制動をかけた。



    

  
    
      



    

  
    
      　馨けい一いちを連れているグレーティヒェンに対し、身軽なヘンシェルは容易に追いつくことができた。一太刀を浴びせようとすると、突然グレーティヒェンが馨一を放した。

「……っわ！」

　いままでの風圧やＧから来る圧力が急になくなった。ふわっ、と空中に浮かんだ、と思ったら、いっきに落下していた。

「ケーイチ！」

　すぐにヘンシェルが急降下してくる。

　馨一の腕を取る。そのまま抱きとめた。

「ヘンシェ……」

「ケーイチ！」

　ギュウッ、と抱き締められる。高速で飛ぶ風で熱が奪われ、冷え切っていた身体からだが温かく包まれる。

「ヘンシェル、上だ！」

　しかしこんどはヘンシェルが馨一を抱えて飛ぶことになった。一気に重量は倍となる。そこをグレーティヒェンが見逃すわけがない。

「！」

　真上から逆落としに襲ってくる。

　ギンッ！

　かろうじて、ヘンシェルは剣を繰り出し、防いだ。しかし二度目は無理だった。

　ガッ！

　翼の一部がもぎ取られる。あっという間に失速した。高度が落ちていく。

「ヘンシェル！　ぼくを放せ！　また来るぞ！」

　馨一が叫んだ。こんどは別の理由で、この身を振りほどきたかった。

　だがヘンシェルはなにも言わず、ひたすら馨一をかばうように抱きかかえて飛び続けている。陸地へ。着陸できる場所へ。

　ガキン！　バン！

　ヘンシェルの身体に衝撃が走る。

　グレーティヒェンの剣が何度もヘンシェルの背中を襲っているのだ。

　馨一を抱えながらよろよろと飛ぶしかないヘンシェルは、グレーティヒェンの敵ではなかった。

「ぁ、ぐ！」

　何度目かの衝撃に、ヘンシェルの表情がゆがむ。

「ヘンシェル！　いますぐぼくを放すんだ！　もういい！　早く！」

　だがそう言う馨一に、ヘンシェルは苦しそうな表情の中から微笑を作り出した。

「だいじょうぶ、まだ、飛べる」

「ダメだ！　それじゃヘンシェルが！」

　ヘンシェルはそれでも飛び続け、かろうじて夷い皇おう島じまの海岸にまで達した。

　そのまま砂浜へ着陸する。もう翼を収納することもできなかった。何度か転げながら、馨けい一いちをかばって自分の身体からだを地面にたたきつけた。

「はぁ、はぁ……ケーイチ！　無事か!?」

　翼は両方ともひしゃげ、折れたり千切れていた。ターボファンのノズルは何度もグレーティヒェンの剣を受けて片方が潰つぶれている。

　それでもヘンシェルは馨一を気遣った。

「だ、だいじょうぶ……はは」

　わざと笑って見せたが、馨一は左腕が激痛とともに動かないのを言わなかった。どうやら着地のときにひねったか。

（折れてはいないみたい、だけど……！）

　しかし肩からブランと垂れ下がっているだけの腕を見て、ヘンシェルがすぐに気づいた。

「馨一、腕が！」

「だいじょうぶ、まだちゃんとついてる。それよりヘンシェ……」

　言おうとしたときだった。

　黒い影が、目の前に落ちてきた。

　ザンッ！

　着地の衝撃でしゃがみこんだ姿勢から、ゆっくりと立ち上がる。

　まだ半身を起こしただけのヘンシェルと、その傍らの馨一の前に立ちはだかった。

『不ぶ様ざまだな、ヘンシェル、それではもう飛べまい』

　そう言うと、もう不要、とばかりに背中に装着していたバックパックを外した。ドサッ、と砂にめり込むように、ジェット推進用のバックパックが落ちる。

『無意味な戦いは止やめて投降しろ。おまえが私と来るなら、この男は見逃してやる』

「これが、メレンゲの」

　馨一の問いに、ヘンシェルがつぶやくように答えた。

「彼は、わたしに執着している。彼の、実の娘の記憶が、わたしに移植されていることから、わたしを娘の代わりにしようとしている」

「なんだって……」

　馨一は思った。

　つまり、ヘンシェルは人間の記憶を持ったアンドロイド、ということではないか。

『そのとおりだ、ヘンシェル。この身体、グレーティヒェンとして私とともに生きるのだ。おまえにももっともふさわしい未来ではないか。それも永えい劫ごうに続く未来。不足はあるまい』

「バカな！　そんなものが人間であるものか！　よくも、人間だなどと、わたしをそんなものに入れようとしたな！」

「ヘンシェル……入れる、って？」

　馨一の問いに、ヘンシェルが答える。目はグレーティヒェンから離さずに。

「あれは、わたしを作ったドクトルが、わたしの意識を、記憶とともに遷うつすための、依よりしろのようなものだ。メカのアンドロイドよりも進んだ、生体アンドロイド。その身体からだは人間を強化したもので、望めば……子供を作ることも、できると……」

「子ど……も」

『そうだ。今からでもまだ間に合うぞ、ヘンシェル。この身体は快適だ。私も気に入ったよ』

「なんだって」

　潜水艦にいるはずのメレンゲの遠隔操縦かと思っていたが、どうやらメレンゲの意識自体が、このグレーティヒェンの中に移植されているらしい。ヘンシェルの意識を遷そうとしたのと同じように。

『このまま、その男といっしょに投降すればよい。この身体なら、好きな男と、人間のように暮らすこともでき……』

「ふざけるな！」

　しかしグレーティヒェンの、つまりはメレンゲの言葉をさえぎったのは馨けい一いちだった。

「ヘンシェルをそんな化け物に、させるか！」

　動かせる右腕でヘンシェルの手を取ると、助け起こす。

　その馨一を嘲ちよう笑しようするように、グレーティヒェンが一歩進み出た。

『ふふん。言うのは簡単だがな。ならばおまえは、ヘンシェルを受け入れているのか。そうでないことは、とっくにモニター済みだがな』

「モニター……？」

　いぶかしがる馨一の横で、ヘンシェルが悲鳴のような叫びを放った。

「きさま！　わたしの身体をそんなふうにいつも盗み見て……！」

　頬ほおが真まっ赤かに染まっている。

『娘の身体を案ずるのは当然の権利だ。父親のな。だが、おまえの身体にはとくにこれまでと違った変化もない。生まれたときのままだ。まあ、くだらない男とそれ以上の接触を避けられたのは……』

「いい加減にしろ！　それ以上、ヘンシェルを」

『そうやってごまかすのもかまわんが、結果がすべてを証明している。それは、おまえが人間で、ヘンシェルがアンドロイドだということだ。人間はアンドロイドを受け入れられぬ。ましてともに愛し合うなどはな。アンドロイドはアンドロイドとともに生きるのがもっともふさわしい。そこにしか未来はない』

「だが、わたしはそこへは行かぬ」

　ゆらり、と立ち上がったヘンシェルが言う。

「永遠に生きることなどに興味はこれっぽっちもない。まして、愛する者が望まぬ場所へ、行くなど、死んでも、ない！」

「ヘンシェル……」

　馨けい一いちを押しのけて、ヘンシェルがグレーティヒェンの矢面に立つ。

「ケーイチ、逃げて。この化け物を、どれだけ防げるか、わからない」

　小声で馨一に伝える。

「ダメだ！　ヘンシェルを置いてひとりで行くなん……」

『ならば、ふたりとも、死ね！』

　馨一の言葉を待たずに、グレーティヒェンが来た。すさまじい速さで迫る。そしてかき消えた。

「加速装……！」

　言い終わるまえに、ドン！　と突き飛ばされた。ヘンシェルが、馨一を突き飛ばしたのだ。

　ヘンシェルもまた行動加速装置をオンにして立ち向かう。最高時速三百六十キロにも達するハイスピードの戦いは、陽炎かげろうのように残像がゆらめくふうにしか見えなかった。

　ギン！　ガギッ！

　何度か斬きり結んだのか、音だけが響き、ヘンシェルとグレーティヒェンが分かれた。

「ぁう！」

　いや、ヘンシェルは砂に叩たたきつけられ、グレーティヒェンは剣を手に着地していた。

「ヘンシェル！」

「だいじょうぶ、まだ……」

『すでにおまえのエネルギーはあと一秒の加速ももつまい』

「いちいちモニターしてくれるのに、礼を言うべきかな」

　が、ヘンシェルが皮肉を言うのもそれまでだった。

『おまえを殺して、バイオコンピュータだけを持ち帰る。それだけだ』

　言うが早いか、再びグレーティヒェンの姿が消えた。ヘンシェルが驚きよう愕がくする。

　もはや行動加速装置が使えないヘンシェルの身体からだを、グレーティヒェンはやすやすと捉とらえると、その腕をつかんで一気に振り回した。

「あぁ！」

　手を離すと、ヘンシェルはすさまじい勢いで土手に打ち付けられる。さらに海岸の岩や立ち木に次々と叩きつけられた。

「……ぐっ！」

　すでに身体はボロボロだった。

　何度も叩きつけられてメインフレームはゆがみ、一部は断裂して動きを失った。さらに、脚もまた、動かなくなっていた。

『不ぶ様ざまなものだな。人間の男などを好きになった報いと知れ』

　おそらくは剣で一突きにすればいいものを、わざと何度も叩きつけたのは、ヘンシェルへの制裁のようなものなのか。

『最後だ。せめてもの情け、一突きで、機能を停止……』

「そうはさせない！」
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　声がヘンシェルとグレーティヒェンの間を、切り裂いた。二人が振り向く。

　そこに立っていたのは、馨けい一いちだった。グレーティヒェンが棄すてたバックパックを背負っている。すでに歩くこともできなくなったヘンシェルのまえに立ちはだかった。

「ケーイチ！　ダメだ。そなたでは！」

「いいや。いままで、助けられてばかりだったけれど、こんどはぼくの番だ」

　ヘンシェルの言葉に、馨一はゆっくりと首を振る。目はグレーティヒェンから離さない。

「こんどは……こんどこそぼくが、ヘンシェルを守る！」

　両手を広げてグレーティヒェンに立ち向かおうとした。しかし左腕は動かず、右手だけになった。

「ケー、イチ……」

　やはり片腕しか動かせないヘンシェルが、馨一の脚に触れた。

　大粒の涙が流れた。

「ヘンシェル！　ふたりで生き残るんだ。そうしてこんどこそ、きみを、ぼくのものに、するよ！」

　言えた。もうこだわりなんてない。いまこそ、このままのヘンシェルを愛しているとわかる。

「ケーイチ！」

『遅い遅い！　それに、そんなものを人間のおまえが使いこなせるわけがない！』

　あざ笑うグレーティヒェンに、馨一がかみついた。

「そういうおまえはなんだ！　ヘンシェルに振られたからって、やつあたりするなんて見苦しいぞ！　そうして女性に手を上げるなんて最低だよ」

『なんだと』

「だいたい、ほんとうの父親なら、心の広い愛情を見せたらどうなんだ。おまえのは、ただの変態だ！　娘に欲情してる、変態性欲だってんだ！」

『おのれ、きさま！』

「変態を変態と言ってなにが悪い！　汚らしいナチの変態野郎!!」

（いいぞ、怒れ、もっと怒れ！）

　馨一は自分でも驚くほど刺激的な言葉でグレーティヒェン、その中にいるメレンゲをののしり、あおった。

　メレンゲを興奮させ、まっすぐ自分へ向かってくるように仕向けるためだ。

（そうすれば……！）

　馨一はわずかに地面の砂浜に眼めを落とした。

　そこには、ヘンシェルの剣・エストクが、転がっている。馨けい一いちの足元、わずかに足を伸ばせばその柄つかに届く。その位置をさとられないように押さえたのだ。

　剣は柄をわずかに砂にめり込ませている。そして刃やいばは百メートルほど離れたグレーティヒェンを向いていた。

「ぼくが気に入らないなら、ぼくだけを突き刺せばいい！　その剣でな！　ヘンシェルにはもう指一本触れるな！　ぼくだけを殺せ！」

（そうだ、まっすぐ向かって来い！　まっすぐ、ぼくのほうに！）

　飛行用バックパックを背負った馨一を、メレンゲのグレーティヒェンは気にしている。本当はこんなものは使えなかったが、グレーティヒェンは先に馨一を倒しに来るはずだ。

「ケーイチ！　危ない、やつは本当に来る！」

『ほう、ならば望みどおり、一突きで死なせてやる。感謝するんだな、小僧！』

　グレーティヒェンが剣をかまえるのが見えた。

　そして、かき消える。

（来る。いまだ！）

　消えたのは加速した証拠。そしてまっすぐに馨一へ向かってくるなら、その軌道は必ず……、

（ここを通る！）

　馨一は足でヘンシェルの剣の柄を思い切り踏みつけた。

　柄が砂に沈み込み、切っ先が持ち上がる。

　ちょうど、馨一に向かって突進してくるはずのグレーティヒェンが通る軌道に、切っ先は一瞬向くはずだ！

　拾い上げてかまえる余裕などない。ましてそんな動きをグレーティヒェンが見逃すわけがなかった。

　飛び道具がない以上、必ずあの剣で突き刺しに来るはず。もう空を飛ぶ手段も捨てている。向かってくる軌道は地上を走る二次元なら、これで！

　それは罠わなのように、グレーティヒェンを貫く刃となるはず。グレーティヒェンから刃に身を投げるように突進してくるはずだ。

　が、そうではないことが起こった。

「うぁっ!!」

　とつじょ、馨一は横殴りに襲う力に思い切りはね飛ばされた。すでに脱だつ臼きゆうしているらしい腕ではささえられず、地面に落ちて転がる。

「な……」

　だが地面から顔を上げてみたものに、馨一は目を疑った。

『ヘンシェ……ル？』

　加速装置の切れたグレーティヒェンの姿が見える。

　その表情には驚きが表れていた。信じられないものを見た、という色がある。

　そのグレーティヒェンに折り重なるようにヘンシェルが組み合っていた。

　そしてその背中から、剣の切っ先が、突き立っている。

　ヘンシェルは馨けい一いちを突き飛ばして、自分がグレーティヒェンの剣の矢面に立ち、身体からだで受けたのだ。

　グレーティヒェンの剣はヘンシェルの胸を深々と刺し貫き、背中へと抜けていた。

　グレーティヒェンのメレンゲでさえ、その行動に驚きの声を漏らした。一瞬、動きが止まった。

「ヘン、シェル……う、うあああああああああああ!!」

　駆け寄ろうとする馨一に、

「来るな、ケーイチ！」

　そしてヘンシェルは、動きの止まったグレーティヒェンの背中に、こんどは自分から、片手で持った自分の剣、エストクを突きたてた。

『な、に！』

　ギギギギギ……！

　グレーティヒェンの背中を貫いた剣は、さらにヘンシェル自身の腹に突き刺さって、またも背中へ抜けた。

　一本の剣がヘンシェルとグレーティヒェンを串くし刺ざしにし、結び合わせたのだ。

『こ、こんなことを……！』

「こうすれば、わたしの力でもおまえを止められる。おまえも、これで、この女の中で、滅びるがいい！」

「ダメだ！　ヘンシェル！」

　ヘンシェルの制止を破って馨一が駆け寄るよりも、それは早かった。

　ヘンシェルは剣を握っていないほうの手で自身の制服の襟元をつかむと、ためらわず引きちぎった。真っ白い胸があらわになる。

「……！」

　馨一が見つめる中、ヘンシェルはさらに、自分の胸に手をかける。指先を胸の中心に突き立てると、そのまま押し込んだ。

「く……ぅぅ……！」

　苦痛に表情を歪ゆがめながら、指先を差し込んでいく。やがて人工皮膚ごと、体表面の一次装甲をつかみあげ、そのまま強引に押し開いた。

「ヘンシェル、なにを！」

　馨一の問いは、そのままグレーティヒェンにも伝わっていた。

『いったい、なにを……止やめろ！　まさか……！』

「その、まさかだ！」

『わかっているのか！　燃料電池を暴走させたら、おまえ自身も助からないんだぞ！』

「だが、おまえも、助かるまい！」

　その言葉どおり、ヘンシェルは自身の胸郭装甲を開いて胸部を開放した。

　胸の奥の燃料電池を露出させる。装置を直接空気に曝さらして暴走させたのだ。

　燃料電池はヘンシェルの体内システムの心臓部である。

　電池、という言葉のイメージとは違い、それは電力を蓄えるのではなく水素と酸素から発電するもの、ジェネレーターに限りなく近い。そして暴走したジェネレーターは過大な電流を放出する。

　グレーティヒェンの身体からだを貫いた剣を通して、一気に電流が流れ込んだ。

『や、やめ……ろ……グワキ……ウブェガアアアアア!!』

　高圧の電流がグレーティヒェンの体組織を焼き潰つぶしていく。それはメレンゲの意識を封入したバイオ・コンピューターにも達し、確実に破壊した。

「ヘンシェル――――!!」

　馨けい一いちはあと一歩でヘンシェルの身体に触れようとした。が、そのとき、過負荷に耐え切れなくなった燃料電池が、放出した水分の水蒸気爆発で吹き飛んだ。

　バッ!!

　強烈な光とともに、爆風で身体が投げ出される。



６



　馨一は再び砂浜に叩たたきつけられた。

「ぁあああああ！　う、うううう」

　転げるようにして起き上がった。背負っていたバックパックは弾はじけとび、動かない左腕をはじめ、身体中がきしんで、悲鳴を上げている。だが、いまは、

「ヘンシェル、ヘンシェル!?」

　爆発で飛び散った砂の霧が晴れるまもなく、馨一はヘンシェルの姿を捜した。やがて、金色の髪が陽ひを弾いて、その場所を教えてくれた。

「ヘンシェル……！」

　馨一は駆け寄ると、ヘンシェルの身体を抱きかかえた。いや、抱えようとした。

　しかしすでに、ヘンシェルの身体からは下半身が失われていた。自身の剣とグレーティヒェンの剣、二本の剣に刺し貫かれたうえ、爆発でもぎとられていたのだ。

　裸の胸の右側は、自ら開いた胸郭装甲が消し飛んで、燃料電池にいたる内部構造がぽっかりと口を開けていた。グレーティヒェンを押さえていた左腕も千切れて、なかった。

「ヘンシェル！　ヘンシェル！」

　馨一は爆発のせいでわずかに黒く汚れたヘンシェルの顔を指でぬぐった。自分のシャツを脱ぐと、裸の胸を隠した。

　バラバラに乱れた長い髪をけんめいに撫なで付けて整えた。まるでそうすることで、ヘンシェルが目を開くかのように。

「ヘンシェル、答えて、くれよ！　死んじゃいないって！」

　何度目かもわからない。膝ひざの上に抱えるようにしたヘンシェルの上半身、その顔を抱いて、名前を呼び続けた。

　やがて馨けい一いちの呼びかけに応こたえるように、ヘンシェルのまぶたが、何度か痙けい攣れんしながら、開いた。

「ヘンシェル！　生きてるんだね！　よかった！　早く……」

　早く、なんだろう。早く、校医の僚りよう冶じに診てもらおうとでもいうのか。

　だがこれほどの損傷が、僚冶でなくとも、誰だれにも修復できないことは明らかだった。

「ケーイチ……」

　ヘンシェルの口が震えながら開いた。

「ヘンシェル！」

「ありがとう……でも、もういいの。もう、わたしは……」

「なにを言うんだ！　必ず治る。必ず、治るよ！　ヘンシェルは、治って、またぼくと、いっしょに！」

「うれしい。ケーイチ。もうケーイチは、わたしだけの、ものね」

「そうだよ！　ヘンシェルも、ぼくだけの、ものだ、もう絶対に、離さない！」

　なぜ、なぜもっと早く、こうしなかった！　なぜもっと早く！

（ぼくは、なんて、バカだ！　もっと早く、なぜヘンシェルを……！）

「あああっ！」

　馨一は一瞬叫んでいた。自分自身を叱しかり、殴りつけないと気がすまなかった。

　ヘンシェルは、残った手で馨一の手を握った。

「いいの。もう。ケーイチはわたしを愛してくれた。アンドロイドのわたしを……それだけで、じゅうぶん」

「そんなことない！　ぼくの気持ちが足りなかったんだ！　ヘンシェルがこんなに想おもってくれているのに」

「ううん。ケーイチの気持ちはいつも感じていた。だからわたしはいままで生きてこれた。それがなければ、とっくにもう、ここには、いなかった」

　馨一もまた、ヘンシェルの手を握った。ひとつしかない手を。

　ヘンシェルが続ける。

「ドクトルが、人間にしてくれるといったとき、わたしは、人間になりたいと思った。人間になれば、こんどこそ、馨一が本当に愛してくれる。わたしのことも、受け入れてくれる。そう思ったの」

「わかるよ」

「そうしたら、いつか子供もできて、ふつうの家族のように、暮らせるのじゃないかって……夢みたいなことを」

「夢じゃない！　夢じゃないよ。ずっといっしょにいよう！　ふたりきりでも、家族になって、いや、きっ子だっているんだ。ちょっと憎らしいけど、フォルゴーレもいっしょだっていい。みんなで家族になれるよ。もちろん、ぼくの彼女は、いちばん好きなのはヘンシェルで」

　馨けい一いちが言うと、ヘンシェルがかすかに笑った。

　わずかに黒く汚れた頬ほおがほころぶ。

「よかった」

「いいって、なにが」

「わたしは、人間にならなくても、ふつうの人間よりもずっと、ステキな人にめぐりあって、その人に、愛されていたんだって。わたしが、生まれてきたことには、意味があった。わたしは、ケーイチに愛されるために、生まれてきた。……これで、怖くない……わたしは、もう、なにも、迷わない」

「死ぬわけないじゃないか。ヘンシェルが死ぬわけ!!」

　悲鳴のような声を上げる馨一の手を、ヘンシェルが強く握る。こんなときでも、それは馨一を気遣い、安心させようとするしぐさだった。

「だいじょうぶ。わたしは死なない。ようやくケーイチと、こうして……でもね、ケーイチ。もしも……アンドロイドにも、天国とか、死んだあとの世界があるのかな。アンドロイドも、生まれ変わったり、するのかな」

「天国……生まれ、変わる……なに言ってるんだよ、ヘンシェル！」

（生まれ変わる……ヘンシェルは、人間に……）

　だが、ヘンシェルはかすかに目を伏せると、首を振った。

「わたしは、生まれ変わっても、またアンドロイドになって、ケーイチを守りたい。たとえ振り向かれなくても、ずっと、ケーイチを守って……」

　そこまで言うと、ヘンシェルは再び馨一を見上げた。真まっ直すぐな碧みどり色の瞳ひとみが、馨一の目を射る。形のいい唇が、微笑ほほえみを作った。

「ありがとう、ケーイチ。あいし……て……」

　そこで言葉は途切れた。碧色の瞳から光が失われていく。手からも力が消えていくのがわかった。

「ヘンシェル！」

　その命をつなぎ止とどめようと、馨一は花のようにほころんだヘンシェルの唇に、自らの唇を押し当てた。

　まだ温かい唇。わずかに、血の匂においがする気がした。

「ヘンシェル……ヘンシェル！」

　馨一の目から涙がこぼれ落ちて、つないでいるヘンシェルの手を、頬を、まぶたを濡ぬらした。ヘンシェルの身体からだを固く固く、抱きしめる。

　いつのまにか忍び寄った波が、ヘンシェルの髪を濡らした。鳴り止やまない楽器のように、波の音が、いつまでも二人をつつむ……。



    

  
    
      


end roll



「じゃあヘンシェル。また帰りに、来るから……」

　馨けい一いちはそれだけ言うと、ヘンシェルの頬ほおのあたりに置いた手を離した。

　補給槽。ベッドのように横たえられた透明のカプセル。中には液体酸素が封入され、ヘンシェルの身体からだが収められていた。

　ヘンシェルの身体は、下半身と左腕が、失われたまま。

　グレーティヒェンとの戦いで破壊された身体を元に戻す術すべはいまのところ見つかっていない。せめて、こうして補給槽に安置するしかなかったのだ。

　馨一には、絶望感で立ち上がれないほどの日々だった。しかし、ヘンシェルを補給槽に入れて一週間後、校医の僚りよう冶じから、驚くべき報しらせが届けられた。

「ヘンシェルの、バイオコンピュータが、生きている？」

「ああ。わずかに残ったナノマシーン群が、修復に動いているのが生きている証拠だな」

「じゃあ、ヘンシェルは！」

「人間で言う、意識不明の状態だ。が、死んじゃいない」

「よかった……ヘンシェルは、生きてるんだ！」

　それから、馨一は毎日、この校医室へ通い、ヘンシェルと時間を過ごしている。そうすればヘンシェルが目覚めるかのように、いつも熱心に、話しかけた。

「だいじょうぶ……。ヘンシェルは、眠ってるだけだよね。戦って、いっぱい戦って、疲れたんだ。でももう、終わった。もう全部終わったんだよ。だから、いまは、眠っていて。きっと、ぼくが、治すから。必ず、もとどおりに……」

　馨一はそう言って、笑った。涙はもう、なかった。

「いまはゆっくり、休んで、ヘンシェル……ぼくが、ずっとそばにいる。もう離れない」

『……三年Ａ組、市いちヶが谷や馨一くん。生徒会室まで、至急、来てください』

　校内放送が流れているのが聞こえる。

「なんだ。めぐみのやつ、生徒会長のくせに、またなにかしでかしたのか。じゃあ、荒あら先生、あと、お願いしますね」

「んー」

　僚冶が生返事を返すなか、馨一はヘンシェルに手を振り、校医室をあとにした。

　馨一が出て行き、ドアが閉まるのを聞き届けると、僚冶は机の中から携帯電話を取り出した。この夷い皇おう島じまには携帯基地局がない。僚冶のそれは、衛星経由の携帯だった。

「ん。オレだ。ああ。頼んでおいた例の件、その後、どうなってる。ん、ああ。そうか。そいつは……ん。わかった」

　僚冶が無精ひげに覆われた口元を、ニヤっと笑わせる。携帯を切った。

「市ヶ谷にも、少しはこれで、いい話ができるかもな」

『うにゃ～』『にゃ～』

「ああ？　なんだおまえら。もうメシか。さっき食ったばかりだろうが。ああ、わかったよ、わかった。はいはい」

　僚りよう冶じの足元に、すっかり成長したネコが三匹。もちろん、ヘンシェルがかわいがっていたネコたちだ。アイン、ドライ、そしてフィア。

　僚冶がキャットフードを用意すると、三匹は待ちきれないように僚冶の脚にじゃれる。床にころがって、ちょうだいポーズをするものも。

　そんな中、ツヴァイだけが、ヘンシェルの補給槽の前にいた。

『ふにゅ……』

　ヘンシェルがわかるのか、しきりにクンクンと補給槽のカプセルを嗅かぎ、前脚でカプセルを掻かいたり、呼ぶように鳴く。

　やがて、ヘンシェルの顔のあたりのガラスを、ぺろぺろとなめ始めた。

「おーい、もう一匹！　いないのかー。メシがなくなるぞー」

　僚冶の声にいったん振り返るが、ツヴァイはまだガラスをなめるのをやめない。

　そしてツヴァイが見つめる中、かすかに、ヘンシェルの睫まつ毛げが震えるように動いた。液体酸素の中を気泡が立ち上る。

『にゃ！』

　碧みどり色の瞳ひとみが、ガラスの中から、ツヴァイを見つめていた。

　それは、微笑ほほえむように、やさしく……。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　初めてのデート！

　ええ、もちろん動物園に行きましたよ。円まる山やま動物園！　札幌ローカル！

　いや、手も握らなかったデス。うーん。覚えているのはですね、カバの檻おりへ行ったら、カバが急に、フンをして……ええもう、カバなんで、ドバッ！　と。ドバッ！　です。雰囲気もなんもないです（泣！）。リアルデートなんて、そんなもんです。

　今回の夷い皇おう島じま学園は、そんな、初めてのデートに悩むみなさんへの指南書に……ぜんぜんなってＮｅｅｅｅｅｅｅｅ！　ですね。がくし……。

　でも、みんなメチャメチャ考えますよね、初デート。もう、自分のセリフと相手の受け答えまでシミュレートしていくんですが、そんなものがうまくいくはずもなく、開始そうそう一分で破は綻たんですよ。あとはもう、なにをどうしたらいいのか。

　そんなときに、やっぱり文中でみさ緒お先生も言ってる、自然に、てのがいちばんいい気がします。深呼吸して、ボンノーを振り払って、自然にする。すると、なるようになる。もちろん、二人の間に、いい感じがあれば、ですが。ならないようには、絶対ならない。

　つまり、デートって、するまえから勝負がもう決まってるんですね。言ってみれば、近代戦みたいなもんか。って、違う違う。

　これから初デートするみなさん、くれぐれも初心だけは忘れずに。

　どうしてこの人のことがこんなに好きなのかな、って改めて考えてみて。それだけで、きっとオーケーなはず、です。



　さて、夷皇島学園のことです。

　四年間にも渡ったシリーズにも、いちおうの区切りをつけることができました。途中、イラストを描いてくださる方も８８８さんに替わり、ヘンシェルやきっ子、馨けい一いちたちもより魅力的になった気がします。

　そして馨一も、自分の気持ちに答えを出したようです。

　作者としては、ずいぶん時間がかかったような気もするけど、彼の行動は支持したい、応援してあげたいです。そしておそらく、彼らの物語はこれから、です。始まるのは、これから。

　これまで読んでいただいた方々にたくさんのお礼を、イラストの８８８さん、編集のＨさんに限りない感謝を、この場を借りて、申し上げます。

　また新しい別の物語で、再会できることを、祈りつつ……。



　２００５年の桜は今日が満開！　という日に、ペンを置きます。

すずきあきら　
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